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I 801 
魔瀑扱曝試料叫戸l豆奴駅霞
僅紅理）゜小打和久，中面多，森本町，釦謬

広飴・表埓I汲羞が夜戸いバヽら 30数季這r逍駆で＼七，召り這畔
射知． w 手手でに屁砂屁 9<t7)犬燿摂召核末象I--:: と吝プたげ外も広刹13

-::. k-, 11:揺め燻輝であ各。

痩須ら 1古咋耳汀高咋窟虚搬型釦心）スヘ° 7 ¥-¥:1 1-づダ七用パノ肴灼給3/
埠後の広島 4戎速淑紐顧貨召子守フ長。 137心況後臼受年彩嗜慮認戸：：

~\守て．．立咋炉ヤが．原滋尼辱で嗅燐 lヤYスヘ07\- 1レ叱因名爆中担知ーロ

帽印灯噂四E以の存在t認め 3 ::.'l:.力＼‘できヤく。ざらV-今毎ワ月り手埓勺訊
でも稼賤且疇石に．＼でっき）と虹疼寓ゃ衣戸むンい匹欲硝し乞＇咤IA し遠中

咋碍艘師祖楳か｀窃四ハ｀｀ーバ）初リ．糸唸刻お／及、し苺炉極 v＼ため殺讚5俊和螂七
釦滋沖パ這漆咋耳」誨差這効礎算邊いい。
手貌知·＼心応羞訟亙，氾組岩ゎ I廷丘 9↓走．ふと七をづ｀＜中戸

む埠定等界匹？ rてか·各．
0塾直ー原爆被曝蜘砂←配酎瑾守（煤I心・年 □ ～3¢幻心｀口穿い注／心
とり～6血況）の屋根瓦ガ・上ひ・知敷石k.-- 1 之伎わ卜ていた氾箇い紐．表墳りス・

戸7う／7 拭｀粋いして，／れも ~10 月社疇て、残存祁冴内己の将I塙かた辰壻知
琴好七咄遠土こ怨。廂爆己和絹係そ訳炉としで金疇内か石座で入手レt::-:. 2.. 
姓心疇を．足条ぁ砂＼ャ冠釘苺）訊で-q I紐恥蘊心釦立検討す年心

試榮ぁ・よびA杖狐ん覆石も珀定訊斜としレ。
◇杢一釦愈叫レr淑~11'7'>ラスケジ 7恙睾（立西沖 x 9 如は）につ玖湛芥‘
紐\f:. :::--い l手 1が疇・同 -;::...v」サ｝七して尊噸i幻した。紅OJ G尋）が洛v9 之い

”‘7 -rくりめ• Y黎喝知·匂亨 Iレヤ｀一叫q G叫;")- L弓ぷ{1./,畑ゃ心mf)屯
禽僚ぷ臼醐恥諏貨咤？に。 Iヽや、ソアク＇ヲウ注\-r lf.-0綺雑で

四ザ爪／1-r, 1応知紐錬か砧守れてあフfく。 1痢灸 Iャ 1試料が況 IJ /へ3 日
）蘭於二町っ七。

巧j_,.;)_, I滋暖レゎ危和戸•いひ夜昧し戸知花甑知匡pS スヘ°クドレゃ心支
レ乙示す。面者<: Iす心Eバ‘シC1) Y碑(/ユ2，ユ知， 3坪知→巧ヽよ v: EC.嗜凌 vーし臼
ぅ Sm の KX怠パ］柑恥;:, -.\'-.惚箔"<:·怜天妥、．の元 T-f-.砂↓，，ヒ·-クレぷ＼孜奴

炉和｝戸かーわか~.／呵こいの定差五柑哀年ど濫：以紅＾ ｀碑(31ね知m·I砿，
如□和73呟）幻恥仁。計致初年\~亥和透つ天攻、ウランt汲井＝弓文シ砂\::...

心恥婢疫と力‘ら戸，沢升ゃの＇／円1Eu 尻配知如埓\,七·

⑨奴知賛芹バ志即戊達一，I,芦疇七された禄曖訊叫ヲ0今 600 呼楚

唸欅埠試料甚1，立1否心叩ししもにに応、 (5直鉛～m10'311.／心·屈c)

Zｷ I 疇が凶すと者文大 TRエ6A-1I (¢戌~4x1D"れ／Ot入心C) で•4呵）茸襄紺し，苓1

／ヶ月）蘭冷紅レた後庄0臼紡う嘉t喝定し試‘聟ヤq Eu 令苅そt定逐レfく。
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◇寄栗

L平り忘氾虚叩，紅疇印；る巨以錆翌，北ぅの直屯知りい

T忍還や咋手束が禅亥依ぷ T~ に子とめて禾す。元守＂袂漆＼ャ計数＾謎切謙差
ん汁：含人孔おの＜一紅灼臼和ズ確かさヤ被曖双、く、0)\t咋手応• 7 いレに）肉1
釘賣報＼で令＾てい穿心＇―-臼しゃ必九 2繹浚の議怜9チすt ℃ができ 3 と条しら礼か
保シいた比咋吝

束心平面たっいて．．

畔測た守が料社：

計数莉箸の再渕定，！
今，Cん）にと 3 璃定i 100 

等寮ヤと｀・ヒt叫？文
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皿． 厚埓咲燥の｀尺却中心月、らの雄笑咋細年6れ（火芽宅知だ'..t.～豆OW\.，文弗‘

直千からq水元距紐：～36珈、長埓市恥加）q疇，口..採殴し拭料噸ほ畔

屠根瓦
i 

庭↑敦石（也編%,)

L野S 測定診埒('l,) 25  （粉末） 30 (2o玲~O末OV．．が） 30 (:z00 メッシュW-t)

15七u 奴m·能（Aps)丹
米冷未

渕声‘‘ (3.60 :r.o.17)x101 (7.46 土9.I印 10 2. (6,8和 1.04) y 16え

狼碍浅tに環瑶(4ps)... :), I',:I:.C./0 a吟ら土°.070 CJ,4/.:1.土 0.06~

故呆（し 芸王［：s J"',-/ l74 工008 0.936 工0.040 a953 土 0,049

分
s 3̀B-I /.)?6 ェ a09 0， 9ワl :I:.0.04-6 0. ?33 士 "·o切

s 可ーI /.63 エ 008 o. 8ワ8 工 0.04.2. o．約14 土a04ヮ

否姥1 (ppW1) ／ぷ7:) 士 o.os 0,9.2 6 土 00公5 0943 土ao27

, 如定I町乍訳叫粁む叱9釈 （汰～） (g,I5 エ 038))(106 （幻認叫 14)汀 o'• (_ S:36 l:.O.J',) X1 d6 

液曝梵屯荏袂線束（叩心） （い塁心 lワ） x1d9. (8.l/~/-30') XI 011 (7-3紅/./:/))(101|

＊祈泣社キ匹わ苑m' さが為'i,
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I 802 ｷ 叩t中ヽじ｀ヒした平涸採生刻夜種の生的亨ヵ渕足

（沼心這）゜島臼fi急行．＂藤・ネがい：，
菊池噸・道象忠ん

“粋f珂中 l心 1 れ a "性核種の裔和F の測足£りがiっに。こミ℃｀ヽ1 、f稲

根＂＂ tf)f条f桑t中，＂｀しして劫釦 3 。
沢気裔f呵の鋲条、1 `ノ?7↓ 9 え月よ＇）開蛉f n 、現t b 枕 I↑られ---(‘‘;f.天気痔
”印り、 l了 Ii--"i国：：月／日悌糸 2 れ 3 0"恥、ル心血ふ（危岡穫
炒益J斎心1ょ伍）よっから秤 3 茶茶が、早““い専砺の厄J:: (叱ゑから湿l
2 紹石）に設音 3 れベヽヽ 3 。夭汎析f刑 I1 、之‘゜ I I) " t b っ直t1)界器中公
タ～いい知｀込打し一 1 -1.用い 1" それ 5 。濃揖ざれ臼l水を更Jこパ・）ゞ
-} "t叉 2`、魚し、水分t終知,fl: _J。冬屹粍影 n r(. 紛貨目杉濶ク総を逹 \1が節
にJっ 1 箋 ri a ^‘` -- l ヶ月当') /99 ~)クp; 2·' あ~.得ら h （こ恥四科のうち、均
/99 9 t、屯怪 7 c究、g 1 ク C'll<,")円肖翌の瓜心砂茶斎ヒ祖いパ紅J足刻科しす
3 。

：心升疇 1 れ汀泉々 ri訊村性"ti)うち，，，，必以りい雌 l：：：：つ I\ t心l足ヽ各｀
/ i目の 3‘'が心1 (TR.,)を王校ょ慰t 1 3 他しべ）し｝像孜広表をにfって行tれ
(<.o~ t!)測尺ゼ l1 ｀紆ヽ～釦に7 1J.. c滋0 ~”゜ ~v ゥえつ今1..子 1しや一狼氏
度店むーグti打孵折り叶象'i:. l r- .1 12-夜稚：日足屯ぷ易 lこす 3 局に｀ん9な,, 4-e.( 
u) 紅器を利 l11 !「::.。

い気fff嘲わなるれ 3 加d)化双討椛 11-、杷あ1.叡、｛せの町種り線｝＂
1 れ（し 3 う。これt避り 3 tめに力＾ ＼i汐¢ x 3‘W紅（Tf___） t J.j日用い 3 "叶
民玖、心l足！れfe-。後f炉 3 4 版[ If、 9、 ??Me.V (h'a. tlJ必勾尺J) t中心 I叶炉99
ロクエ矛 9レヤ‘-"小）がソ 1 釦夜大レ 1 f`—卜信号を，Iわfc.めd) l慣：以践
し｀氾るの広I 1e,元孜よ茄tし 1 戎リの肴総｝線と 1" 計敗してf._ ~ Iレそニース心ク
トルt求めf：：：： • 

”刈ぇ月、ヽりガ77年え月釦逍成 2 牙間 1こ b f::.. 3 入気料f碗ずに々 1 れ以射
性激船氾表しベル,c::.ふ、汁 3 倍千季の涜I足ぶなされfe，升象としを後痙 11 ｀即製
を噸遭心“I ℃.J'?¥ce 、朽I. 3誘季釦種の 5午Mれ及が‘, "庄紅雌心店ぇ
うれ 3 咳c し立必tゞあう。これらIJ)榜稚のう 5 笏e.. ~加，，，月麦 At t臥：：： i、しば‘
く。これらの樋 11 、念の為,~釦ば研沈舛のiたレベ｀JL 『緑孜よ器を用い 1 測足レf乙
純果し笑、験誤 1 内 2--• 像し r乙。
これら遣種 I乙つい 1 の月げの＂化、が、舟ffこ d 利支II) "／こ"-r1 径火を

企し、冬 1遣記ヽt示し化 e これ IJ砲苓ぁ 3 1ヽ 91 店孔":'...｀戚屠見＾らかM へ
の火知餡志り疇釦ィ~ I) 、紺雇薗今い気梢脱岡質を叱J: I：：免霰 1 3 も鴻入

1 J灼に起 5 親象べあ 3 。
秋娯絶知応、中国の n ア）ール叱丘2.、‘/”げ /0 月及-(,.一｀／／月に’斤灯われ（ご。ミり F

め I乙～ I?灯 I0 月以恢のf9知，｀及碍｀脅んのf『f和、 1げ，：：婚 k し(::.。しかし
中印核爆吃美雙こJ 3 7/J e 及が初a の所↑尋への影胃ば見られ（i i 7 た．
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以～恥心t、東充叩方 u·ぶりて A尿 I科t••っくついク釦屁｀辺A^9ンゥ牙t謬が予ヽj.と中

旺か Iじ’ーら 2, '7メ l/)· 迄／か／,Le L "l•巧り，切珀恥肉 1 ・・勾't-/, ZJ？乎内乍彗＇平，J--,兒 4心··i-­

か/cら:,.., XI{)しら／が／匹疇む氏＇彼 I~~ 炉tm埠肉 3 和’5 喝 ·h 渇向乙｝，卜兄·.,tし

'Z.s., I y'c.てT = 4 0 んし伝足し I L 凸和§訊＇辛惰t斤ヽ I.1 ，也表し・ベ‘IV”Bどビ私の平怜酋
下い1 蘇·n-·しい豆＂+- 7、ユ "I 叫，ク．9 メ l t·ヽ l p伍／c｛吻 k 乃，3 、｀

い, z·· 呪衣I,'名 IT3I9クJ肖 2f./から l秤？や11年の所渭呵喜c げ松ヽ，；が） 1 そい硲トクタ，
/. 7,. I/)-2 心／か／りて・蕊 3 ，，ク釦遁 n 阿淳のぼ測f邑ば、疇俎国を桜差r;t, Z·、在＜ー

裟 L てヽ 1 1-．劇騨屯鵡 •z·•“ん S→'i咽｀注 1つ.Fって見もう豆’か根知-.ょふ」凡tr ゥ
疇他と怜鈴0/" 9 競克の 1·’‘/3知かふうた,7..叫雌多中 3 呟e I3 5ねんいが存辱にかし
t丸｀て卜在も心か）， 1支俎和設賛しよ》序凡｀え昨い叫ん •1 少J.iヽヽ叶謬釦戸。
伽碍＇へ'•E ぷう/:;.:,%／んの P釘年， 11月 9 勃渇花吃駿に 5 ，て哨岱屁＇昂畜這ヮてか。
”r弁かう／1?7昇碍立q噂り陪［か、 l'“h R。」わ.J.心偶丑圧免贅絆恥．
“ん胚ん＇＝よ，，?. /'i、l,レ l968 弁 1つう句を七屯た｛国と舜んし＇｀ E‘. o ミ今ことから｀
虹 lク公げ｝辺、中」釦ぶ 3汲 I2 、キ虹晶奇京咬 l天た町 3 い Iコな」邑邊 •r.::;. とガヽ"e:·,

ぇる <,.lっ云廷 n 五 E 、丸の文年ぶ序惰綽知称であ｝し兌，卜中 3 ． しかし叩んぅ屯湧瑾

、つ．翁碑釦りもク戸／。丈主<, It咳穀差社⑥ t危豆·て、 I J ~：：・hl1 万人q降下弄'1 窟邑

Iっ印 l9 下て：してT 0 直 1遣； t·＂万 1-rなI)じ‘t隊，右 e 3O B v ん/;l.て,; ·=2.ro,aマ舛

知し乞せても噂q豫 F 年q 3ナ％え,le__~; iュ le'<..'.' 予え c 二ぅ珂鱈し安岐との充 9 竹、
Iｧ il.'夕り印を•あ 3 と見 Iわヤ 3 し Lぷ—{ Rre，，が＇嗜、のt凡＇専‘c 采ふ 3 (})/:'-11' l ヽ
五起 1月装 IJ. R 占t"""" 0)年更喉釦因公式てヽ苓 3 c 疇 I9 ｀天気↑し 0、 9] a/。含うい

') }包4r かうバ＇セ中 3 中ヴ¢しか＇1 ` ：：の公式、 13 22介久 3 とう l> 樗叩亥から文之（御坪

化愈該、tiF 子¢碑視 I責 L て 1つ非昴，2 文ヱ刀飼差t年ず｀·a-。 t ↓粒 1::- 、このようなをit
％り浣も該諺•オる 1つ 91 ャ居えら卜石し） C y"Ar t慄的千友ししE 2滋 9 年衣‘~lT i碍哀を手、今

3 いをり、 Brも—sk、』- /;仏戸J!.1.-- I; よっこ行な巾＋ F も＾ P‘99 Pは一っ名｀迂‘ヶ戸這ー。

＞の千＇l-1 -ぢ I1 で 1 フ， 2滋渭「下争 v~l'i¥ 1 ~叩侭しいいq房t鑓は 1噴を可｝迂
，っ 199 ？乃い。

伐＇さ a 惰f（しり商碍L の痢）尼稲知見っ＇‘し）で、↓4 知-..CAP心豆屁、 I"-似叫心
釦い］ 4昔虚 E fi頂只 •3 し、？戸 IO万心／吋／必，しなみっ しこ 3 で． T胚ム心
の推おによ 3 と、賛厖足源っ噂のf奇下牟り，クタ x /b―'パI研／ふク 1‘' る 3 e :,._tうり
こヒづ｀ら，姐に麟釦鱈屁『レ麟戸吹（の文邦紗．ば、尋汀―危尼雰りも 4 7.''あ3-
し於と 3 い叱たが｀，海f豆采、。 2-I肛／ rょ．孟し（1 て知セ源であ 3 口芹るら出3 で
ｮ. n8c a が’巧v... "1？奇F辛Q R和（ヒ．

（船位： PCL／吋／必J

7B~ 
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1803 地下における宇宙線が中間江成叩n

（東大核研）。今村峯雄、（立大浬）西泉邦彦、（転如坦）本町立

地去における孜射l生核程の生成 1こ寄与する 2 次申宙綿ぶ分のうち、中牲年は地下
l ~2m て1屡智て、｀あるが、それ凩下で lまが中間手が反応の中心となって＼ヽる。従来

宇宙線が中閑吝による生式放蔚1生抜種の研究 1-;;.主として地痣来層均質と宇宙線µ―
中間手の相互作甲と明らかにする目珀て｀数象く報告ざれて来た。一方これ乞応用す

る立場からは、"'Afl,,,.,エなどの長半痰期核穂の項，J定例がわずがに見られるのみで

ある。 迎え物濱中のドー中聞手生戒核穆は守宙線炉中PB".1手の永年変化の測定に
允用てきるほか、凍理的には地質労..t.広 Iヽ応用が可首呈てあるにもかかわらず：の方

去論が環状にとどまつて lヽる主因はその喫暖上の鵬点にある。 2”紐や '2'Iエて｀ね；

夜出のため 1：：大量の試料乞要したり、特珠な鉱亦にしか直叩てきな 1 ヽといったこと

があげられる。 この点で1さ在（が少四ル） ”Mn を利用する方沼は、鉄鉱物の帯

遥性と 59叫検出の感液の高さという魚、て•前 2浩より 1展いていると尭えられる。

こうして鉄鉱物中に誘起される”印は、し力‘し、ヤはり拉めて微＂：ずあり、なおか

つ鉱物中に含まれるマンガンにより放射能的に希釈され．て ll る。 こうした比放射

能の低ヽ 53珈栓出.t.の虹点は、放炉t法（叫 n （り）玲Hn) における叫"{n,.:i.~

叫＂の妙宅反成ずあって、こ几乞免成する方法は (l)”Mn と叫n に対し項

4氾和農縮する。は）非停 1こ熱化され．

た中性手によつて放良打t店行なう。

し3) Mn の含ボ昼が栢極めて小さい鉄鉱

物む望印l <f o. かのいず‘れかが若え
ら礼る。 (3)の限界広普這占勺迂鉄鉱

物がどのような M.,, 含布呈き店して

I¥ iかか宍足される。 マグ＇ネタイ

ト）＾マタイト，パ’イライト 1こつ I ¥ 

て測定した結果、各々 llce~ ~干p加I

1000~2000ppm) 20 ッ数十ppm と

‘‘う結果が得られ、Jヽ°イラ 4 l-(FeSJ 

がこうした研究に適人ベ~ ＼‘ることが

明らかとな ..,r:. 。 一方t2) の可能住

乞探るたII') KUR の杞中住弓柱(Tc).
でgra ph ite.の厖さ（位呈）と繹噴0)

関係さ裾区た。 熟中牲各束と速中

注手束の気tをみるため究。 (n,Y),

5*Fe(.YI I p),”応 (n,mn) t毛二が一

として打目べた。 純果は固 1 I：：示し

qyaph i十e の現さが厖1‘穣てある。

54 18 
dpm Mn/m勁釦／lO~vn
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54 18 dpm"~Mn/mgFe/10.un 
* 
100 ~1012 

so 

20 

10 1011 

5
 ＋手

熙 斜

2
 

135.San 
柱

"', 2 
nt/cm sec 

KUR-TC にあ‘げる緒凍特注
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もちろん線噴 1-aよくなるが、熱中小生手束の波‘＇J.d:．伴うたの、喫際上は頓祠0)大ぎ
ざによっで品造荼1和が吠·定されることにねる。
同位1本的に呪収濃綿する方法 1ま、校出 lこは最い屡れたが公と云える。 例えば‘

同位体分離t．の国収孝 11: I 0 可口％，濃縮比～l.j..00 なのt"~RR3 V命して 101"

n/血2 て＂翌射してもJ KUR-TC て＂の空射(~ 10lg n/凸ゃ）に位べ 同じ’条作•-c:·

(n か）反応よりの等与t 2町lJヽさくてきることになる。 しかし同位れ豆汎難と 1 ヽ

ぅ stepが加わる0)で実販が栢雑にはるのが短釦＂ある。
以.t0)寿察t i3、まえ、予 1結実験として山形差の地長血I... t"産出した／ぐイライヤ詩‘

料につ 1 ＼て， KUR-TC て＂翌射と行ない栓洪もすみた・ 袂｀料 lょ史憤洞査所佐々木
暗氏より堤併口け、鉱物生戒‘年代 3 舌メ年払.t.とi誼定されてあり、 NAA,,AAS の
締屎百牡％の）まば統秤た FeSュて• Mn ぱ4-2.pp m て、あ寸こ、 (50 ナッシュ以との

フラクションの嘩．J P 井 50 ）． 酉笈知tうけて主じ rこ哉紅酸塩と釦紅知＂とり隙：き、
S-0 メッ戸·ム心この粉未約 ~90 をを我料とし--C.用いた。 舌ず在肖訊て分辮し、生じ‘

r~た葉とろ別し、'i3 NH凶溶液より名こと 4 、ノプロビルエーテ）レに抽出桧出した。
NaOH 溶液中t" Mn t F心影応也島後に捨イオン交換t`• Hn を稚•製した。
翌§沢料は M.. 02.としt屯純 At.箔.t. Iこマウントレ、棟平孔‘叶ヤ blank 杖｀料と笑
1: Ku R --re -c:·'-0 逗閏運緩堕射し「こ。(\/\Vt: l. '5 xl018n／砂ゃ）。 放射化営分論

後 Ge (Li) (835 keすむHt1 p..iio.k に対しえ． 3％が訂定劫Gf)て V 線環淀ゑ
行なヽヽ表 1 の結果と得た。 it.守処理とした blank と未処戎区吠莱 Mn より求
めた（n ，かn)

妾 1.
の各与を差

し弓 1 ぎ 38士巧
試料

炉や"AMn
(:I:2C) t19r:. 

P共5'0
これは

Blawk 
0.0031士．0053

Hn我藁 A
却m’3Mが心•

8 
)々4 9イト 1:. Fc禎藁 A
相当する。

8 
濯；さ礼にお 1t

心印日む粁の”応社知珍祈

Mn('II¥3) 全t敬時間（分）巧如曲~)
士 1C

3.5!2. 3 斗訊＋ ,. S'I/-士・ 1 'T

6. 51 11.:i.13 a斗3 士．斗〇

} 5. 2 9 l4-035 5.82土．4-I 

5'.:,& 3l'Tl4- 2.2'1:I:.ll 

3.'1'T mぃ Fe 5 し 2 斗'3. I 士l.j..~

5.59 la93 5'8. I:t3.'J. 

叫1＂（却左）
守el",p泣年1匹

0. l.j.30 土．o吋 ” 
O.3 '1!2.:I:: .o紐

: ：悶．．：： l tv.30芸
10.Cj:I:I. I 

1 0. 4 土 0.6 ｝岱謬
叫視亨A• o.'Tli-'5" 

る炉による 記 0 、 83
虹紅

5牛22

38 51 

31.7 :::1: 1. み

34.g -:t. 1-4 

14-,-.r;土 I• し

41. g士 1.1 ぱ募
P=1足）•わ砥＊樟準澪友 o.o叫圧叫／mげ＂より祠梨．
ふOlOIS/K占
とする。

“恥ess 叫,, "'0.0~8 士．055 如'...出／哨 11... -+ 0.008 土．o心p:H✓勺Fe

ハ° 4 ライト中℃會静Jl:.したが中間手が｀ Fe廃手に吸収される碓苧ね =O斗配 1s ．万から

祖：吸収されるら覧斧ft-= o.r 、 9り和（p-,1函）に対するか1=~= 0.1,.斗 Fe(})-一，西）ふ平

0.5 t仮釦ると平滋滋豆 (h)= J 09士） 5b ^toms/9•A となり地下における静JI:.
が 3紺放とう界さの相．閑より究和1直ti反定、すると平均涅"i( 8 mwe の上限屯得み。
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1804 4 、パう•月・屯邸＇ l: がり肴々げ＇守腐線佑放｀キ七／‘/

（（全沢た理） 坂手 活

＜角＞ Xe ＾紅 l司畔f 1叩 3 。そ＾狂知ターン 11, じ）忍和滋心‘
ク(ijJ咤也媒経村（平(lぷon ヽ国、RE、ん．＆が0か吋穴'’゜た，efc.), (iji)呵（和I7m.f），戸象笈，（iり
•99u，咋，移曾げ（1) のり牝核刃戸如浪積，手＾奇＃、くよ 1 号か紅し
t ,1 る。い¥'.,. "1条年 aIh 名．＂け碍祐系＂和；原・f史の“"乙砕ヒ I t {'; 
虹“が，知的斤店易 r 斤".“げ極ャ .,,4反年 (1島見）喝＜ケi広t見公し，
イン石，月．呼｀ " Xe 千ータ全般 2 椒観し..,)月る• 2 ; l→げ，最ヵ印紅＇砕lも
叩，咋丑li邸｛和乙ヴトの限莉n‘; f易り＋た{ii)~穿名絡釦成々つり議題とす 3,

＜虔統テ“4) 釦い打象としたイン~ °'Xe 即瑶デー 9 け／9 9 イン和粒
妙I ~いし印『疇；名によ 3 /9 a 徹丈（直． 月 9代判 I：ついt /'J, ¥-fl.~‘名 Il 斤 u し毀粁加

墾i条fくょ 3(O ＂石’旭5, 6.. Orecc、949, /l 9 Ro9k; ＾殺直．把林'9や料け虎続 "'1 11, t同
ゎ 1滋ん幻’輝（戸’：ヤ叫心l池紐＇がス，犬山者苓） 2 含む．
＜糾莉滋＞ 幻臼（滋）m =（澤）t + ( ;,Xe) c.、↓=/:J.41 /z.6, /'JO,'[ t反挽p。
釦， m r.f酋’l紅t, C tt:后炉ffeぇ，竺呵＇’,ufa ced comf"n碕。 2 " i反是＂， l ，，
遺れq粒れ｀ 7 ラク'Y'il'✓ I ~い 1 ラクy a ン，氏＇ 11 （司f,f 1'"' 令券拭料 It ? II Z 
の（西（n()Xe)m 巧（吹伸xe)m rl。+..,亙 \~¥1暉 Iくょ II 舟名 1" a; }。直、台象q蝸成 1 h‘, t 

ヒ C ~坂'7 1~ み 3. c 成クは， 1 -ゲ、7 卜紐坂',脅場、堺スヘワト，レ 1くよリ昂｝ i詑利
杵乃を肴q 1 ぅf Ya ンず県Jセ秀ぇ｝ + 3 ．飲料ね I尋｝ヤ 3 印恥勾絋S)
と仰杵 (I) と"1 l雌、 I==-(126Xe/130)(e)t •S + (に4汝／呵ふ，釦 S ：：：［（匹研叫—
(11.4)(e/130Xe)t］／［（匹／唸）c -（＇｀滋）』，がりも成グが’i尺 3 府i紅炒 ref•':
マう l2, (”°Xe/'“Xe)m = S1・（呵e/lU,知）,.., -: s'( f2.牛Xe/14Xe.）七＋ （呪e/“Xe)t ``、 (1)
叫 s'=[('咳パ）C.ー(noXef叫J／［（叫咄）c- （咋／1“Xe)t] ず，

（叫k/'咄）t：：： 1、 13 、 ('')O_)&だXe)t =41, fJ （胸ihiぶより） t`ぶり， 客に（唸／咲）c~ 1 （みI r.:

紅町）て疇あ｝ h’}, (l叫xQ/rl.6)(e)c ~ I、 13 —坐1 、`` (2.) 
s 

つ各 ‘9 ，採匹遣； + i直、峰（如J吋 ¢esIh‘5 咤 l与綿旬戒比｛（叫紗叫 h‘’ ＃がれる．
く経果） l目 l,3 ほイン石、 (OO 2 けi, IOO4,f従呼‘，（唸／咄）m V5 （心／p.法）寸Iot
（六lI)Jて｀ぁ 3 。紋バpn怠テ"-9 f Iで、 I,, "餞＼料" k 卸クq福ぶ 1 ラクジ3 ，，，・（ 1手 n
高温） 11 I 1 'tiを I 1 以,.t. q“',t it h J。雀縁r-桑i斤ぃ辰けかI" t\料 1MJefi"e t 
小るか9<Iくん 1 i tぅt'ii 1. ..., 1-'I, 1 ン厄ヤiの息 1 i 1 1゜ヴ紐4f ＂う卜 3
c 坂グが’./ 7 "'町サ® q息i 5it€51: 6 丘し 1 い｝ 2 とか＂約1 3. 
呑団 I< 9名、ぺ l2) 0̀ ；衣‘H E ('2叩／町e)c の 4乙t名も入してあ 3 が1, をヤけ月 9hRCCi勺

［輝土］ 12-1)(e ど除く知 la 出和t成が殺似吋i紅iたり．和姉和筏、和すべて 1漆ぷ＇冷，1唸，吟e,1:ioxe., 

咄、心， 1芯， 11牧e 1く，，芍 o.o27, o,02.4J o．幻、==I, 4:.移， 6.o S-, 2紗，（西~叫紅祁f9・士I~2)。こ研

知和凶叶紅：袋神K気、 AVCC, $L(COR,屁瑾恥（国 1~4＂令） h‘’, 54bu と Honue1 年）り‘’恥I吋該噌
た値とほゞ棗れ。偲呼｀吠料l各問心直I§ 吋汗，均ぼ： Ha t硲峨哨や灼Iい、山(1 魂硝内‘｛う1＇私
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如~o{:t# I 『晶(Qme1 /..a,ke6,) の平(I‘ぅ疫衷噴 9 ン r ラ 1_ /- A ile凶e q旦五余

1-::. れ r1 3 . 月"'.Pine, ,r rd必，堵9 '.lシ~,ライト乃r“derheim 玲弟，エイコン杓1月如monte

紅 1'1吐ユ凸 E 禾す。 こ＾ ｛直裕従来ずが十てい E,(直と一致し，私ヮあ’よが乾
炉tt 4 5fa(l4知噂如つぎ 3 。（咄／＇咳）e ::: o ぷ；ひ｀ぇ l ヒ存ふ核廷咋
ぅ十てい存“•苅席 I4 t成"n,-:::灯(t'砕te t釦かi成ヴ r せる主n界，像届＃叫e t 
派｀ 7 斤，，し'2-"e t増紐 1 3 松遁社と庁ぇがげヤ枯｀た｝か・ こ卜；ぷ肴セクが ('L牛Xej,u叫

2 1F ？れt易杵と（1, 11, /?に lパ閥澤"‘i知幻名い。よリ紅＃ K' のf’- 9 の屠
利t毛 19 、 X”““つの矢讀疇＜呟 1.,,_ ;s.. 
紅 1) に、 Sんka…。わ，？l'"OC,US-JAPAN Jo吋t Sem;nar四K1(re釦沿如心匹叫加伸’c 匂加；＂t

紐加Or，評←4 €叫ぷ＇四 0バe Ea~tl.'s 恥•SrherちJu心 28す庄 I (I竹'1)，紐，心l：以（U． a吟）

Rtf. 2) 1).V, 3心bu ←i o、K,Ha,.u e.l, tJふ伍， 平 21 (l伍）

F I ̀ Uc  
ｷ J = YS心）”｀）m 叫m •* 
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1805 賜 3 照射しt：：ア Iレミニウム中のマブネシウム令定同f立体の
生成妍面積

（東大詢t生研〉゜イニ藤 修•本町直

晨血炭桑質コンドぅイトと呼ば｀いふ最も詔原的 5頂やかと合む隕石の中から，）司
位体分図）妬果や 既知の核壊変ゃ核反応＇て●、 lit説明0,っ u、 B‘ いいわゆる）司俎体比異悌

の発見が報告 3 仇 3 ように百った。 こいまで酸素，ネオン，？グネシウム，キ(!../
ンがビの元果に見出 5 れて＼ ’3 u、‘‘，大喝系の灰困とろ泉する材和ヒして注目 3 仇て

\I~• マグネ＝／ウムについて IJ +10%1ご及ぶ和8の過面 l が報告JV\.てお I). AQ/i,,.18 
比ヒの相関1Jヽら． 26M <..半浪餌 7.2)(10彗）の絋物内て‘｀の壊没ヒして説明 3 いて＼ ` 
る。 26知疇 I J 26M(j (p、 n) 26AQ..ゃ箪(ppV\.戸畑芯り褐 3照射が恙えらvt,この
Jうち｀照射があ仇 16.直丹マグネシウムと生底す 3 核反応も足I）得る。好定 1司位体と

生訳する核反応の斬面韻と求め 3 に Id°.質量か折名にJ IJ核反応•生戒物と直好測定
しが 1す礼\c}｀＇なわず、唄l) 定.J:: °'困難から希がス＆餘＼ I てほとんど行 am n て＼心‘い。

マグネ=,,-ウムと生底す 3 核反応の新面積こ未｀め．その同位倅比 1て斐記＆及 l討咳
反た和牛 I：：ついて墓提的棟討と加えるため，今国 1古了 lしミニウム忘禰的ヒしてi易う
照射し｀標的 u、らマグネシウム＆化き介薙して，質着か祈計て、同 I立倅比＆唄l)定すシ
ーーとによって、 24屯， 21喝ヽ｀も丘‘す汀謬叩紅栄めた。
［実験］ ｝鳥這射 MAR7. 8mde疇純度?,レミニウム板 (O.O f5 1 Cll'I~, Mが 0.6pp心
g照的ヒして，こ仇包 3 枚スタヽ’I クとして埋研サイ？ロト日ンて’'3.7 吋間． 1 5Mev 

賜 3|てJる照射（ I ; ～万A,totC1l protol'1.; 15. 3 x 10巧， 23虹核研FM サ 1 7 日ト
ロンて"21時間ら2MeV J易::3- I てJり照射 (I;0,4初A, toto. l pmto几； 2.0)(1dワ）した。
マブネシウムの分雑 照射した標的t bea児の当った邸分い切斬し，堀殴に輝，

図- I. 

0,135 

25/24 

0.130 

0.125 

士Mev

0.135 0.140 

#48Mev  
43M• v 

38M•V lｷ 
丁土3MeV

+,2  MeV to MeV 
0.145 
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二十

0.155 

26/24 

+ 
27MeV 
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表ー I 乾乞固ののち、森留）K とアン E ニア lk て"

Ep(MeV) • 25Mg(%) △26Mgは） 鞄in pH 刃としてアゼ干 lし了ゼトンーク
eluent 

ロロ中 lしム溶衰て｀ア 1しミニウム［油
く 6 -0.5士0.5 -0.9土0.8 186ng 
6-l.l. -2.5ｱ0.5 -2.3辺．8 184ng む、水相と 1 N 曲殷各、夜として罵f
11-15 - 1. 8士0.4 + 3.o士0.8 242ng 才―／交険によ I) マグネシウムとか雑
18-21 -.l. 5士1.2 + 5.1士0.8 373ng した。洛維夜中のマグ’ネシウム Id局、
21-24 -0.2士1.o + 9.8士1.3 272ng 

虹及光法によ 4 文督した．24-26 + 0.7士1.1 +11. 5士0.8 215ng 
26-28 + 5.4士0.4 +16.2士0.6 168ng 質量介折 itき分離したマグネシ
28-30 + 5.4土0.8 + 9.4士0.7 288碑 ウム (2~6)(10―賢）むシ I) tJゲ'1しと
32-34 + 7 ．紐0.6 + 6.8士°・ 7 35lng 

ヒしにし＝ウムフ・fうメシト上に戟
37-39 + 8.4士0.7 + 4.7士0.7 342ng 
42-4.4 + 9 ．紐0.5 + 5.2士0.7 325ng ｛，表面龍陪咀質爾分析音t (MS-5I

48-49 +10.0士0.4 + 5. 6土0.7 24lng R =30c汎， 90゜）i'=大亀 3 増后管＆
月＼，て唄l)定した。

［結果］ 図ー 1 に当..., rサ烏 3 エネ lレギーの平均i直ヒヒも 1：：測定和果芯示す。二太亀

釘曽倍昔の mass d iscriW\i na ti oハ補正として（ふ斤石万ぶ）と行 5..., rごi直て｀，誤差
l 古 sto.V\dard devilltioV¥. t'ある。測え時期，測定糸舛の直し＼ l ：：J IJ,未照射訊｀料の

i直／：：若干系統的 b` 差 C 生じ＇ていふか＇．こいらの平均組と岨 3 mass fractionatioV¥. 

l iV\ e と合わせて示した。長 1 に B 在度ひら）司瓜倅比疇衝o 最も /);-5‘ い 24喝 5 基準
に和8.26喝0)釈照，射試料 bヽらの‘厨知合）合＆示した。また最険 9 蘭：：癌離淡叩の
即伎マグ｀ネシウム o令覇邑示した。ご n ゎ o i直．お』 0‘乎庁して行百った l司紅倅希

釈法にJ 3 iじぎ収率疇I) 定(~97%) 図 2

Uヽわ核反応の式‘ど用いて核反凡‘斬

面稽tJヽ‘'釆あらいる． Q絹1Jヽら喝 3 300 

エネ Iしギーが'~2 f MQV 以上て‘`l il.

25喝し生朕す 3 と考えらいるため．
ごごて‘｀は―＿ Vしちのエネ Iしゃ'-範囲

芦丸の生朕臼面積も幻b と
叩して nor囮o.l i認し． 2＼ • 
和8OI 生釦疇観む求め，図2 に 3
そいぞ｀いの反た'0加起関敬＆，放g
射餡唄I)足から求めた 26AQ生釦肋'b
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1806 
q'Nb の牛満期測定

凍双物性研）゜牧野幻、和田雅貧
＜序綸＞
叫曲のギ病期（J:. 103"'10”年ヒ翫責もられている bく．す（紫険直ぽ求めら叩
叫い。q'Nb l1 EC によりq'ふ— ,round1：麟豆町．ふ X線如峻a1 ク
叫”“あら．先に、q'2 Nb の紐期認める「こな澱 l た試料いか？．なX繰
t涸‘l定でるこヒ埠言六み（-:.む．込X藷托出して麟冦 N這彰うら咄b ほ
砂豆鯨 10？年のオーダーなのて無視負．q'.l Nに（て古： IO.16d.) 1 ま内俄、 'l
定により充如麟 l.1 v,,~こヒか確かのられて心。i r= q'Nb訊l"·織峻遥
果竪視迂恥℃質骨令祈嘩果ヒ合わせてq'Nb の牛森期と求めた。
~x 線酸＞
固紅如以賛知細究所の'J HTR て2年、町1 （四 1い： 6 ． 9 濯°
位／心） l Tこ Ho 令年中に注応 l T::Nb放射餡、放射碑的に頒躙9とし、子 7
lコン片仁に乾b) l 臼紅絡。（こ吋胡秤研Nb．艮叶Nb の放貯詞↑
晒淀により、それぞれ、 6.4 :t. 0.6 d p兄； f600 DecaySchemeot q、N~etc. 
:t. 40dp厄ヒ求められに） X線峻II｀立這 、ヽs.(—台磁
の P匹位（キャンベう `7410) ~ I司い「：：。言t 15.5 + 況：9"1,,賃盆：：：d：r、d24；勺＇；，，ぷぶ＇岱虚ば 、｀＇塁且
の場合に得られ［：：、 x~がれ品のスペク ~IレU厨．21 EC 

に寸、（た。 13'1 Cs, tクらの結果ヒ知せて．計彰かぶX
率ば珂．3 のように寸、 1 れ K.“Nb叫パ約 1半灘
俊に再吠な X練這I定し、 “Nb:i-からのか X練＋旦

富勺。1昇、： Nば雷ば．ここ炉r
ぼ 13.6 y,)に以）と考えられる。なX練／Nb
X 線の 5怠度兄tま一定(< 1 幻て・ぁ，た。 •7 
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standards ene r~ y I relative. c.ounti n~ data ettic.iency 
叫IA (1'1ay 1q、,") m I 3.'I CkeV) 35.1 12.s ioqo t so Ccpm.) 0.26:t0.03 (o/o) 
17. 75 53.2:t3.8 14500:I: ?O 0.30t. 0.03 

20.08 13.3:t:1.0 4140t 40 0.35:t 0.03 

26. 345 6..2:to.5 2120:t30 0. 38':t0.03 

5q.537 100 37&00:t110 0.42 士〇． 03

''3"Cs 32. I C ~.7%) 525"0 t 30 0.3&:t0.03 

36.S-(1.3%) I 3 30 t 2 o 0.42 士 0.03

”C。 14:4/ (q,7%) 旧30 士 20 0. .2 6 士 0.02

邸
• March25、 977 みぬ

(Nb ぬ
• Moy,q,'77 みぬ

(Nb Kot 
-<質景令折＞
＂俎叩．東大物性疵麺電臨哩団体っ

訳料用曾号合汁斤計（ AEI MS-5) f用苔
咋。 Re のシング 9レフィラメントに試料·ｧ 
繹せ、q'Nb に対する．q2Nb& ひ平•池 103~

の I司位知と測定 l 「：：：。
q'Nb/q2Nb : 0.23 g土 0.013
q'Nb/q4Nb : t. 53 士 0.15 

<q'Nb の牛栽期＞
x織＠淀叫醍ヒ質尋令祈の結果より、
q2Nb l 1A q外lbのギ蕊期項U で、q1Nb
叫；邸月を叙） 3 ヒ．それぞ叫研00年と
9められ「：：。（下長参熊）

etfieiency Kx 

呼．q士 3.4 ccp111.) 0. 20 <%) 58500 士 6.200{dp111.) 

154 土 4 0. 21 i 6300 土 6500)
127 ェ 2 0. 28 52'100:t5'400 

1 q 1 士 2 0. 2q 77500:t:5500) 

-Halt-Life o十q'Nb-
ー

凶．忍Kx 55300 士 4100

所．4
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Atomic Ra.ti o Ac七vity Ratio Data used 如If-Life 叶Q'Nb

(8.66 土0.&5)i<f03 
て士匹Nb) 2 

q1Nb/q2Nb 0. .2 38 士 0.013 (3.3:t o.5)X 10ヮy＊. c q.1 土l.7)xl0'/•

q1Nb/叫Nb 1. 53 :t0.15 347士 2.0 互（玉）(q.o 土 9.2)x/01y.
(2.03 士D. /6)11 /07.

*TMakino, M.Honda, Geoc.him. Cosmo(..him. Acta 生，

2 

砂(q_ot.,,.4-) x 101. 

(lq?7) 
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I 807 ?f1At m· か•護校刃池•炉臼碑蒻lJ毘

（都立大理）咲将倉喫，中原弓L應
（新渇這） 習野和荻

1月的ピ汀l 20困，ナじ印象導i訊して応用ちt'られて，爾蜘式モとく紅乳
3 ボている 1 ニモがかわらす＇’,その羊成町扉疇阜l\, 50 見と稲告.:pt\て， 1'I.吋＂げ
“しぇ r; {\,.ふた 2巧B辺）二っの閑或¢囁l'. 2昨） l::. J.,て否如初差があるかう 1 ：：
麟疇。したが｀ 7 て本茄哄~で Iすすでに報告してある2呵（知）207p。男9.2叩政の報遺
｀『る牛痰期疇応っブ｀ I) (•., 2,闊（q,2.h叫t竺二言戸°7肱 I~ J ~追餌t
こ謬おた。

応告 1 、戸＇’At/JJ爪魏の痰意：：J 1) 菊壊湘翡を煮茂幻リ 211 Atげ鈴釦認直
し，液1本ここチレー三ョンガ Iうニター 1-:. jって紅い絶対測尼gみこ力 1 i ,20ア品惰
配如戎茫する。 211 州か＇ゎ疇環してから I 2{5ji3人ほ；釦わう手，ボ、Jが怪＼林半tし
て 1 忽立柿角茨ど＇が練む削尼し，以上 1 ：：よ＇） 2明い半翔肛茨児し T-:: 。
霞2. I詞 Po t 2D7l3人がら誼秒0)）目 l'· 肪鱈＇籍へ叩要務があゑので、各々がら a Y 

線嘉む丘l)209B^ {/\岳成期直出するがいぁ I} I これ 1 す砥濾謬が狩盆；；；幸
ャ唱庫把鐸（叩鱚）這月せずにすむ IC I I げl] 点と有する。

l 庚験 l 知謬 C’｀ス 1 ズるアルミ I すくJ::.疇 1 叩疇鰭着し，アルミのや奇
忍lレいか 3 ねたも OI, お『び‘面 l" t"スマスt才灼応加工 L たも0\とスタ、リクとして
ターケ址いした，琲化l翠研究所叩fイ7叫lコンで'I (/,.牌4 糾 1刈 1 麟照年L た， A射
認平繹ほ知心幻）2／PAtのQ燒ー 2訊戸こえ勺 ll 古うに了Jしさロアフ’'1)-/\'!..-

噂翫t-=-.
1 、 7ルミそャッキャ幻lレふ噌足¥した， 21/紺とり娘担o\緑と SA'- A履這て'’

澄）吏した。そのスI\巧＇曰レを返I 1 に柔す。 この団 s りユ l p。t 21／併からの d 維0\ j怠夏叱
tりJ..IIAt Ol EC1()/ a 訴瘍虹＼叩1) 12l伊。から OI 3 わ雌知強度止から2D7恥ふ
ベル＾が釦如叱知也めるこ℃力＼＂盆号た。．
n 招杖｀の七’｀ズマスを少せの王和：：：とかレ11 ら 1虚蔵疱疲 C l たのち，ぅ'‘A y 7ht和

Iーテ lして消t定有慄層に拌出し，む認ヌじ／汎龍tする。さらにこ 01 At r 復蕎t印担lレアミン
履三層コ鰭国した。屹q—釦1叫古ヽげ 1以忍分『叉してイこヌ勺ゲ'IL （這紺賛
斜恥疇量レ吟を加えて 20戒とした。それ造所乞 lヽ'·イアル,~ヒリ敦こン L
P H A t''藩）茫すること 1：：よってじ＇’ズマズからぃ疇叩 21／恥絶対廂疇むf楚げ～
m. /J)こ 1）の、1./1はバ麟2.D叫這如j手祈史{f) J\’'イ 1)しに入心 IA /5. AOI
直標卓綬囁ぁ，if-仏、落匡ンこ＇枝正した祈更磨諮の 60Co,B7似オを正 L た臼（L＾')-7.. KPHA
で{/J) }江謬皐ヽを測定し;2.1/At這素己窪疇養樟麟りした。
W こ~ 7り痔麟亨{J) 2llハtが寸釦鱈 L てから 2019戚線t)切ア 1しのま｝耀
した，ざらに 10~止岱九各々， B^’ (J,キが 1ャ恥g 8 加えて17'tら 1) こ蒻ニアン毛王麟
た加え l, I) こ蒻じ‘、スマスとして煮殺店生恥匂贅1／凡蔚レ I)副枠叔記°秘\,0, y 
縁用心穏，しレ，直疇叫疇虚疇l関して 2°怖叶澤和応5 た。

1 話見 l 文戎 11-:.} う。閉隙 1 のび線お狂‘・訂陳JIL(]\『線＾岨IJ史も，連続4 辛
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鱈シ及上おこ TJ I)' t OI 柑、粛如l'.: J-1) .21県戸痰期＆ 1,231 O、 02 houパ1 と柑lヽニ要；古
疇吏した，，合た 2.1 1 A位浮匂項‘堪考<.,す 茨うンに｝るスIf 7 卜 lし係す位”菜針た．
立ら 1：：虎鮪 I 応哨u 将ほ溶口る 0 釦咀Il児＝ょ I9) 2.J I 併の釣/Et伽如化乞
紐／1/直3 以来‘叩，辱の原手的豆’定した。呑た児腕Wて， 2匁＆’の汀泉t
瑯）史ぃ盆応易釦菌ね喝合：：：フいてqe （以）検訊翫莉讀亨ぉ恥＇
｀釦詞疇鱈鱈直麟） 1::, ｝って差l)史釦掬止レて，舟叫紅
卸輝謬如fー，辻恥2冴い）原＋菊疇わゼr 半載胴と祁、q立3,2与ヒした。
履 2 Iす磨競皿の y麟恥麟如しにおいて謬詞が＇二成分ヵヽら T& Jて

\ ＼る。こボ 1か）図 21：：元す 3 うに 21\Po t 2D1似から呵p丘）月じしバルヘの混勃p\••あるこ
汀知恥'‘きる 0 "TV t"2l （知l'' t分病潔［してから噂c..t咀l)m, 必ヌ恥t2JIP(Jから
cl-. r線/T1 5患胄江が芽かった。ここで、二成分a)恥麟lす戎A ｝う l::.. 示せ 3 。

（言二）干11At湯＼言デ）〖□□9鸞炉）（嘉ご？）（贔芦言
(:1ぶり：：（211紐邊）（言霜）（ご嘉竺）（天雷芦）（は；孟輩

ここで“の必をと心噂差をふく人た篠‘醤のう 5 あ·I tりもの 3 フ疇翡！小るこ
“か松なし紐｀って上記の直疇也叫t＾ギ鵡，ぉ，＂鱈Il::..~I賛
這這l息ゴ 1) ~,定した 2I( f:+tのo< /EC 0\釦揺，匁l p。の b萄麿噂o 介砂
｀虹玉げ痰期＆ 33,4 塩y狐r§ ど3燻した。
この信11 窃で＇ 1-::.報告した2J)和己均ど］知 □ 謬祠iう2.3 :t 1、 3 年 あJぷ
罪心謬 1 0\うに豆 3.2年の窪麟遣麟にあり豆鰭知疇的
に記し7. I I T;J \)骨tにL. z; I ず 20}B^` の 570ktvv譲のア｀うこ今ヴ'T：：ヽ．，tであること 8

汽ぇると、も？じも』言謄しう釘直た•と思われjす。

回 1

、てb 廷ゞ8 ミ企ニ｛勺 回2

II 、iトi 
211A1; 

汀211p。げ/仁.i 
←苔 1 ねミ.. [ヽ. | 認謎'; 均

`‘k 
EC 207区

~100 
11 声，91

_Jl 20ヌ'Pb
EO< 
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1808 r線 7、ぺ 7 卜叶罰知比較遺i§

ば、夭魚国） 王、井忠冶•松贄紐・紐麟・杯 m税
0 小ム姐大

I. 

直スペつ｝ Iv 吋珀，特1-:. 、い平t尊泣伍／紅1「の子‘｀ータ処理の中で最かき
帝心砂‘1:.- l め 3 。計駁直の天き、1 柑、立 L Iご← ？、ブ乙‘‘ん □ 1,を、も℃., t臼t釦
中t 1‘胃／夕間心以、心々二三メであう。問知，牙九立 l T:: t•;...クて、｀‘｛如t力1•み 9

＇）各＜て｝ II r -7, 9 宅 \9 - 7 I つ｀／ずトンある 1\ 13 /i ‘•7 7 スヤマ？— h ム＾ L I: 
女っtて° -7 等で\~ I I ‘ヽ‘‘?7 7｀・ラウンド eや匂 1= 弟 51 ＜つ＼，み 3 ヽ＼ \1 J @積紐呵
)z 鬼•I,I 祐るか｝こJつl:'. /待ら小ぅt゜ー？面積I応柑愛、2兎易I I:. 板す Iぐーセン｝ F逗

巧う o L tが‘つz_ I 'rJうめ衣ヽ\ <C.! -7 秒‘IT e 計統 4 うす麦こし， 今計茸を行 rょ II コンt'
ク/? - t吊 11 3 了‘‘- 1 凡理ー百直l靱 I弔｝す可 3 ブ/i •7 うン T iを、、1 あう＇）許向「J
¥¥ ~ II う秀 2 丙十出て卑う。：：：：ト m 一つ 1つ＼濯這ぉ；ぴ叫l レ 7ヽ 了ム＾ーつ一
--J I遣l tI ヵ＼あっ '(I ぐ- 7/J iぅジ＼．、か豆闇数i‘) 13 3'・小て、＼(:,') I 特 l：：：ごー？り掃

小行うが｀麦ぅや凡竹＾わ令を加河 r,J. 3 畔直：似立て 3 -t)\と 1I う）叩年9があ 3 からで＇

房ろう。

しかし／:Q'.') 1= 今計算 Z‘‘:::. ））孫 T）で一 7 面積で算出可う乙 1 でも棧殺の人間叫‘
竹「い Eが l"Z- 1つ 1 ベースろイン湛＇）均ぺ r滋的単税 n複令← ？いも稽心l‘)
裕，）う l：：：：屯｛国人差ク＼現中る：：：：'t.. 1;} し 1?`’ し‘ず祖瑾：布ぅ切であうし，う E 団履iい出
笠ぁ~ 1:.. (-z.':t,,日印渇｝，，厄 ’11... ヘ＆っ｝ l召‘晏 rJ 4 ，が評恥ィ吋ク＼｀‘案 0 3 :;;.乙
{ k') 信る。叙紅化知布を 1し今ーン 4し可う E 如：： lo I 膨kh 1‘‘-9 を知虹j/fl-‘季
ェ，、加吋 1 7.,もづンぐ'.l-- -? - I＝にぷら了‘｀うと得 T) \1. と 1 小，iう閂趙ヽ3 ブ゜ "7’｀う

ム自身Jみ｀ ；び 1’1つ 7‘｀うムぶ名＜ても勺小＾ f失ヽ I えのにあt‘｀ムみう。勺：： t‘‘，今®
Iつ／汀楓惰」茫 m っr:. 1. o ?‘‘ろ 41こよ 3 計鴛お‘5 び手き直5 4 つ 9如つ\\ z.クを
莉＾ e-？み、全積計賃モ行n ＼ヽ，冗イ'')'/I.,再現t:r等へ栓討を付瓜うごとを目的とし
T:;:; o 

2 、

ブ 1つ？‘‘ろ-4 1. 弁計鴛へ手咳 (CouaII }仄）をi f手乙 l 乙和，）入れ 3 が＼シベ＇ースろ

イン心駁t'ーグの面積1!9諺這叩勺
かつ全観をうじと r↓ I1 で利定して計鷲

巧 3,

M A 訊 l""Jインデ・フトf`・ータでm'
:;::々 Mr.CR.LRCP. PI5 k への入出力
句 ra う。ス'\° ？トル e 森み二あ｀3‘`

PK 戸刈）をぷび｀出し丙積計笠召f r) 

ぁ"C 1 /... f, C.p,文 11 PESK へ去ヵ万う。

口

P l:: F訊9 、丸 5EA- RCH をぷひ‘‘/I'."°- 7 

の牧出、を打fよ＼ I 牡立 c' ークか筏含じ'- ? 
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かを利厖h し， 先のみ免疫t色めう。っ．l で‘BA6E を呼び、Jべ‘- 7、うィンtをあ 3 、
HANT 'E I ぶ叫が出-!,.,J._ I みをt· -7 a,偽令t゜ー？のオとレル＼’・ベースろ 4 ン'IC? i,？、

スるが乙‘｀うがをきめ「＝ ＾ら）クロ 7、チ小 I□ あシ「二出てべ‘ース弓イン召I き 1とぶ＇す。

t·ー？が＼’‘れ立ぁうい、3 二咀以工でみ小叫 TS A ,,d\’'令3刈＼ ／二宦で｀み小，3 ｀`Tぅゆ
J\9‘涛 IJ．．小 l翫視訂悌丙~. 5 を A R L H ^ マーク校 4、 lが 3 「} \I し夕'T?イン｝で｀—欠

傲夕を't'.-'}符ぢiヽ；噸文砂・レから h 小い‘｀.j,. t''—，，のる瑞／iひ｀• C° ー？チャ?j- Iv ti丈
め 3 。 B A SE,3 今の祈＇） ＝ャー屯ベ.ースをg/ （ウ＼．、ノt° - 7 めゐ塙＾ヵぅン I· 手2 4 『'

"t ~'}簑1::. 5 不゜イント 1 1‘‘ ゲ＾ l匂 r, 、ないう千ヤネ、レりウうン |4 年rりをとつてベー
7、ろ 1 ンで決めう。I{,4 N T E LI う I T玖. I T.SAiJ ;jでを援愁的＼＝示で IJ‘‘次＾ ｝う
¥::-~~ 3. 

'Ex, 1 
.. .. . . 

Eｷ2 
.. 

A ::. • ; B 
,.. 

，ヒx.3 

/1 9 c.9... D 
..,.  9.. E ..... . . . 

. . . 
、吐直t‘‘•

星．•． b • •• 

.:臼i·• 
. :'、.,... ..':.'... /, ..:. 

l：□會；：＇
恥 1 ，シシク｀｀ II/ Cー - ? t‘み 3 31’. e -1 d 

面綺今~r,- ,v3 つうでを平吟化してべ｀ー？、と（托．

4 今マ7t· I直\~ J a-ン又エ 4 大きね力うン lーを埓っf~
め 1•あ}.

ら 2. T‘7‘‘ レ・7 卜ぁ喝令ctk b 贅積辺濱し三奇形広？名t" a.-: b逸1: b’＾冗t咤’l

1 かう， ピーク A ＝か戌' 8 = b ナ b'
叫

取 3. ~ ;,-ｷｷ h 1_ /}\べ｀ースを引き m l t`‘クロ？、万 3 ので｀ 111 /と森がぜー 7 A ヒ ]1 位，
つヽヽ 1‘`, b 3 を引き'W1 2 で？口 7` 可うのて·· b4 を ?I さ， C゜一つ !,'C' J>を釘）し

該f虹万 3 ．下、づシンゲレ・ 9 I-℃ I て b5 セ印ヽ1 て計翌巧 3.
以エぁケー？、て｀｀ I? 1 シンク｀｀レ・フ｝乙 9‘‘7`‘ レ—つ卜あ‘ぷひ‘'E)( .3 171 月， E ぁ C＇ーク〶

手心，1 ,t,、 TJ')碑かで｀A 3 が｀／イでの三← ? B' C. I I),;i積笈，二）~ ¥ -z. I濯肉·プ＼｀‘,レ TJ ¥1, 

10 17 グ｀うム 2. 1' 口？‘`ろム I "'pに F: N りと 5 日ARCH の役割 IJ要ら r} I ヽぶ‘ノ げー

7 関穀't- l -z.カ‘‘うス叩t 1" l 次又 13 2 次＾関和 I; 次・つ卜づ 0 3 。コシ℃'z -9 -の
c p u)- 'l.')一のサイス．、 I= ;i::ぅシ＼．、 I l3 下 16k~ zt/7\たの？‘‘7 つの正穏t° - 7 吠l

~Iごと 1 つて、、 3.

1" 1フ？‘`ろ L、'.!>. J.. z.. -ジング‘を 1 j「｝ヽ I/ 廃？、ぺ？ t,V叫這 7、べっ卜，レの口·‘
ず、色fcl イ直を叱っ祈 1'3外‘し．ノス ¢1 ージン 7'、1::く＇）か 2 ぅ~ ?'. 1= ょっちベーステイン

'fe i奇る、し，tQ- ? r2̀ IT を舛‘うえ区であう。 ' 

以ェパt偉ン反 1：：／戸t笠ャ加這ー 7、ペク）｀ル双l荘t丘乙さめ系そ果み移昆原
＼合苓幻尼床万る。
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1809 匁東スペクト叫孵誼フ-O P グラム ALPS

（扉珂） 馬場扱

［目的j
和和兼這心って得ら小 3 塁記へ゜？トルの足量的「丑緋町：：： Iょ祠々の困難が｀

伴う。｀1 のため，バ虚疇い走量／J`久スペJ卜ゎメいい戸方 I鯰J ? t 

行われるのが迎刺 1奮、ある。特幻翅ウランえ秦っ印句条i昆合試沼り屈り/, /J'妥燈紅り
忍砥恥‘和印欠であ＆．ぅ復危 1:r、久スヘ゜J卜 Iレゥ戻量的 h徘和‘玄り確立E 麟し、
麟 I直ヵ化忍も到ふ目的て｀、久スヘ゜クト Iレゥ自動祷布7 ゜口 l`’ ラムを南格し腿泉
k ついて緻告する。

（西 l｀｀ラムり概毒］
J゜ログラム o 碁和靡構成p ; O‘`I：徴能/Jヽ克ド順した年（ U) ＂於スヘ゜？卜
碍紅日り 7゜口J``ラ A /30(3 73 とほゞ l司 L‘' てあ 3 。 l麟 1-- つ＼，て｀ ピーJ・フィッ
ト碕Iか7゜ログ｀ 7 A 仄｀げが｀尺中 l凛pる． ずた， ｛スヘ。クト）VI ミ rt軟して久スペJ
トル I; J 1 棧誰であ 3 ゥで、 自動雑町り急彦果が和伯足 ra:4合1:::. 、降箱危？バヅ＼い
辱豆恙々に設げてあ＆．
スヘ゜？トル緋年 7゜り也ス 1~)欠"J I視存t‘｀行われる．最初ド、 BOB73 ヒ 1司し’‘ヒQ-J 
疇救能 IてJフ 1 ，穴へ゜？卜 Iレ厄ピーパ料 l況事レ、忍を度，なゼーク 0 1這し
記広‘求められる。＞屁、と°ーク群の乎っ知翼疇屋す 5 ピークっ畠ェネルキ‘‘
遺のス P- 7゜丘ガ｀ウス図紋Iミフィットせしのて 1ヤtボめたあヒ、中一庭ししドが
ウス曲泉群1ぺよってピ-J叩1年の予翻印ィット E 印ヽ、ピー］探索 9 3 \、 I ミ
求めた 9 電度でピーク位星り碓餡煤を行う。
扇に 7ィッティ{J‘‘慟い釦碕釦逗U‘ 広して、阜一t,- Jゥ釦わレ

ギ‘- 1見1」を 3 幻炉夏氏をベキ I-;: 持っ 1訊約孜畝が表わ1 紅 9 %1茶数を求め 3 。
低エネIレャ‘- 1gljJ)印線
疇ェネパ｀ー恨わjJ‘‘
ウス叫とJ頁上肛迦 1`‘

f｛の夕かド紐 9 れ l.
この 3 次の多複式が’7,

ィッティンバ賊＇内で｀
極］、文子 KIむ要し街支も
角り 3 1易釣べ目、、“へ
J) tー -J創り過ち¢
仕筐Jげ厖ク枷＼も 1

文遣虞遣這い 3。
｀｛っ 1認支 IJ、t゜一J
群令砕のプイットな巌
迎IミするJ，うに、す式行
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錯知ばISl)られる。最恥、上 1哀のられたすべてぅパラメー］について、変／J)＼
法 IミJる再適加しが試‘ケられて｀対象ピ—J群 I, つ I, て")最終締果が消らJ1 る。こ
ヽlいが譴応‘ゐビ｝群毎悶晨）逸される。子衣、以上口輯っ知アッ 7勺滋
して作抑了危が/tJ:入ずるュとが‘出禾、るJうド「d万7. ＼ヽふ．

釦0 - J啜和降祈が終Jレた後ぅエネルギ蘇圧等｝J BOB炉
［五J｀｀ラムのテスト結果J
牙i印 7りレトニウムゥぅ昆令試＇料斗ゥ叫知へ~ J卜 Iレヒ兄っ隋加砂い 1 例も示］。
叫示ォょうに、 3 っぅフィッティング｀領嗽が‘蓬U‘、出？tft._'屯れ冷'd1. 1 本， 6 本，
3 本っと，―,｝疇＼和」されて l I~• 呵、知知‘与 2 穴拍棗gピー｝群約い合J、
ペJ卜 1V "1!:表ゎ可。また、知f' 1」役出した七‘- Jり位置を与え、ユネ lレギー l叩冑
肢恥ょフ浪めたエネ，石ー 1直と、カッコ内，叡碍 11文恥直か~,ずれ在 K以皐
如‘‘与えてある。主たるヒ°-Jについて I~ 士 1 ke..V QJ哨青度t見込む:::.とか‘忠未ふ。
疇決定丑簡試験も上訊試特バ訴廓襲した桟釦恥剌足誅渭·今o/.スヘ゜クトル•K

ついて行った。ずず｀ 333pいの刃影緩とュ3?Pu + •` 

の噂疇此lg, "阿戸 1 /Jヽ 3 求の直I:.いず
叫土 1 ％以内で一致した。 しかし lf 3 、ュ39和対辺0
和厄陶蜆此lJ、 X 1 表 l素すJう K 、 I 1~肛除さ
相比 l-J良＜一妖しているぶ，微量／が桁クテ、、プ印、
辺芦i鵡っか潔切うか斥．.:. 17/ Jう［：差が 1いかる
辰因 lラ I\ L は、 ol.. :;zヘ゜ 7 tロメトリーq 1恥） Iミ膚知皮 1~
撲むの知地があり屹ぅ 1`、あ a•.

最後に｀ 238和のす父玄するス本っえ K るパ知成訳
た、 23ヶ這釦縛ゎ与えるメスペク ~Iレ・ドっ II て、ol..分岐比の文釈他し礼該した
紅屎名ヵ違I這子、す。 23 ケゥスヘ゜？長ゥ）う、特疇砂の歴ぃ 2 ケつスペ？ I-！レ
建 11 ば｀尺1本良くうと 3 った 4直と与えtいると玄ぇ 3 が、約本）ミ文献倦よリ-'(" >,,~ 
め kP ？て l I~ 知、’‘向
題であ~. 0'i支九 l`’
ラムにも灰姜クな也伏｀
あい、｀＼多見た与とられ
ているrf..分岐比d) 1直 l=
ゎ印妥紺う＇必毒か‘、あJ

尤ぅである。

砕綸 L して、 各フ゜ロ
J`、うム叶莉tもやl町
3 l遣、今 1知条々応j

ストた 1了グ必‘票があ a.

ヒ l可じ｀て｀｀ふる。

1 

2 

3 

4 

5 

Reference 

1. 00士． 003

0.98土． 004

0.77士． 006

1. 02士． 005

0.90 士． 004

1. 12 土． 02

>
U
Z
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n
o
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t1.:1 
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5
 

冴 1 表
Source 
Number 

I II 
-239 -240 

i.25 o.30 035 

I 5.456/I 5499 

040 

牙ュ屈 泣pf.A. 0) 2 本っ豆た~ o(.戌刃麟i;t
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1810 ー点剌足戸 I可い a PAC 杖町＾生体埠位1定心応用

ぽ北大理）音有財饂台東;,if 0 吉庚腎ー
劇孝信

I. 序 これ 9 て＇のいくつかっ発哀てわりわれば清動自村閲 (PAC) についてっ化学
的な状態1叩研究オるすい 1ら本 3 程＾キ紅/:.つ ll -z_ 1J;一点妥l走法が適用？也
一つっ角虔Iこ六｀寸ぅ測定のけて＂角相関叶哀子がわか 3 ことt出心． ：：碕戸 lょ
恥醗澤焔をもたりレ1 名吋ヽ釦、成1定 l2 式いて入りよいわ扶差均勁戌吋
ことが'-(:·~,3 なと｀．＾~)点があ 3 。このわ法が適用可牝磯程l: L'? Iょ叫泣，乍，
吋などが'•おり，知．ク l:. そぷわが可紅l'生がが．
こへわ恥五噂やりならず｀，紐咽心にも虎叩疇 I打な用住を

見也すことが可応•• 1キないかと危中r: 3. われヤ.j--,.. 1 t~ "l研克 I2 オ‘し 1 z最近区和的
汎Iじ＾高いがン信叩用いら中る二、三のわ泣、遺111Z しfi Pll C. l：：よぅ出秋科
叩シ紅撃レたので叙告オ a.
ぇ成”半＋ ／芦疇凶署よ英国肛¢製品 2 日本攻けl詞心·引協会這．
L‘・て入 9 レ氏入了叶”芦 7吠 m‘E“3祝蒻射紀はI、 7”今／m/Eんて＇、あっ'Ii.
叩’I足システム 11 ぶx3“f心I (7J, 7 リスク Iレ＇と叫cc. Ge. (Lし）半導体検紐を用いノ

信号 I ぐ 1レス EI可 Bfft牧 l司蛉 I2 入．れ，咄ヰ牧法/Z よっ乙｝オ泉印む1 レ／ こ戸収K
灘湊畔（東ど鮒 USC-I Mo糾／9） 7渕定した．び詳狂 Iり莉国放炉碍頃鯰
召縁した通り'7••あるか―.Jィq応用げt 3 紅 I2 l t簡易沙1足法疇和れ L いる．
臼研kL t l＃東北大弟抗賎菌病E千究所：オ改教授7'、 Iレーフ゜よりかンにかかつ

豆次‘・ミヒ司和ネズミ心立ュ清を入デした． そ a 4也 9 斌‘料斗につい"2. 5 月オ和＇•石 1.
坤Mわ測定 l2 お在つ-z,t生体が‘腐紋レやすいこと：考底レノ約 3•C崎叫＇l

定項．
3. 雌応原迂， 1fAE“ と唸ルの求
鱈直 1 下卸 I：灯． I“Eル OEC 複麦
I: よって生戌する 1“Sm の I22 {eV の（
線とI. //"l/."E/,1, ~戸蟻受1二よっ z 生成が
西d の I..2 3keV のy、1泉 lウ＂ち共通
の圧口；設定し，これヒ月 9紅淑わ両
かり菜臼課m ．団 1 .I:..卸 I" I 1:が
印1昨牧スペクト旦未レた．
この 1“E“ あるい lょ IN-恥の成受/:.つ

いて 2 ―, 2+, 0+ a遷和 3t 2t, 0+ a 遷
移が起ってし13 が（こミて "2+, o+＾愚衿

I J: /22似 I.23 keV 圧江e の Y 線），

正 N(2―)が），90

N c 3+, 2りぼ°
『 3 幻定長する． N （ 2 ―12+-) Ii gよし
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直と同和数す} (2 —,2. +) "'是移q l,f良＾計ば叫 N(_3ぢ 2+-) は日 l" (伊しt'2- o線と
臼t彩矢り（3+， 2+）逗衿＾ Y終五計＃虚7.＂お~.添卑／ん0 1i／必゜ 7. ^;i'}定さ危味
す 3. —和岨滋'Z",t、‘^ o(を用 II1 -..,. q角度（ l 『O ゜）て＂苓定 L だ渕定をよ｀こなう
ものてぷぅ． これにより糾易ィヒざ卜 z 応用に適す 5 ようになった．
ざて一知砂を法に):ぅ PAC 171 戎 ’l定が／生体（とくにかン紅舵など）に対して適用

ざヤ； 4也叶鑓ィヒぷ的オ法とと―ぅ対比ざヤ 3 ゥヽ／ ･ 4 位覆イナ It t表 I I= 示す．

表 1 カ｀｀ン和渭色苓＾朽紅診法の此身文
方 ：/土‘‘ Fr （蛍光ィ扁光）シ天 NMR （樟石叫影鳩）法 PAC(M動酎相閑）法
l'rol>e. 渚え分子· Pi-oto .... R.エ

戎II 定ィ直 イ謁 え度． 系艮令 畔間 滋尺衷イ禾怨文

厄＝里 万りが包立光ぶと受りI tて 系●ヽ度ゥ和営光を愛王築 外現~象p~,, 註渇 l= J:;}ク・ーがI1.収 '(,を出してから Y己：出す 1

茸云 Iナ ゞ樟呑クす3 を叫均を 7"吋が拉和が愛磁吟
心わ 受寸て 1叉キ＂ざヤ3 (j泉中広が'l) 戌吋紅釆勅すをる豹、渭枡閲か”

早烹 全 I"- 咲M光C今S 事＾子杯匂 le)阜えを虔 全 1 こ C•l(Wcter ＾自曲度 RIィオンとキが炉玲B 寸MオC3む点今
与＇lわ態 店が喋 MCS＊の休‘餅 と外•戎わ

杖‘態
梵運動 主1: 要 It 3 主 I2 帝 Ir3 主 1: 淫，ナ 3

-1' r,1CS 勅迂4口学台勺i灼姓

表,...,f..オように PA c...払 I: F雌ぷ 3 、 ‘l本 NMR治と舒1瓜色 A• あり／ こ人／も甚ぃ乙 PA C..

の生体拭叶への応用が考えり,f-L. r.... 
4. 店果直＃，，ネス＂ミの血［ヒガ｀ンにかかったネス｀ミゥ血清を 30fl とりノ こ中 1:
対して／0/（の Eu溶浪t加えた．汲度 lね0fcツ¢り4, o, I NHC［岐l＇生と L 'Z.古 3. 足忍合

1バ分か I二な 3 ように洋愈 L -z.六｀こばった・丸好硫却 E か石ったが；自（乍
レた紐菜置 I2 よれ I”'1定 4 間約 3•c I:. ｛呆てるの乙’｀応敗麦庚のオ‘屹れ 1よな叫
がJを果t表 2 に示す． 5応汲l足により (A] 王が和..ミと (B] かンにかかっ

危ネス＊ミ～釦肩 7" I丸 とく I こ＇巧認 Iニオ‘II て 1よつきりレた差が＇て＇ 3 ことがわかる．
心$'"'1 I::. B 差 Iよぷ a ，，ゞ； それ 1f t'’し 1 ぢ L'’ うしくな \,1, :::-1'-,tり/:没1走した化学系

り心傾向てお 3 。
な灯｀辰 I て＂〔 C] I;J: 3、つうのネス＇・ミI) f/f蔵 4紐叙の

妖社 (DJ疇＾紐我‘の試料ヴJ定桔果 7`' ;t }. 
叫d.ア＇・ 1"璃やが可はよりも成表がいちし＇｀るレし1.
しかし＇竺2.Sm て‘’Iな両者に見 3 べざ差がか：：：とが＇わ

か 3 ． こ＾ことしiif戚lと六‘ぃ'- I I惚か＇ふ知 I濱「
らが心お叩用を残 <l愛すてしI~ こヒを示浚ずJ.
—‘炉夕 PA C. I二祁自な元柔 !'I "I、f紐7'広り I j也 a 秤法
ゃ NM知知·`1キ得られ rr い．応オ松 1：此 l m恥オが＇
紅心5 いこと 1 t NMい店泉とも一致したイ項（可 7“

~ 1. ! [ C) L『嘉3t'芯悶 J. 975 ~35? 
I. 785 (40) I. 965 (35) 

こ＾程＾史皮噴末性があ 3 ものと思＋れ 1 が＇ま 一心ean and SE  1 784 (28) 1 970 (25) 
(D) Brain tissue 

匂かっぃた 1i•かり r ヽて＂，今伐なオ‘多くの検釦 ; け謬｝ ｝塁賛認
Mean and S.E. I. 855 (28) I. 975 (25) 

氏音が必専て名ろう。

表 2. 生体試科に対する
戎牽 Ifラメ..., 9 -0( 

Sample No. ”’Gd "’Sm 

E
 s
 

d
 

印n
 
a
 
e
 

1

2

3

4

5

M

 

(A) Normal serum 
1. 797 (41) 1. 908 (32) 
1. 779 (46) 1. 906 (36) 
1. 787 (42) 1. 907 (33) 
1. 755 (41) 1. 869 (32) 
1. 779 (48) 1. 888 (38) 
1. 779 (20) 1. 896 (15) 

[ B) Cancer serum 
I. 868 (37) 
I. 847 (46) 
I. 843 (39) 
I. 862 (43) 
1.821 (44) 
I. 848 (17) 

I 
2 

3 
4 
5 
Mean and S.E. 

1.927 (29) 
1. 907 (34) 
], 956 (31) 
1. 929 (31) 
1. 934 (34) 
1. 931 (13) 
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1811 

lまじめ l<

応／kp強度比の｝澤状翁氏よる影孵
C,,,- わ‘よひ•• Mn 化合物）こっ Vヽて

濱疇文い、東北入·ザ） 0 王、本升ー．火森氏、羞l芹f[夭

鵡埠釦後）心放広される特性X線はそ 0 対彰専令ぅ化辱択貨lてよって X線坊
ルギーのシフト．非）月表翡蒻必現IJ:とオ藍々の変化が硬われるミとが知られている。
叫｀ 丘し痰変ドイ半って放払される特t生X線lてついても）司材Jょ彩界が｀期待てーさる。
ミれi注逹疇ク今巧IC濯談化合物）くついて、そが町玖線を Sl (L.:) 検幻各
繹ヽ｀心l心、その l<^/kp弦戻几を，ためると、、ウ比較的蘭牟なガ;f. J':'. J: 1 て化学
鵡．と→関連瑾沼 L -z未認その移果クヽっムの蔽化載の外紐）てイ↑ぃぬ／1<r3 滋良比
が坂少｀すみこと妍見 v出され 1..,.. 3。今1 EJ、 l嘱吠ぬ法)-:::よ？て、さら K 加
掠試化合物、 X線励起）こよる），っムおよびマンガ｀ン化合物）てついで状ガ E行っ£っ
てを清泉lくついて板告する。

凡M填油化合物パ噴 l：：）和いた叫1"I ;l東北火各屈、各衣硬拳屈宛迎応危鵡ぅ
4 1 ッ）を）記、比 O.z)て最入庄え）Vヤー boHむ少）勅放射稼這射す 3 こと）吐ク
タsMn （い）「4凶 l：よっ7.生八＼凡叫1吋間は約 /5紐位あヽ）、その比放射能 IJ豹
30火と／3•HHO2 てあフに行誠化合物l J mo2 から弟塩）＜よってな氏，分繹 l た．
測定ぱ剰む鵡作鯰麟内）：：入れ． l wu.2- O) Be 恋と砂んかりク Si (Li)
検疇耳1 へ 8 oo f-ャ済）レj良街分析森9＜よって入務J，ペクト）V と永めた。崚変
後渇性煤てあるクヽクムの入絣均心かvギ-,すそれ汀恥＝虹// keV-、
砂＝夕、？＃6 keT ]')、 .:::;..フのじ°/ ? l i鯰）-:: IJ疇t｀きず Stmrpin3 M叫o G/
):: Jって応， l＜P "柑青分Y直を求め応
稼加吟洞）てよる移果と比絞するため入線lめ起）-::.Jる蛍光凡橡道］足をク)1ム
およびてンがンりし合物）こっーて行った。 X線磨戒は銅陰拉を用いた・照射する
冥X線 Iまニッケ）以）レた）：より K慮さ l念線"'1 芦以下 K し． Kパ線の考琴奔梶
てさるよう）ミ lf：：。特性パ泉0)場］定」噂携化合物と）司孫の方兎で行っ 9て•

森采反ぴ｀·羞患
ミのエ分ルキシ伶絨の又絲測定にあ‘し、-Z t'J. X欽のエ分）レギーガ＼而、しヅため、須,1足

拭料這之）てよる祖乙吸収．化合物と様改＇すう元載の這‘‘•l3e 忍：よる吸〗凡なと••Iて
よって 1<^. Kp採の神小的は約度が変化する． ミれらのうら試料碍さ．様ぶ｀元馬．
這心よる変化が大さく、：：：：のため系f紋賃-::Jる怜／ kr恥区愛化を荻め3
ため叫ゴl ら O)補立を正しく行う“要がある。ク P ム匈約をr-11いてず~#11)厖さJて
よる自乙鯰噂忍てつ＂、て、遺蓼 l＜よって爽療を行った。前幻知J<.>1/1<~
J約を比I t}象 3 戸全、関係に追て••あり、補‘正に用ぷ祝鴎数り孤磁迦苔であるミと
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7.0 

2 4 
疏化紋

釦、邸／坪成紐濃化教依伶性（叫）

゜
6
 

2 4 
峨化、数

図え知／k違液比頑訊数釦絆印叫訟物）

゜ 6
 

幻岱められた． 4 た X緑励起パおいて 1 ま X線倍珂む滑党凪管電斌の変化）てよって
もk.</kp 3約度比妍変化し K いミl:.カ＼ゾ祖められた。補正後のクp /.-ソ金属の似／kp 9皇度
比直 IJ:文叙値とほぼづいた．む遺験禄羨 ld エみ災以内て••ある．
図 1)て叫叫棺勤玲物図っヽ’て、）図え叫刈絲認｝てよる？ P ム化令物）：っぃ

て．対象原、い躁’じ薮と屈／kp5該此との間i系豆示す．図 1, Z ~ l裏璃遣加
碕っく捻／kp紘戻比ヵ＼’叛少していろ。 4 た X絲励起)-::よるマンが以玲物）こつい
ても同椋滋采瑾ており、これまで）：：fわただ叫訂紅合物）こつヽ｀ての月者果とt)
一致して▽る。う呈良比直が麟ともi3 ぽ）司し値を特ていろミとから餌欲元素の達
vヽ K よる影坪、 EC複麦、 X緑蓼という肉殻祀房且起こす和知晃一）てよる影岸
は全視ぶさると怠われる。 ミのミとから巨 C 咳凌）てあ｀い-z. 11 内殻を維と起こした後
く汎｀｀ンから？ P ムヘっ軌道電手の匡頃C到が行われ、 K 餃J-::空Jしのあぅ択突べ1す．
荻猿棺ずある氏戸晒諷筵1;t痰変術のマンがシのをれと ,1犬さく 1す疫化してぃJi
ぃ這えられ1;).

釦応増加：：よみ厄／k囮浪度比遠少11 叫い逐靱幸がたさくJl 7 たためで
ぁうと芳えられる。）図 3)：： K良 I，ぅウエ牛）レギーシフト 2) と今 l.Vの実痰勉と 0関係を
ク l2 ム化令物）てついて示す．：：の国がら 1 

｀p笈渡比とエ分）レギーシフト）こ lむ租関
珈、がみられ、J巧釦 M殻の叫臼
如d からふ翻紐＇）．移令）2 よる分令
殿叶成）：よっ叶雌易）レギー、遷命
｝窒率が変化すうと乃えられ 3 ヵ＼＂さら 1巧恥
吋袢杭ヵ＼滋要である。

1) t T血a如欲J,Ra如必． Ra心研4．ば恥ツ

巫ノえ坊 C/9 ？夕）．

ぇ）y．釦邸…血Amなふノ S戸恥ムーロ
a必OIJ四／ I ？9(/9 ？ふ）．

8.0 

8
M
-
P
エ
」
U

7.0 

.9 

0 ,  9‘6 
,,'0 
. ,  

ヽ‘
•' 

0 、'

ヽ

ヽ＇、も 9'

-1.0 0 +1.0 
k戸,,,エ机しやら7卜 (.,V)

図 3 、 K仰， 3 エ和手汐卜と知／k？鬼紐灌］依
（？りム化令物）
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1 B 12 d 反臨雁うトラ．．， 7 "粒子トラ・., 7 検出、杭存どからり放射住

希ガスの散迄
（新混人・理） 0 稽滋呼大，水戸一男，外林、 代

l. c)..反躁原う n 反跳エネ lレヤーーr.l,親枝特，，，枚瓜すみ d 練エネ lレやーか 5 圃単
に放｀めるこl'. h'\ て・き，天然、放射性壊交余列て••,.. 70~ 2/)0 keTT 錢成 Iてあるここ爪rt) IJヽ

る。 これ I.I枝子当') /)3~o. f KeT K 相当しており， このエネ lレキ・ー繰戎（てぐりエネルギ

一棧夫 1.t殆ん乙: hゞ原テ閉衡戻（史 4立） I, よるも11)こして知られて 1ヽみ．エ•, ＋ング

処理£こもほう府危粒子トラ `.,7 ii)絶浪外表面'\ I)生咸，す、 当初 4 オン化 1てよるエ

ネル手ー積矢押分のみてとあるこ解釈されて 1 ヽ（，11i., r:).反誂原、子 1てよみ d 反躁トラ .. , 

7 が梵見されて以来トラ., 7 笙戌椴揖 I, 閉 L f＜統一的見得 lゴまだ出て"丘い．

この言泉題への了 7•0- t<llf-めに， ｝賃者は臼雲絣J:: 11)和叫五 Tゲ～K の工 9Jケンf処
理UJ r釈 1：：：・ 裔跡、先靖部に存在する可能性 nゞ一番大きし、各和牡わ九 F,y^”凶む爪エ＂’+ン
1い液中,._滋嵐して来て公り， それ n\· トヲ•? 7 現瓜と一釈して II みご乙どit hヽめ，こ

のこ乙から F...:.必祁、 Fr^f““1s q蒻程乙工., Jrングさ札たトラ・？ ？り展さは一玖して'‘
る Iづずて••あ'), 4 1 y,{I'.'..令真戌とlft、チf印行いいふに心工，．I 今ン 7・に関 L て何らの芍・ヤ

., 7゜爪百いはず K 乙冬甜論っ・けた？ この F月題'\の廷忌こ L て:::こて—は， 器跡先靖tp Ill 

毛デ•• Iレ乙しても取扱え，年パ乎り I, も我昧のぁみ， d 反誂ffr、}り 4乍る d 反読卜 7.J

7 に注目 L, エ．，午ング処理による d 反跳麻チの滋広こトラ~ 7 ラ見出＾ f月 4糸ど祠ベ・
ようこした。 まf， 7 A ワシ．ントヲ『， 7 oY 負q器程に相当する厄ら 1ゴ．，工．，ケング

処理莉d)トラゥ 7 滑仮 l, 1,, 11 ても Xe ,a i di寺がス n)た通 h＼月るはすとの乃えか 5'

“検底材 E 合もい棺固外 k 枝分裂杓こ照射 L, Xe II) 9" 割合（逆 I< 云えば一敬逸戻）
e 詞べ／ d 反繰盾、t I, 由来するぬ＾残省剖合r. I)叱車文と行はった。
2. rj..緑瘤、としてを着紋 4 年間保存 L 孔斎列り唸枝種。＼いいした 292びステン

レス吃肴板（ 1.n,o:';N切匂） u:史用 L た．線源辰耐かう賂ひ”出るr.J.反読原子£腔吋

• (3 r＜口補集）するため， 9｀ 25 鳴償灯この§償遠 n 丈こ府すみ臼要母スヘ゜ーサーg介
した状態; <‘線屑、こ照射用臼愛母板£対翌: :r tt.'負皇中 (=/{)-2Tげ.,..)に置ぃた． 9色村明
間乙して，r:)..反誂トラヮ 7 観魚：：：： c/..緑良消'1 良 hゞ日時,,可能こ打るよ） 20 時間に決りた。

肥、射復白愛母板E. I+ I Hr 湛液ベ・・エッケング尺理 L 、各処理時間毎，＜白を母板表匂 Iて

戎賃する d 放射能£シリコン半謝砕検弘忍£用，＇たd- 7-. ~ ?卜 0 メトリーて．．誰lべた。

1 た各エヮ今ング過程てーのr:J.反誂トラ., 7 ，，，絨身、は，位相差顔欲鏡乙走査型を子蹟
“乞用い，牧兎の湯合トラ'} 1 fl(,こ．＜戌ぃ；呆瓦 E 府するた)I},各耐 E 雹子i -L..¥ 
K 対して心゜傾斜させた状態て．、行打 7 た。 '}..c 散逸笑験口；＂汀竜肴板、こ各種物貫こ
木へ゜ーサーと介 L K 状態て．．固皮 L, 武氏ェ尺保子がヰ央史験如-z I 時間（企憩中
性子束： l叩 101~/cぶ）中性子照射し斥あ乙，ほぼ I B 尺気中 K 放翌 L I "fのf(文血（LJ,)

校出忍て. r "へ°クトロメトリー L, 1辻 Xe (241.7 k孔T) こ '4l し (213. 3 k汀T) ^ r ど一？面

積·ょリ， 詞考ii)叱こすくり ＼e欧逸 hヽ屯私出来る石庚音叶入,IT)照射す試料とり碍 K

1)‘Xe/+3Ce 比 lく現格此した．＆散逸災験 1.t免 n 茅 2() 日放化叶綸会て＇を表したも!l)乙同

り H叫込0お． Nu』. 1,.stゲ． H品4 、 且 NI (/ 17.t) 
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樵-(°•ある． A
 

a
 

3, 工，．I -'f-ン 7' 処理埓閉 30 分 (A, a), i o ／分（ B). JO 

/1J‘(C), /20 分(1),J.) Iても寸る白咀母秋各面て名且素

されたふ反誂トラ，）クの 4立柏差およい夫査電既写

項£ foにf、す． 1 た冬処理時間 1< 6、いての唸こ
町る＾日愛母板への残惰放射りもの割合（％）と表 1 B 一――ニー一 鴫疇疇麟疇瓢鴫疇瓢 c

k 示しておいた． d 反跳トラゥ 7 は泳度爪｝長いた

め直芹の光乎即倣銃親奢、 11 不可能て••あり， 4立栢差
又 n l マ lレスキー践倣：鏡ぶ恥更后紐漬、手段て、ある。
しか L 手度 nヽらもわかみように｝o ／I)‘エヮナ〉 7□紐

理て'I~ A立栢差蹟倣錢て•• U 坐紋トラヮクが ,l、さすさ•• D 二.一ー，守・」し 1ー：―・ I'』'』I,'』',|11卜＇1,『，’llllll'\'l',l,III,’’’’l』'’llllllllllll',' 『,lll],',',’,ll,I叫髯'l14

てほげ、て9 さ丘 II hぺ， 走査危顔て・はトラ 91 7 と観東

出奈た。名 1 1::トラ,, 7 与真か 5 / d-反誂雁う

四ん， “2 foのユ '1 ナング液への汰広がトラ，1 7 屯

広乙ともしご起 7 ているここ'‘''i蜆広束， 祝争k の
に必た玲ふ n 場合と同様t;rイ洟日 hY 見ら札た． • 19-..... 口

っざ K Xe,;、よひ、松の固件中へ＾ f{留傾同ど罰ぺた 写真． 臼愛母上のd,.反誂卜う，．J

冬舌果を表 2 I<系す。 こ、‘て，口， R^ の散土峨伺の大 7 : A, B. C. D:,/立相差， 4．ん：足駐校

Il:,{:/]]]!l]]]ロニロ
店

2

我： 爾 キ 1¥ 咽 平
公む／呵な 吹eがCe 呼n/戌 19上k/"'Ce

茄）ス今レン切り）1'F) 0. :2 1 o. O 2'f ク羞化記）ピ=-Iレ 0,58 0, 2 1, 2 

4酢紋セルロース f). 2 ? o. 03 5 t A o ン 0．↓〇 p, 2 80 

問猷セ/LO- 'J,.(CA80ｷ1t) o. 3, o. O 3 { 炉）エステ1レ（テトロン） 0. I, b (),4 し 1

ポ'):r.-tレン 0.37 0,002 討り 1J,..テ lレ (PETl1か） 0 、 78 o, 3 I i 

に輝批0-A. (l /1·/Iぷ晨l) 0. 4 0 O, I 4-S ロ 氏 0 、 %8 0, {)08 

テ 7 ロン 0.42 O. 2Z 3 AL iぶ 0 、 1 3 {)̀118 

岱）tJ-ボネト(jf浮（卜） 0.44 0, I 13 3 爾f屑知lレ0-双麺研） 0, 14 〇,943

硝祓tzlし0 ース（f.(紐lレ） 0.41 0, 0/ 3 Mん co.. 0 、 1 8 9, 51b 

而＇）エステル（必／9t償l) o. ff o.~H 該管封入澤縞▽ I 奮 ODO
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1 B 13 ()(トラッ 7去による空気中放射能の測定法に関する甚礎的碕尻

膚立大 理） 0 工藤入昭、秋茉文仁、中原弘道、村J:.悠誌礁

く諸古〉 従来，エ壌中りラドン量の測定：：： （丘くっかの方宏が｀）廿いられマ来たか‘;
本輝臼、扉更かっ屈度が‘尚いなと‘り利点のあがぶ線固｛本秘詠校似悉と）司いる方
涙口検討した。 この方法 2‘‘.:t竣中っラドシ景乙直臥遺浪 2" 9 ぃ屯池球化学的
遠茶 8 るのみならす｀）ウラン探鉱ャ断層採蚤，地震予知r~．と‘巾広ぃ応用が可能に
なるものと思りいる。 今回：この方法刈実験寃系て＂の甚礎的研究，：：つ VI て報告
する。

ぽ験〉 叫線1到紅訊稔出記 l マぱ Kocl吐社製這酸七｝レロース駁／／ダ竹PE1I. 
遺）司＼た。 この国休秘跡検出器吐的ゅ戸溝0)ボりエステ）レ上に胡殴セルロー
ス（以下叩という）を 6が和～ 13尺嘉、にコーテ 4 シ 7`‘l たもの 2`‘,“ の面から0(埠ヵl"
入射 lr：：ときにのみJ o<線辺史出 C‘‘ ラるようになっマV\ ~. (X線経闊、の援加J
悩OH で｀エッ十シグ‘L た危マイ 70 ネがフィルム用dJ拡大器(2JJ ~2藩）ノ又 Iわ

翫銑写臭に之，叫臼叶が：：成長して記ょ＜通るようになっ r：：：北（以下，
単に必ん沙という）の放のみとヵ＼ぞ｀えるととによ 7 <行フた。
く結果と考寮〉

1. Etム西心の再現荘にフいて
0). 凶自身のエッチング｀のされ方と盛）文即℃ I b0ーC. I b夕℃／みよび•NaOH潔度「九
10 佑J 20芦の．諷令ゎも z検討した紐果／年叫りの成長ぐ｀あいとの関連z``J 93Ad東
の凶梗出瑶？｀丸遥度め゜ら l0 ％応〇け0)条件で I応／¢0 分閑エッチング‘す,J,\. l i"J:'レ 1
3 とかいわかった。 この場斜 CN 自身吐露，粁，Jりとらいて V9 るカ，·J N這 OH 塊ノ麦 17o
の変動に対 laぅµ州ノ湿度 1 •C の変動に対 l r),．巧準けずらい光か・変わる・
紺）．恥叫の数とエッナング‘祠との関係豆線が凶面に対して直角にのみ入射
する場合（唸の点諜原計吏）と／空気1中にラドシが一様に分寿している瘍合と
1こっし＼て比較検討した・ 紐果心1に紅 四.1.
前者の場合 l S-O 分以上のエッナンJ憎年間で｀／
l3 13‘・プラトー応ヵうか｀，役者の場合に 1む

I. 10 7, NClOH, 60℃ 
エッ午ン層翫 lr0 分から／60 分に／0分 2OOO 

r3`lt長くなると 1 叫占の応／了多も増 : 
/]u T ~ ~とがりがた・ この増加は(X &泉 ぷ

q入射エネルギーと入坑れ角度に原図 ll‘` みる 王
と＿考と s いみ．
di）．心J ?‘＼昇らいた結果ょ')) ：息l 危．され｛各る

べ媒涼叶紅器前面りみる一走の有効体積

内に限らいることヵ叶想 3 いるので＇，との
肴効体積：均•2 のようにしマ束｀ゎ，次試t
得r：：， トラッ・ク泉及t fとするとJ

IOOO 
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与□謳祠＋品（心＋2aby 2) —岱y 均•2.
但 l I i。：知 E。の空気中の絲捏

Re~ 忌::. E-c <lJ空気、ヤの條程

已こ入射以紐r”
配 C湛這以細

a ：却が訊＇フてい紅t.J II)歴さ

b : i巧さぃ這のか
Y ；セ気ぃ凶ゥ阻止能の比
? ：空気中の放射能洟皮

今／空気中？‘立釦咤攣Pl,五互表
叫。認 P゚b の平衡 9I"成立して VI るとするとノ
正 3.rf'-｀ノ b = 1,5ド慣 I Eビ•3.8 M.iJ.T と l < 

計隼すゐと) CJ..}検戯塔の恩笈ともいう心

I a.1 ~ I 
し—一て—--ノ
CN 

1 年しに対す~ 1如2 当リのトラックのな（％）也 0.172 となら。
2 ̀ 2.22.R1 釦ご‘‘20屁の定も知っV\マ

Air 

如麟りっているメスシりン 9‘’ —濃閉 L, その空気相中に cr.J払ハを一定叶
間入いて取り~ L /エッチシ？‘`をする。 あゐ間悟）と 8ヽ vヽてま r：：別 r“刈µがも人れ

q J ~・いうふうにし z / 2え2Rl)t （及び‘そ0)候輝）の如以呼と求 bTこと~);, I 玲•3、
のようにんった。 実線心如は呼の令澳直 2｀ろゐ． 実験／直と予測i直.,,ゞよく一玖
L 2 vヽうことがわかみ． 2 r＝この伍凪呼曲線から咋れの検曼埠 E1謙するとノ
阿、4 の 3 うになり｝一定の直線仕が‘｛昂られた。 仔1 必ヽァ‘り均／四時間凶低濱公
することによっ< J (0-I池／はの 2nR“, 口/J‘"可註となみ。 i rこ炉 O,'//? と r』 7 た
が）先に来‘めたtt吊儀の ()`972 と It IA<. J，~乙逹フている、 :!. t¥. I：：フりで l字ノー石の
＂匡 KoJ..“.1.饒凶似の(X&泉 l2 Tこりす~ L きし、エネ Iレぞ＇ー｛直）マイクロネlJ‘‘乃
1レム誌大器~以更用する場合の定党仕） ＄、 5 か， a2心ご"Pb JJ.. a‘｀氾ねと :,.12 pレの空気中

し」於げる平術間題苓と合セ考寮 eJ]0 える中走ずみる．

'{ I r11.3. 
----'」ー1
i f図・4.

, 9d a/""' 

苦

叫

20 40 60 BO hr. 

build up ti"'e 901613 222 
Rn ,o-12 Ci/c;~ 
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1 B 14 セルロースナイトレートに入射した核分裂片とアルファ線のトラ
ックが続測される深さの測定

（金沢大哩） 0中西専，材評清美

238口の自築検分裂喉麦定数1ま，フィップョットラックぅ去 I＝よる年代渕定にお吹

重幸な値て‘あり、夕9和諌告され ~I古いるが‘，それらの値の間にヽな現在て‘‘もまだ大き

な差奥がある．
漠者らヽま，この問題狂こ対し、セルロースナイトレート（以下 CN 'l..略）フィ Iレムを
用し），ウランからの d痣と自発棧分裂片の両者たトラックぅ去て｀検出することを試み

てし↓る。この莫験に関連して、 CN の表面 Lこ入射した d線と栽分裂片のトラック1/)遥i
正なエッ今ッグ条件叫現測効幸などを知ってあく必季ぶあリ， CN フィルムの表面に
入射したべ線ヒ枝分裂片のトラックぶCNの表面下のビ‘のような深、さて潅む則されるが

を cN フィルムの断面力ゞらの TINT (tY-o..ek. 四ty-~ck);;去て〗金討した。

塁 CN1t、ct.線江麦分裂片の両者のトラックを検出することが可能な窃厄‘
あ＇），本珂苑ゼ I古， Kod吐 CA 氾0-15 フィルムも用いた。トラックのエッ十プク‘‘t:::.

Iさ， 2 ．5~3 N N"-OH 水宅液U旺，エッキング‘時間の再現性を良くするためL::..
, 20°C程度のう凪度t‘行なった。言t算量ょリ過剰の NtAOH 粒の表面乞充分水シ先靭<...
邊友乙し、水酸必I勺ウム水準亥む通じて外気とつなが‘ったポリエ＋レーノび‘んにつ

め，ビューレットと通して必要量屯分取した。正碑なNil.OH 瑣頃国t，琉時痛定によ
＇）求めた。本実験I：：：用いた Na.OH 水溶凌の環度 9が 2.88 N -z.",約 2 ヶ月間ば滴良の
誤内て｀一定て‘あフた。エッ午｀ノグ用水樗に 1ま水道水（井戸水）乞流し続>Iナ， 19.?
士 0.3 °C,ヵゞィ呆たれた。 TINT~知‘トラックが毎潤される考起を渕定する手礁3次

(])しお') --z.`‘ある。 RI からの a線ゃ白発核分裂片を表面に照射（必要に応じて 10-3慣憫

Hg程度の真を中て‘照的）したCNを，鋭埠なカミソ＇）ざ福約 1 磯帆に切り、断面が羨1-:::.
露出するようにエホ？キゥ樹扉こ埋め込んだ後，断面乞ア）レミナ（ 0.05.た）懸湿知‘`

研房する。さら 1こ，この珂磨断酋正，全直に近vl 魚度t‘四岱の自発核令裂片を具空

中 Z`‘照射する。断面 L:!. 月を射した核分裂片のトラッ 7 を通じて， CN フ 1 Jレム表面下の

トラッ 7 屯エッ午し、元の平面に直角な断面て‘トラック (TINT) と観集した。

結果とF判麟、 Kod吐 CA ~D-15 フィ 1レム

の唇さ 1,t.、製造元から 100 尺仇し公表されてし::,る

が‘，旗認のため星軸詔境下て‘断面の原さを刹足し

たとこう（測定誤差 o.5 JL=), 100 jAJWI-の 1直 lな平

均の唇さとして一応信用て‘‘きた。約 100戌／c必
の精契天然ウラプ電着板（滋ぴ／ 238U <:i.放射能

比 0·?'7 O f/.士 0.oo77)に荏着して凶線定照射し
たCN ヒ 2S.2Cfの自程核分裂片を照射し坦入をエッ

ゲノ 1‘‘ したとこう、約 8 時間て‘‘様令裂片のトラ

ックが，約2紅靱丘‘ウラプの凶線のトラックが‘

それぞれ明喋に線廉て‘きるよう，こな') I 両者ぶ｀
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mg~品
Kodak CA 80-15 film 
2,88 N NoOH, 19,9'C 

1 、•:

14 

13, 

12 18 品．
Etching Time 

図 1. Kodo..k CA 80-15" フィ 1レ

ムの石測定。 シリカゲ）レ・デ｀ッケ
ーク中に約15時間放翌後秤量．



混在しても，それぞれt諒妥樟十数することも可能て•ある。なお、加しKのエッ午ソグ‘

速度 (VB) を隻量刹定によリ来｀めたとこう、片面t'0.09勾⇔知て｀あった（図 1) 。
CN アィ lレム表葡に照射したq線a稜鐸片のトラッ 7 を断面がらのTlNT吠せ沐鉗寸
した例t.I お2ctの凶線（ 6.0 8' ~6.12MeV) ヒ自発核分裂片，店?Npの必緑 (4.7f MeV)

1-::: ついて国 21：：：示す。桟分裂片のトラック,;t.、 CNの表面から 1本じまリ，長いもの z`‘

1木、表面がらの来さ約1年立‘終っ Z いる。 252cfのべ綿のトラック 1ホ、表面がら、約22

尺磯さがら 1まじ｀まリ，約31が帆のとこう乙＼終ってし＞る。図 2 の Z3'lNpのq線のトラッ
ク 1な，エッチングが不茫分Z‘‘ あるが， 252c炉氾媒よリは浅いとこうざトラックが現

出してし＞るのが塩駐葵さ水る。因えの2S2Cf熙射CN において'<J..綿のトラックに比べ‘、

核分裂片のトラックか海巧く見え過ぎる。このこと叫エ木°キシ楳湘紅．C.Nの悟着牲

が‘不兒全て｀‘あリ、狭 vl (光尊呈舷微録玲：：： 1;J:見えない）すさ間から邊み込んだ‘エッ午

ンク冴陳が‘，照射面にも作用してしンるためと考えられる。 この場合，トラックが見

ぇお采さ 1可石の祷江~を加える必寧がある。さシに、エボキジ樹脂のぷ更化剤 l這c.N と

渚解すが生倍があ 9 ，主制と硬ィ直制を混合してから硬

化するまて‘‘のエボキジ桔脂ヵ℃Nの巧保H生へと:'(l);;J:呈度晨う

零するか左検討する必要がある。その後にCN I：：：入射し

た核分裂片とd線のトラックが‘厖及測される深さが求ま

リ，線表とCN力渇着した系 z‘‘ のトラック計数の観測効

孝 (CN様表面のトラックの消失 1 未エッ＋ーノグのトラ

ックノ見かけ..t:.午豆 v△トラックの品苑しなビ）の話1西が

可能となる。

25叱 Cf 万 1レムの来面
- ----

（約10→mmH各り具登中て．）
約10cm (/)豆巨紬から照射

(ii}~s-叱ザ訪裂片墨、対、
(;ij)エッ＋ン？，
（；v) 翌釦紋食屯潅見扇
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•—- 50厄—一 t> : 断面に老直に照射した.2-S2ct自発）= ( 救分製片のトラック
国 2. koda.k CA <ao-15 フィルム表面下のトラッ 7 "t断面から TINT ぅ去て｀親婁した

写姜。 イ9.9 °C の 2．羽 N NaOH水堵茨ざ12時間エッ＋ング。
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1 B 15 セ luロースナイトレート Trock f}ete. c十or による横反応放出粒矛
の検幽 I. 

（京大原子炉） 。林授樹農田志郎

〔 1 〕目約
セIUO ースナイトレートの SoIi d S-tate Track Detector (SST £l)を用
りて、原刊靱応（こよって饂されがぽ子叫知はあ‘こなった。
l\` ンデ領域で認 lレギ｀ーのあ咽粒十名得るためには、Q-value の言い (P,d) ・
（叫ぺ）反応号が苦元Sれる。今国の実酸は．咋(p)d..,) 160反応名胴た。
叩訪1:.. よ, -c作訊る Truck <l)個駅．直径9這たによって、エネ lしや一分布
・雌脅t求め、倍せてりー七曲線にぷって、
0( TYack の Re9i st ra↑;on Thresh 。 Id Energy 
の決定を説叶だ。

(2) 実験
咋 (P,d。 )'‘0 を印）和叫． 9銹魏が '‘0 で

あるため以以上はエネJIJギーがイも＜d．ゼ Itが、
独立しお恥）エネルギ｀ーも梧っ：：℃ ℃．そのd.の
Ran,e が 1 放の s ST-V叫阜さ 1 OO )l m 以下で
おうミ℃に由っ-c. I,)る。

実験は、克大埓釦 Van deｷ G-r().o ff翌tJO速器
によっ 1加速された記（ E戸2.65 MeV) を、
阿 1 （ミ示される Sea廿eYi ~9 Chamber 
釦．．照射するてtによ., --eなされた。 c 

ダーゲットt l ては． h-ポ‘ンを lぐッキン 蒻上信！
クバこし-c. c叫五を蕉着したものを用し）た。 は

ヽ←

円峨にそっで設置さポたセluo ースナイト 8 
レート＄＄丁-D (Kodak社 CA80-|5;
100 JJ. m) り共に、エネ1しや一現り史用及び
13 s゜ヒ‘‘ームモニター用に、も炉訊
~00),(.m,30妙m の SS-Dを用 n た。
麺飾面嶺の御箋分布也．荊葱の $SD で
加‘力＼し万）測淀した伎＄ ST£> に置きか
え、俊者<1) SSDでモニダーしっ一、晩令
照射紅あ‘こなった。日ig.2. Iよ如．＝ 155°
にあ‘ltるエネ1しギ‘ースペクトうムである。
Beam Current Iな．視キ敷もL の強さによっ
1 10~1~0 nA イ立麦え $ ＄丁D照射<1)
場に Ii、 Beam Inte g rqtor 訊\l. o/.。([)

゜

s

s

/

/

r

1

3

¥

¥

s

 

,, Faraday Cup 

Fig.I: 

吐'(pぶ） “O
Ep=2.65 MeV 
B. I.=30 ;,C 
Slab. =155 deg. 
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Trcick数が /04~105 個／cm'になるとうにしその値 1本 10 ~50 メ C であう。
影訳れた§ ＄丁籾ぶ IO¼ NaOH忠戒む 60 ·c にあ‘りてftcl1 i_n9 された。
投込式の延訊甜旺繹謝専の中に入れ\.常にEtch i n，落成を以拌し、；釦箋
愛動は土0.5°C 以下は早えた。

(3〕純条
s $t)'l s ＄丁f)によう応雌脅を恥 3
謬す．麟直\~I店I否一紋 l イ＼）るが． 0lob.=25°
だけ lな ＄＄サの約 1/.z, l か Track ができてなし）．
知J‘水 3原因 1社叔乱瘍+1~~ る Pa皿9aでお 3 う。
今日の実影囀礼紐這闇令数（ぶ 25° で 11-. 誌
~ 3 メ lo8 p /cmり ,o゜で（な～が 10? p/cm｀で為った 窟｀
ヌ．その躁+<T)エネI{Jギー 2.52~2.~8 MeV に．
厨する Roh,el本． ~.80 厄であリ．凶（た 9AM 。
eV) の Ran,e に近u値て•あるかj‘、それ3 を考炭す 一゚
うも陽令によ 3 以 Tmk のqnneal i ngの司熊性が
弦り。
$S丁Plこよる Track <1) D 分布によっで或めた

エネルギースペクトラムにつりi. Iか． Luck Cll の
霰復恥洲貌（t配‘れなかった。
創狂．か-A (Ji. : rem ova I th i ckness) 曲線によっ-rTro. ck (J) R。 (Re91strat,on 
阿e) を求｀める＾」t lコよ奴丁rack <J) Thresh 。 Id Energyを求めう。
G.Somo9yi達°による Tャack-Piameter k i netics に従っ 1 R。を求めると．
麺応‘白ch i n，した胸． Regi stra ti on 丁hreshold Rang~ r は．

Y=R。-t R-(SST応厚さ）
'lなる。 ここで． RIな入射俎祖が鴫n9e であり． Kodak CA 80-15にっヽ）1 
計算した信であ 5。その計簿統果を丁q b. 1 に載せる。 E七h. t 1よ． r の Rqnge
に胡当す~ • Re3is+rt1tion 1h~eshold Ener9y であう。知値 2.q ~3.2M
eV は一船濃如‘れも）う ~4MeV
よリ籾ふ）。こミで点めお揺 Iか．明確
な甘re5h o_lr1 か存在すうか） W筵,~. 9.16 71.3 40.9 12.2 2.9 
差ふ）でし）るので．それ紅l遺当杜0え 8.94 68.7. 44.6 13.3 3.o7 

る炒要があう Itポ臼． 1 つの (Thr心Id a.64 64.5 49.o 13.5 3.1 

心））魏念につりての）目令にな3 'l..免 7.59 51.0 63,1 14.1 3.2 

ぇ炉托う。

o
o
c
 

(
1つ
u
n
·

q
.
:
i
:
1
?

11F(P ぶぶ‘°
Ep=2.65 MeV 

至 SSD
互 SSTD

O 30 60 90 120 150 
elab. 

Fig.3 

Tab.l 

Ein. R Ro r Eth, 

MeV,/J.m unit 

ref.) 
(1 J H.B.Luck ; Nucl. Instr. Meth. 旦在 (1 q 75)3 .5q
(2 J G-. Somogyi必＄． A． S2aln'/ ;Nucl. fustr. Meth. 四（叩）211
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1816 qq Kr(/) 吸愴幼灘

(j我珂） 0花科溜麟止

輝約リグト咋町滋紅、バtい‘知して、庫オガ~jIf] 1-;:; t-い澤
ましくい玖蜘畔1-:;.が‘1(j)鵡孔的、か）痰紅吸騎l碕応、訊
l吐筍紺釦リ1'~ン汀以囀l足繹的パ‘0 切汀あっ化。ま杉、閃扉
クリ？゜トン I~-?,, -t. <JJ基礎蜘枡炉‘ば、滸幻証l~b'I「改約印該碍吠
蜘紅ぶ鵡賓知ぐあ‘頌わ此。
箪噸馘知、翫恥畑（クパ知戌‘町、綺靭1~も知り錢
“り、以 l滋和1(J)吸加、 l') 』 lヽ心齢匁/Vや‘／碩臼知りヽら
以浅＇v凄鑓応、か），lヽざ vヽ繹跳叶 lVぐ心滋討峰紐魯畔昧
”遺鯰してり。惰、※紺杉わ‘1紅吸盾（し lク< vヽクと）は、命介｀ス¢至
町か紅ぉび｀＇もM瓢凶峰緩紐“誌してレ正し 1切j印されて
V‘ か o ：：：：クぶば、兵勘ずぺむ碑逸紅f知r：：：：：知釦リつ゜トンの面、純及患糾茶
畔繹約砂ておク移っ化県知‘‘効和…今潟認I璃い;:::-多の災黛2 つ心t弗、
紅a 。

叩クリ 1゚ トンとし心叫必□r煉咀しゃ。呪rぼ、咽，r （ P) 30 
叫叩該釦り、~;e.;f.1v"I(‘喝狂祗ヽ←つくリ、し、~q計（p,り
叫fr辺鯰1：：：：ぷJ、J釦芥 IVや‘鳴狂庇濱池しゃ濃輝1f't-しィ雌化
バ＇）ウム瑾vヽ、慮氏辺）面連砂粉絲‘含 ~Ii珈店‘患謝し仁。
筍鯰 1 ．欠わンレ知の5'0p,,,rt,消篠遥蒋し臼諏→ゎ汎漆Iz臭如卜
‘}ウム粉和入れ、謬f平総いい9 ら1易終鉗ぃぁ‘クも v\ ヽヽ蜘靱喜ぼ
役、今液炉い‘'知記、祇計t痛緋し、輝喬桑」乞ヘリウム吼淑を淑し、多磁
飯バリ叩ム凶卿い／トリ如ム幻遥合トク.. yf這し r浪り謎疹衣-1,,‘‘却し
戸‘‘1 道（口汎条）卜 1ヽ心畔り訊‘幻騎した。
心2．哀組顕燐却、蜘謬直鐸疇違悧しイヽヽる知疇紡
なが、如蜘しり瞑呻虚入し、戌叫恥滋細豆‘叶ぅ紅‘虜‘
み佗。

雑m. "ンレ又の 50µ叫普貌燐和か） 1パレぷ豆蒻裂パン以忠
沿紐バ ‘l 豆粉和入れ、落播、1社ありかじめじ 9A和rくあb細喀科直し1へ
リウム氣如愈しfヽぷら褐璃射紅‘パい、翌紺ヤ絡主しイくる抑今ゎ、介維淑
1 口呻靭卜っ、‘J 10紅叫a雌し、ま囮蜘麟釦瑾、象如水を加え、
番豆ンタ／口‘う叫ぶむ鯰‘ン 1：：：移動ざ彰、ヘリウムの飯lヽ如むえ‘グリイト
ン屯心し、上記濯楳l4捕集ずウ祈式‘t祥目しf乙。
箪凶．別 1：：：照射し臼絲紐t、ジンり／臼‘'ラ幻れの北杭どン（桑d)まヽ）
遠入し、かなく水孟ぷン1°ぶ~I ,A -t :::::i、‘Jりt祈し、沿。亜腐誡イトリウム，水縞此
チ｝リ幻譴命卜今、`]1゜ 1え、あらヵ‘しつめ馬窒琲乱し卜‘‘刃刃ス湿浚I今令却し1 お
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き、ダ‘玖叡 (0、牛他叫!-)トラ‘)臼゜這狐謬、液A禾崖年誠l⇔聟しげ‘ヘ
臼の、多箔燐かずな。シンタ／ドガ｀ラ這叫知‘噂飼如五嗜力‘ら、
組漆這パ1碍凜澤畔い応困 l遣入い。誠叩囀和ゃ仮、沈鯰‘ヽ／
ード‘ライアィス冷却卜つゞに庫］のか）りも悧き、次 1乙、ド‘刃刃ス冷却卜今、、｝
ク゜一紐望岳籾卜知細叩ヽ”“印。ぬ戸‘鴎汎 3 ず 9 0 ：：：：：：：の玖
ほ今馘広 I ~3クぐ諏恥‘‘が紅 I~対すしそ、由鋒和‘‘ぁ a 炎 I叫特徴バる。
斜 l ん4ぶ恥や蓑釦疇f.~ I /V 3 I ：：：：手した。

ロ

~Z. 幻 1 ｀ノ以彩
か） ＼り'-レ 4＾ぎる
綽叡屯裂紫路

心．崎r',..、,...

; :...:.),; {.. 

屯‘<‘・｀‘:？

団 1. 、憩射，輝，滋f
兼炉＂ぎが嘉浴

錆訊紺舶 l□° トンの条祈’今＾の今析斧以制騎吋康 I I贅し仁。
辰 1 ．箪知か鴎厖り ')4゜い／加鉗f

如．暉グ式‘
紅| 貨闘ャ似い識
佑位’J 水煮絆ン 1゜ヘ

ヘリウAt裟姜グ式‘ 介螂9紅伶液 湿，合トラ、・J 1° 11..ラ幻琢 輝ik
（捕焦~)

4 侃胤 悧荻 ク2¢% ぷ1 ク％ 1, 2 

8 叫砒 悧反 ヽ4-,3% 71 1 % 2ク，g oん 3 

10ダ刃µ屈 悧反 ふ 9 % /0, I,｣'.1/. ＞ふ3 、 7% 3 

~o ダ刀µ凡 悧淡 /｢,0% ／ク．ク％ クo,3¼ 3 

一暉屈％
＊叫r紐砕。艇＼げKrふha 。
諏紅｀口囀和、糾灯叡）謡勘直釦吠ぎくかい、雌漬
炉口心虚が見られ、灯ぬ以後疇灯知螂孔ィ輝暉吠はク(f)グ
知~Jいい。蒻娩紅囀騎1a 、 1ま砂 8‘1000/。追い。：：：：り心紅
は、冷辱嘉斜絨賃疇レtヽ、知以、舟移われパ戌疇 a 。
立に¥')、囀疇口恥訊‘叩絆町臼、東か鱈クぷ＇）、また、
汀彦しぷり叢、約知囀競クリ 1゚ トン噸和＜介姉訊知とク＇手ざれた。

a/%  '‘・ゲ％
4 * 
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1817 ニ痰化マンがンまた 1まう＇）ガゲ｀ Iレをもちいる

Np-23 7'からの Pa..-2 3.3の蘭局迅忍分詔
（東此尤・エ） ヰ上 粂・訪山 栃・ 0嘴島幸ふ

” え 1゜‘');:;.りム/J) K邁蝉筍1 逸柏，で 7 日看においZ: Iざ2. a?Np (c;{: 
2 、 /4)(/06!f)をもちいて紙梵され， ミ 7 日量において 1i 239Np (p—:2. 3 5'd) をもぢ

ぃt,ljlf碇さ札てぎた。 とこちが 23"Npを右ぢいた喝合 I::.11 兎棘埠jJ‘ヽ｀彩厄ぅ去のような

“/Jl坊加E jJ‘il. 1がバいl兒に限られる為．，角兌しうる濃厖背餌が限梵され，一方
函Npをもぢぃた場合には， 照托係立〉戎蒋て、、しが楚蒻び‘り了ぇず， いずれにしても広
範吼の；覆見愛 (\'..1::.4挙ぅ和果t狐＾‘る為．IT)浚棗さ 1、引応‘ある。 l£ って広ぃ；＂罷函
z‘‘Np t扉悦ずる為．に 1さ 23ワNp,こ :mNpをト(.. -ナーとして加えな lT れ 1がならない。

こ｀~ 23"Np:/J‘ら成長する 233Pa..（仮： 2ワd) か＇｀』 そIJ)学教罪が汲布平衝を蓬斜す
るに 1;f長く，成尼を無視する I:. 1な難ぃの z‘蜘1定と窃麿する。 Ge(Li)によるグ練ス
ベクトロ｝トリーを用いれ Ii'.2 33 pa..と Np 11)'I放射貨しを口Jて｀＇ぎるが‘, "なり渇
径＼乍によ，J Npから哀を分為翻隙去すれ 1式極く一般的な井戸型 NaI シンチしーシ

ョンガウンダーtヽ｀も言ぽl も｀きる。本痛沼心免席の方ぅ衣に適用ず 3 猷： Np力‘S Pa. 
をゲ誨する方ぅ去としt ::;..鈍ししマンガ‘シ符戎戎、とシリカげ｀ルガうム啜指法を夜す「した
ものずれつ。各々を1/t特岳を芳為して，前弟 1;t嬰較終了後が駐1定直前の分薗卓ヒし

-z..用い 3 為にJ -方俊疱 1ま硬験直俯':.坊稗を行い, 233 pa.,り合がいた 2恋237Npを用

\I'(_曖痰する方式ヒして泥ぅ為に，護々の検計を行.,た o
純巣 (1) 二毅杞マンガ｀‘ン衣：央移付迄戎噸に，貧篠滋，誦貌マンガ‘、シぅ器渓内よ

び｀ 23?pんまた 1j叫p藩滋を入れ，最紺：過マンガ、シ酸jJリりム瘍液を加えて“

とし． 30 分静麿媛 1 分振とうし』昆心分釦をJ:浮み境を計株して莉々の条件を検討
し尺． d ） MnO2 量： 2、'l MHN03 z'、 (/)233pa., o,花滉 Iな Mn2十遥t,Jがf°t 0、 5 芍rl叫（以

屯 Mn,〇4、卯1 z‘• I,J O·25 ゥI叫»J...1:: z" 兒層的 Z`• あ＇）， 叫pは全くと，）こま乳な
ぃ。(ih静置舜間： 2、 7 MHNO::;, 4.3 切／／戒 MnO.z t｀｀検討して I M討， Mn04ーいず＇い過

劉｀合ガも 10 I分以上IJ)青身置によ＇）垣Pa.. Iな定量的に茫涜し， ~3'1Np I~ 120 分経
過礎も免ぶ嘉知 Iこ1jぎることが‘爾められた。(iii)酸性鬼：戸肖翁石’よび過，瀑紫畿/(つ
い-z. Id 1 N 以上て｀‘耳p4 は虎量的 lことリこまれる。(iV) 井和呈： 0.02M の F ―』 O,ZM

の POI/. 3-, SOｫ2- J/‘‘、 Pa..の共況を訪菅する。 0,2 M ()¥ Ca2+, A已 Fe3+) 0.021,;1 o, 

L4i1.3+ 1 バ窃習しない。 F- ())窃曽5 約 4 倍モルの Aが十 z‘｀弔全,:マズグすることが z‘’

ぎる。 (2) シリガゲル味：ガラム喝愴分嘉い身: (l)最遣条＼斗も見むず忍：）、·,リキぅt
にが検言1 を年た。 シリカケ｀、ル（ケイ戯 !OO メ，リシュ紛まJ Ma(fin.c知必 Cんe祐0.t

Wo幼』製） 50尻｝ぉ•よび｀釘訊‘菱鯰（年Pa.を合を）を全体 z'‘dつ孔とな 3 よう l こ

逗光噌 1: とリ』 シェイガー／こてf分叛とうした悛 30 1d'静麿） この媛再び‘Io 躙

振とうし）息叶難の 4急上港み液 1,,,,_e を計赦した。(i）シリガゲ lレ量：i->,;;長的硝貶

、l謬 I:. ついて検討した純見， Pa の oi羞ほ衿体骨：と共に増加するが‘,200 ""J/5北

をこえこも虎青的ヒ 1Jならない。 また吸愴青とオgi" (l)湖依 l丸床噸痰条A中か濠
着平街に歪しt I.'店ぃことを示している。 ここt‘、 Id 、罪 A術逹成が循易む｀ TJ.いしとと
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ガラレ；法＾の応詞紐t方晟．し"J }:;.il!,.，の坦係
壼）橋ヒう ll"l t墨んだ｀。（ii瑣姓製：）図 1 I ：彬
嗜豆す．麟と過堪希貌 m 系 c‘皇 13) 5 N 上A ..l::.

遺荘餃をあ 1ずれば｀ Pa.ガ｀｀ 9 5 ％以上戚着する

ことJJ‘ヽ•わがる。(iii）井店湛： 8 N J.I N03 ヵ‘らの 0"

に窃響を示すものとして叫 HF(IO-3M)) N叫脳

(O、 02M)J I-I必 (0.211)が高’J) Ca吐 A£3: La勺 F武
co-)SO4互 Cl/3 COOー，す 0,2 M まて＇‘窃習しない。

芳紫 (1) 二酸化てン 11‘’ ン：£の並凩舵団·.禾

5k にお 11 ろ NP oi団収苦（ci)と P& (/)こ9 茉李((3）

ど，各々 239Np（ん／0 今戸ば）） 293舷（ん/,'1x/05(f/J/,

/?XR.)を庫猿 c‘｀用ぃて茨めた。 乞れを｀｀れ 1 1 お
よび‘/0 回の喫痰 (Mn0が＃．勺／侃も [Mむxs=

o.O/M,[HN03]= 2. 7M)”" t) o(の和直ヒ L.

て 0, 998 ）諄乎仮差 0,0/3 否よび‘りの平消盾
o, oo/2, 標乎偏差 0、 0006 を得た． これよリ広分

藷戎 1: より与えられ 5 系統諄差（ま 393Pa の 5錢

によっ Z ぃることがわがi.一方4屈然斜差は放

射他言＋知闇るものとし・尺 1,) ト 4吏用 I: 甚っ‘｀くも

のがある。g 2I＝これらの視差のレp屁，，，莉：戎の
比耗t f、す。退ししこt‘• 11 溜庫の為.233肛 Iょ

叩P'沼して放約平和I ：：厄るだけ試料中に含ま
仇ておリ，計粒/J 1 叫J 1);)惜l) 233Pa の言＋桑

祁季はfとした。 (2) シリカケ｀＇）し力うムこ去の適

爾範i1 :々 C2't. )(/c勿¢のシリガゲ IL jJラムを用

ぃJ Npの認季と Pa が屋i出をク NHN03 につい

乙菜｀ h た。 237Np (O,02M x/o叫）は最籾~ 0) 20“ 

遣出痘中 1二梵骨的に回収ざれ）ーテ 233p久＂
の喫痰t‘` I3 ）初めに約 43 % o Pa .IJ‘囁出す 3
ガ‘`、以後これ以上の和 Iitみりれなが，た。本

法にお‘IT~ 和輝差1まこの漏出坦Pa.お・よび笏

詔佼,~試料叩に成岳す 3 23:lpa,,: J':S。 一方偏

釘□ は前と同様，：：言十耳て，．ぎるの Z`‘ ）団ちにそ

の比毅も界す。 し紅すカラム分蔦岳紺賤疵 Iこ約

I o 時間をついやレたと 4豆吏、した場合の洸阜足t"

ある。

庄">
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偏屈言母差

102 10ろ 104 105 106 
23ワNp1-匁9Np咋数 (cprrt)

団 2 Mn02ぅ知箪吐甜さ

差器啄恨
ー

4
1
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1
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花
吋
諌
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lｧ 10ち 104 10,; 106 
叫p＋叫p咋敗(cp況）

凰3 シリガfi虚咋顧涯婿で
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1 B 18 

（店た，

ミ ‘7 0.高速賜イオン交換クロマトグラフィー 1：：：ずつ
布辺麺元素の迅速冷諺
石井大遠 広瀬eg夫ェ） 0岩堵ぇ繰

／，且工紅臼直濯発されたミクロ加返ィオン交換クロマトグ｀ラフィーぱ．内径
0.5 仇の，長ざ数巧のテブロン管 1：：，高速液体クロマトク｀＇ラフィー用ィオンが危体
乞充て ).,,L た小型ヵラムを 1再し）て巧‘I}' この方法が短寿命核種，，迅透分難など＇放射

I) 2) 

ft.労鑓釦湛用て‘` g 3 こと／J,すで 1：：穣告した。
紅甜究—(''l'l,放知違分謳への）応吼l、生を吏に棺封する 2 とt日約として，希;t.粒

元素の迅速分離を試み，虔芍五紬果が付いれたバ｀＇競告す 3 .. 
2, "およが記藁 F渇， 1 k 装置図をボず・ののマイクロズーダーに®のマイク
ロシリンシ｀、（市販のマイクl.Jシリンジの含属厨分をヒリ r令,,テフロン喩t)用 l) て
紐ェした。 ）這リイすけて 溶畜租液↑こが試料り吸入，圧送を叩，た。®心濁
注〉口 klさ，因怪 0ふnりか＇ラス管芝用いで。
⑤の合雄1Jクムて＇分離された試料 la:' 酋維

l だ⑦のフロー已）し（tル容積 o.? f-l) Iこ｝克
>-L て②の 6l1 噌によ）て P 紐測定される。
GM 昏がいアテネイターむ過 L て⑲の日土

ぬ H 砂清’むtJcん fHA に逹負宕されており，
マルチ允ンネ 1レ久ケーヲー毛ート＂にJ- 1) /0秒

ヌはJO秒問脹で計数ざ巳た， it (て溶甜終了
俊 Iが⑦の• L コーグ＇ーと®の 7° リンターカ‘5‘,
クIJマトグラム砂｀·計数値が愕 5‘ れつ。なお
知c ん PHA ず什渾l ずきない場合

には，g/'1管忘ズ）r -ラーに連純
l 這呆の方シ姜苧計辰I..だ。
ミクロ忘返痕絡クロコトゲラフィ

- 1：：戎｀ l 丁 3 r H グラグ‘ェント溶出の
恥い，似疇 0.5,.,,,.,,,_, 長訂れ
程度げフロン管内 1: グラ梵0 }ｭ
吃力‘けで溶離戒在あ 5‘ 力‘し‘鼻 0及＞
して巧·き，落話に所 L てこれ屯圧

送す 3 方式によ，て L) ~。紐喩困
で｀の拡芹］によ 3)昆合もわす｀・1J‘て‘',

／日経虔パ呆届t可能·て‘'あった。

溶離液1：：： ／古，

ソ稀酸を!fl ll, ァ＞ E ニア水て'‘P

叶調許 L E 。克てん和）には，東洋

曾達&-i;: L LS-Zl2 褐ィオ

パーヒドロやシイ

ム

Fig。 2

10 
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1:Micro feeder, 7:Flow cell, 

2:Micro syringe, 8:GM counter, 

:.;:Teflon tube, 9:Attenuator, 

4:Ir:jecticn part,10:400 channel PHA, 

5:Column, 11:Recorder, 

6 :Shield, 12:Prュnter,

Fig.l 

a
 

L

ー
・

. .¥
 

e
ー
・
ー
ー
＼
＼
＼
＼
・
‘

c

.

¥

¥

 

●
ー
・
‘

Prl•\ 

.\.‘ 

1
0
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

u

ー
＇
ー
ー
ー
＇
ー
・

E
?
\

J
.
い
`
•
、

o.\o‘ 

D
Yー
・
＼
＼
＼
甘
＼

H

o

¥

¥

¥

.

¥

 

¥

¥

 

ー
・
＼
・

u
 

L
 

Yb 

う

□
‘
}
 

Block diagram. 

Sm 

. \ 
\. 

ー
・

3
 

4
 

5
 PH 

Capacity factor k'as a function of PH 。

6
 

-116 -



ンを役樹脂を用いた。

試料は，咋遭）3 元素 (Ce f:,,,を除く）互イ更用 L た。 丁し以外の元素ば内径 3""""-
長さ互m 余呈茂のiJ. I) ェチレン惰：： 0．叩～ 20 茂／メ（約／虎‘ん）濃定(7)溶汲加
ば入如耐揺却磨訂し，これE)呑謡JR応え気送管(fL吐::ヽOX/013ッ四／必C) I＿つら
て2,0分照約 L た。 TL は，乃 c£.Jの固体のよ 3 JRR玄如送管（恥： 3x/0Bれ必成/..11e)
l心）て／ 9 時間R祐 L z, イオン交戒Kで諏和た o それせ＂れil) /評を頒ぇ (z /3 
元素が昆合音式料を作成 L だ。

3 ，経星房紅羞翻い仰／：対す且P .:t頬ぇ索の保存バ閑篠釘f; l だ。f Hが大き
くな 3 とf泉持 Iな、）、さくな 11 ， わず力｀叶fH 0 麦‘,iE て｀＇保持が次揺 1：：：：変にす召 1頃 I匂ほ，従
泉冗イオン交撓樹月ml司棧であJだ。
次に，／3元素履羞 Iヮ兒区，隣接すつヌ元素（如，y1,), (Ho, Py), {E“'心，佐，総）
の分離臼予備約遺討した。［iり 2 n 結果1J‘j•それや lh c1,1 fH J.．ぇ， 3.$,3.7, 元ヽ
が雌翻に）月ぃて，直 o.s ()1>,,m.,長J 7l五のカラ 4' 流翡叶ダ/>1.I.m て＂行な，を
綿果．いずれt ¢分以内て＇冷雌（う 3 ごとがわ力｀，瓦 公ぉ予術奴知ー絆は，
訂廷炉の冗／分A 灯炊k-7[か E)司 l) て行な，和
最悛 I-: 、ク｀｀ラ｝｀＇ェンげ蝕法 l詞ぷ a 年土類13 元索が分薗豆苫行なった。グ＇う店ント｝麻

誨/fl PH な，上記が和船奴絞の経更J: 1), (Lit, Jb)の分晦汀恥窃 3.2 カ｀パ33 ユ
-z.. La 違将されな l) fH /,I)研届仕｀変ィヒざせ ~-2 ¥:::. /：：：した。 吐令分蘊：：：：ゆ弔疇
詈は，墨かに約多が液 PH 6.0 

6 

量 I：：して約／5k[) あれは｀｀
PH 

十令に芳えて． I紅読/:'.名

邸0以 I直心積フた。 2

の条件におけ 3 弗土頼／謬
素の窟出fjl/ ~均•3 ／こ示す。

2000 7 0.02 ｵg 
カラムは因径 0.5の処，長さ7

C屈を用し）て，涜速〗虜年
注ゞ登 o.I;.,.1 て｀ ：俗鎚に要
L 15 問閤は3D分てお，た。

またこの培璃狙におゥ 3 F恥

変ィ巳は，図の上方に示 L た。

2
 

1000 

り石井，退内第 13回埋ェ労
(.) 

にあサ釘司住元素屈叩究発痕公労 席
l!) 

該（／叩）ア3s, ; 

[ 2) 詞，広噸，迄埒第羞l
笈肘化学討論底印評旨集
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1819 Cf -252 線源の調製

凍大物性研） 0永井尚生 告田邦夫 本田雅撻

輝らば ごれすで•枝介裂片線源として． Cf-252 のう容液を AQ板上i＜菜発乾固口tこ
ものを用い Z きt,。最迎介解能がよく．字全 K取板えゐ線源を韻裂する l\(要K迫
られ 少量(l)Cj-252 を積製し罷着線源を 1旬孜し仄ので．報告すゐ．

疇
Cf-252緩源（＾ 10ー勺）は 1 q 73年 1澤英国

RCC より購入しtてもので．ステンレス吝
器 I叶主寸入され Z\ l k ものを切新してい。
代学形 IJ酪化切 cゎ 03 とされてい{>.容器f――--------.ー-------------←

悶を□9を：こ：言：：言； l CATIOI：口［三三:------:
嘉｀；幸を． HN03 + H CQ O渇理し「へ l □ | conC HC1 6NHCl, 1NIICl I 

`'詈［：三塁］］t l f：：口：：：：，口：口］1119程度叫瞑Laを含むJ)という報告＊ヤ;‘あ！
: 1140_ 140 

るので． この La を除去する二とをオーの目! I • -Ba-ｷ ｷ-La 

標とし．同時にF.P.Iくよる不純物の介離をi I Cr,Fe,Ni,Mo 11 I 
めさ‘：し「ミ．了クチナイド元素と希土裾元素i

Cf 

の令雌法 IJ.数タタ＜報告さ．小て 19 る瓜こ！ -;;;Yup 
こでil. 小姐模で比較的容易と思わ小るイ 戸·――．一—::：：：―-＝＝＝＝：：：ニ：：こここ―二：ここ：：：ニニ亡：：＿―-ー：：：こここここ：ーニ＇

: ELECTRODEPOSITION 

オ＞交換法を用 U ることにし「<. i k 担

1本La 成． 目的とする CfJ I) もヤヽは＇）大量 1,
含なれて I\ るとし 9 うことで•あったので．陽

イオ＞交換法を採用した。
La のぅ容離曲線を求める K め". 139 La (n, 
]) 140lo. [ Ty2 = 40. 2 hrs.] をtracer とし
て予備実験を行? t,(図 2).

2) Cfと希土据元素の介離
刀ラム 1訂丸径 4m111 のがラス管を用い．
Dowex 50 W X 8, 200~4001t1esh, 2 wtiと

し．落離痰ほ 1 .J. t··っ介取し K ．ぅ庶速 l 'J:
,,.... 1 mi/枷である． . 

者離液ほ．蕪発乾固し「くのち． hand-
＊）石丹大道 介析代学旦ふ 416 (1q74) 

Elution 

HNOぅ， HCl04↑

{6N HCl o.5 ml 

0.1M EDTA 5 drops 

Condense 

, 9
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4% (COOH) 
2 

sat NH4c1 aq 0.5 ml 
Methyl Red 

3.5 ml 

1 drops 

cone NH40H 

(•p H 4) 

Covered with Ni foil 

Fig.1 
252 Cf Source 
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foot monitor, &M計赦管，'l'leutron su'rveyを用 Actmty 
Relative 

¥,. Cf-252 のフラクラョンをチェックしt-::．牙 4
~7ヤぷ 9孔以上の印‘I生子オ紅激が＇；言忍められt,.

これらのフラ 7 ラョ＞は無色透明で＇．残滓は徴量
であっ k.

140 
＂担体J..a" I ;J:.オ'3~ 12 fr. 1-:: F. P. の Ba からと

思われる l40Lo.吠言忍められ k v;｀．放射化介析を行っ
rくところ． LaI3 検太できtJ、 P‘ っ r,. it,.茅 2,
3 fr. I J首色を呈しており．欽を含んで•II K. 枚射
化介析により鉄の含有琶を菜めt,ところ｀言t10µ'}__ Fig.2 Elution ~~rve of.La 

程蔑であっt,. 5ーCr ('YI., }) SlCr, 58Ni ('l'1,p) 58Co l くよる 51C.,.., 58Co 以紐され
ていることがら｀容器がら Cfを溶出させ「＜際 I,. ステンレスゥ：落11 出しぅ艮入し「＜も
のと思われゐ．

直

4 
10 • r- cone HCl 

. 61: 
←十→ HCl

1C2 ／
ロ9999

9

9

 

f
.
 

C
.
 

9
9
9
9
9
9
-

゜
5
 
10 
Column 
Volumes 

霞着 I'd.屑さ o. 5WLm, 径 17wl.Y,tの Ni板，白金寛極， 7。ラスチッ 7 セルを用 ,,k.

麺 l j. 図 1 のよう V、ャ‘か）袴雑甘電解液を用 U て．回収李 780% を得て 11 る。
I ニッ TIし薄膜によるラ芍染眈止被膜 I
米国 C.C.A.社製N i foil (~r o.de D,loooA, 89µ9/ぷ，錮膜裏打ち）を Ni枠v、貼

付し「＜径． クロム酸で網膜を除き， d 反跳 k よる汚染防止の K めに使用し「,.この
輯 Iくよる核紅翻のエネルギ＇ー揚失 I J 4 MeV程痩とざれて＼＼I;;,.
直
得られ K線釦． Pu-238, P1..1 -23? の梢津線源を用 Il て，表面樟壁型羊導偽椋出器

K よるol.計訊：：：より強護をぅ誼し1%.. t尋られ直 1 'j (1. 73 士 0.04) X I06dpwt (Cf: 
-9 

~2~(7')有効性 1 4M NaOH 20%EtOH 

1) 表面階壁型羊導体検出器 S SD を用 u て．核介 Tracks , 27ーC, 7hrs 
50 

暴片のエネルギ‘―・ス /\0 7 トルを唄11 定 L ．介解能を吠定す
る V、の v、．現在予備実瞭を進め z l\る。 40 

2) 固体栴跡検広器 択 l1 カーボ｀ネート (M o. kYofol k4 30 
60µ~) を用 u て．介解能を検討し仄線乖ゎ‘ら検盆器由 1\· 20 
うでを 40111111 とし． 45゜の角獲 Z•• 直空下 5 ~7Z 時間照射しt,。 10 

4M No.OH, 20% EtoH溶液を用\\て． 27°¢ で• 7 時由エッ 4 ン 。
'}, L k 予備的tJ結果を回 3 K 示してあら．桓心直核のト

ラッ '1 a. I ッ千> 7｀‘過祖 l 気昧で＇．軽核との介離ャ頂｀偲、いよう
Track Length Distribution 

である吠．更にトラッ 7 数を衿くと／）．検討し Z I l る．

｀知湛l韻 I 購遺長時間経温し kCf -2 52 I °J.‘限度庄麟 Cm-248 を相当量合
をこと K ↑ふる。一ーの C111 ― 243 を介離する二と I J. こ｀＇＜薄、，絲兼を謡裂する上で、一つ
研l縣である．心—248 [ T~ = 3.61 x 10勺］這公法を検討するととも v、．賜イオン
交検とf食イオ＞•交換を 1杵用することはど｀．考えて泊る）X零沃あると思われる．

10 12 14 16 18 )1m 

Fig．ぅ
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1820 .23I伶反び、その壊変系列栽種の介離と r線スペクト）V

東北火 I砂1.
o::::.領聰明、 山も允 鈴木進

アク仁厄麟に属する枝種には、り疇の U迄外全元紫が含iれており，そ
れ攻れが放息l1碍的に痛囮な稼復である。仰ち字， 22知， 2'2.ワThl:1.それぞ`れ(/)同位

砕のギ（＇．、放肘性トレーサとし（菜も硬れた1生贋し椅っており、 2ユ7Ac, 2.3/Pa. l1 可秤
量て•取4人いうる唯一の剛幻本である。 しかし、こいらの核棺の放射化営的な和］用（1
視疇の噴， 2214c の入うが困難なためと、涙町泉峰痩了｀ータの紅足{1)ために
充介な払がりを見せていない。重元素の放射1即喀的研虎の現状t芳えても、枷滋
尺ての恥 7ん (})1し喀的研尻、 Ac, h(}) 化喀的筋党は、未屑のな野である。こ叩う
な現状忘生えると、アクチニウム糸列，料に笈l依又 l3 惰c を庫杯し、漿麦冴冽枝佳
との介離法ヒ、その凋l定法も庫立することは庸意和である。
代‘々は 以厠 9こ人形峠9(}) ウラン＇舷精錬残‘麿より哀l依を国収1 ることを訊‘み、ある

註及這狐をわさめ l'::. 。ま 1く昨坑0)言蒻粛会では、 1-h，八c， Rりの相互か離．宏と［て
HOE HP抽虫 Iこよる方法む艮各 l 1~. 。今回 11 、哀／依がら(1) 227Acの分離法と、 23/ftt 

'2叩，唸a, 223Fr のパ線スヘ゜クトルにー） ＼ヽて根告f·る。
I. .2Sl fa から(/) 22'lAc0 1)--廂

卒I Petから 2と7Ac．を靡臨するには、高濃度の Pa (v)洛、東を取扱う必要かある。 Pa の回収

精製法としては、主にミクロ量の Po..について、陰（オン交棟沃，丁 BPオ由船燐
D 18 Cオ即疇玲か‘広く月いられるが、マクロ量の 23/Pa を定量約に訊渭製するに
な、pCl (V)が咲定な鈴イオソと l て洛荏する尿巖度定でも歪肌でさる DI B e,才囮虹去
疇れている。鉗々は精麟門間放置し 1こ／0ヴ(f).23IPa を用い、図一l (/)方法ドより
竺化をか雌しに即ち、
I. 2:,惰ー 2と7Ac の知／ H250,<-: -6;VH旦漆液紅O 災 DIBC ベンゼ‘ン落菜でれ訟す

る。 （ 2a/fりのみ抽出される。）

2, 烈店する 7卜相汀国後： ？NH以彦、衣とし陰イオン交換カラム (Dowex / X 8 
/00~2JO 叩）を直しこ更に2“Pa を餘く，
3 7l囁の rH 迄 2-·2 に試登し、 IMHDEHP ・ベ‘シじ‘ンぅ庶釆で‘. 22伍， 22派を
柚虫する。

Lf. 0.2N H ばで呪認、逆拍出する。
I (})役階で‘の松叫鱈手は？1. ? ／を超えている。従って、2 の段階以f奇てはミ）

ロ茫炉賃と応凡フーくいるのと同等であつ。又『a(V)(})HD EH  P拍出の拍盆争も大
さく、ミクロ咤での哀lfa のコロイトニ又は非匂並的な重合復か庄戚 L たとしても、
それらは 3. 1/--rJ)佼贅で兄なに餘夫で｀さる。精崚 L fこ吻c のふ絲、スパクト）レを測定
L /こしーーろ、 23l pa は全く訊められなかフ「こ。

2. 23/fんJ 22算，咬ら；；こ3Fr(}) r線スペクト）レ

叫孔，上囁， maぬ，町泊1 それぞれ弦ぃバ紅よ根牲であり、原環的にはけ泉ス

ゞプトロメトリ l、よる定量的な｀則足が可能である。 1 た、ユユ％、も 2.,_7Th'22d f?.iぷ芥
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らtr心．巫soy. %DI即
。し a8 ヽ d
ぶ） （し7芦をし

吟佐，芍仇，玄

芳c尺’Tん、 22盗
ふpH 2、 2 solヘ・

Xサ孔．巫 IMHDEHp／紛
ag. 

伽e .23 'Po.. 応.223Ra

p....re呵7TK p..,.., !t.27Ac 

証 1
叫9`’2•7Ac，叫k 応｀可23Rいの分級粁湿

(}) a線の成長を測定することによフて
剥定が可能である。しかし，これらの

囀の項線スペクト）レは非嶺濯虞’‘
あり、強度の正庫なデータも笠，いのか＇

知｀である。義々は 乏れぞれ精潔 l
た斎割バ牒スペクトルの問｀•関変i認
追跡し、心IPa.. I こっ＼，ヽては、戎長の訊、め
られないもの、叩，叩，呵2~Frl こっ

いては、それそれ［）平成湘灌痩する
ものをそれぞれ叫虚i場馬する r絲
しし、 そ叫久度比を求めた。この訂·し
いデータについては、当日発表するか＇’
、以下に概要を述べる。
2. l 23IPa.(()  

強度のデータは A，出ん P仇ル等
叶疇直めて良く一致する綽果が得
られた。しかし棗韮パ緑デーク集」こ
集録されたデータヒ{l)...-紋は、余り戻＜
なかった。主たる n線は 27.約？a2,
叩， 2界，JOO, 303, 330 /ee,V に

あり、後り．女本(/) !線は い-jれも絶
対測定訂行う 1：：充かな弦度を持っている。（がし応[0)ように 叩，定3Ka, 223Fr 
の国綜と、多重巳’ークとなる<l)て＼妓枝枝も含虹叫肝 7 いて 1;L そ(J)補証0泳碍行
ある。
2. 2 呵ん， 223Fr，及び四んとその娘疇
呵んでは幼，玖弦， 236, 2鈴， 2 '73) 軍， 300, 30f, 330, 33ダ叙Vに

強い a線があり、同じ娘枝4重（咬a) を記咋r ではSO) 30) 瑶｀如 V l覆ぃ U線
かある。 2”Tんにも、 236 、kV ビークの低エネル午し、一例に235 んe V ヒ°ークが誌められ
る、従って 9量炉'lAc を含呵店料rJJ漁l定では 斤の青手の補□‘滋要である。
唸aについては、そ“良枝棺をも含めて、／23, I界， I紘，／叩叩， 2'7／，
鍵， 32夕J紘／如 V等に強い［線が、（揺する。

2.3. 呵戸滋訊‘ ｷ ② 
2常の［精建乎導1水検武器べ‘‘ぅ則足した唯-·-(})枡虎根斐は、 H．加r1久牙<l)•ものかあ
るが、そ叩峰，V （様0)奴いデ｀ーーバ囁々疇．来と、 22鳴噂c訊｀料中へ碍も
入 1こ｝って説睛できる方向 1こ火さヽ＇嬰っ（いろ，そ(J)「1l-J襄変訊｀州乃戸賃
であるヒ‘fぇられみので、それにフいー＇叶巖告する．その席、ハ慕叩叶 li鳴
訊線の放似手に詩 l \'規格化（た。

• @ A. Q-. k P.;..k, ｣. /i..tr, s必伍．t-{． L．ムらto...,吟、釦．） (C2), J｀ク之(IJro)

• HHari＾，し Y心，P. P.IJ..,,4.H. w,呼st凡，pザ↓丸，丑，f7/ (/?7/) 
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1821 

1.) 経色

HD  E H pさ用いだ 228'Ac 0)ミ 1レキンク｀｀：去とその放射化弊的純定

IJ)検討

（東北大金研） 妓水進・三顎穏明． 0 山名 元

周期件表牙 7 周復月の初めの 5 元柔｀す乃れう下卜． Ra 、 Ac 、 Th~ が• P ... 

の放射ィt.数的研究を行うに陳[ z 利用さIll... 3 トレーサ lよ、 Ac を隙I)て、全て尺然ア

クチニウムヽ廂燻系列か 3 得＄事が＇ z“ きる（ね3ft.、 223品、ねワTk ` 231松）。一方、 Ac.に関

しては｀アクチニウム禾 ,9 0) 227Ac がその放射能煉広の目難さと 1) ク点におし）て、ト

レーサと l 'l.,f適当であ 9 、トリウム茶 9,Iの 22gAc e 卜しーすと（て用 I) 3 のが贔宅

便禾'J t'、ある。 22’Ac は、乎滋梱が 6. 13 h~ と紐 I) とI)クトしーグと（ての欠息を有す 3

一方｀ r 級の検 dしによ 3 同定、定量が若易t.·あ')、親板種て力 3 22蹂 Pe よりのミ 1しキ

ン？゜によ，て随時、顔製が可能t"力 3 峯、 叉この 29"R＾ • "'A c. "Jミ IL キン 9" 呆€ ｀叉

然危広の｀力 3 Il は長期順旅置 l た 232Th 化名物よ 9 若易 1こ博 3 名が℃さ 3 とI)ぅ亭

んと．．の利点在将つ。本行究で 1よ｀ H D E H P 袖lf:, Iこよ 3 Ac - TK - Ra のク紐:i,,;iもが1
用しての、 232Tk - 2咋Ra 環合蒻よリのユ9Ra 0)分紐、 22R Ro.よりの 229Ac のミ IL '1'ンクぽ 1.:

フ 1) て梗討した。又｀このミ IL キング；広 1= 付随すJ ,,,,Pb 在中 II:"とす 3 放射化努的不

紀物の陳広の問が、精髪しだ四Ac の純度に関 l ての問題 9::. ?(Iてを校討［た。

り実紋 屯Th Ii/.醗化物~ l 乙約 20 年悧ガ S 1呆管さ礼｀匹品以下の殺様種もt

分量含んで 11 だキd)も用。た。ェ'Ac.ぶが;J.12Pb の定量 1よ Ge(Li)枝ぷ器を用 I l -Z,、 ZIユPl, I.::. 

71) て Ii 238.keV の、 28んにつ 1) ては／2.~紅、 20 ~ keV 、'I II keア、 970 It.eT 等

0)主乃 r 緑ヒ° - 7 の c• ーク面積t計箪 l 1.竹，た。十クが戎度~ r 楳も件わ店 1) ` 
22,R＾の定量 Id 、 229Ra - zaAc ")放印乎衡ヵ‘’'達成されだ性に`,:J.9Ac の r 放射難を規ぽ吏す

9 事によ，てf1 ，た。精製 l だ 229Ac の氏度の枝討 1よ｀そ<1J r 放 91 ffとの吟間変化t ` 
Ge(Ll) i愛仕＼器 L 弁ア製 NaI シンケレーションカウン？色並行して用() ` r 紐ス＾°7 ト

／しり面と｀全 r 放射fit d)所面か 5 追統t 1 竹った．叉、名松種の生が＆ひ庸填量の

甘噂は恥e匹" d)方経玄‘を凩（） ｀ミニコ・ンt•ュー 91：：よって行，た。柑I~ に用 19 た

H D EH  P i;l..釧塩とす 3 事によ，t柑醍 L た． 2.)

3.) 229Ac のミ Iしキング広 232Th. - n8Ra ー仕良板佳、環台物よ 9 9 22eRa ゥ分紐 L ` 

229Ra ミ IL キン，．ソースの鐸壁ぷひ’・ミ LL キングソースよ 9 の 29AC.ヮミ IL 'fンク＇広、更

に．不純物と（て存在す 3 匹Pb 11)床広り7. n セス色丙・ l I：：示す。塩酸 1こ貨皇帯性の

no2 よ 9 22aRa をク雌す 3 の Iこ｀ 6N HCl 1: よ 3 ；曼武法を用t) 3 。砂 He£/J..ひ" Tho2 

を択 1:: 6 蒔間以上痘、；弗す 3 L 223Ra は約応％の収率乙＂塩酸若痕/:, ;,曼公す 5 。少量芳紺

L た Th 4 除まヽヽ屈が 229Ra q柑製｀ 2功Ro.よ~ II)四Ac. dJミ IL 千ンク’'l広、 TC1ble I. Iこ毒げ

だ｀ IM • H D 'E H P ーバンゼンにクオす 3 合元棗つ分酉2 ク差盈を利用してffえ 3 。少

量芳秤 l た 232Th 、 2町TK の隙去 I~ ；菱か夜を尋釈 L て杓 0,2 N JC,. l だ後 lこ｀ / H· HDEHPｭ

へ“;.. e'’ ン若液と板とうす 3 亭 Iこよって行え 3(Tqb1el. a). 228Pa よ）の匹Ac <I)ミ Iし手

ンク"11.丁able I. b 9 条件によ，て行クの r、pH'€. 2.2 Iこ謡埜 L だユ’忌の須＇浚を9係
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す 3 必専があ 3 か、これ 11 咬ムを一度． Table l• C.り条 1牛-C..角桟租 9：：抽出し｀ こ丸 e

pl-I :2.2 "J績衝液 Iこ迂袖広す 3 募によ')発易に行え 3 o 

心 匹Ac のミ IL キングに 1fク問題点

3 渇合は、ミ IL キング‘Jース中に、

特に` ;z.12pLI1H D E H P 抽＇

四Ra 中に煉板位であ＄ 2“Ra ガ‘環入 l て 1)

212Pb 、 11湘、ユ0門Ti哨の媒核佳ガ生成（てく a 。

公に際 l て、 2カAc と似た壽

”乞禾 L 、乎滋・期も /0 hャと

長 l) ためミれで究全に 9糸去

す 3 必写があ 3 。ぶ 2 11 ` 

Th 

Ac 

Ra 

UlJ 

16.6 

X 

X 

lii 

389:8 

X 

I X I 

a t, C 

0. 2iJ 叫l 2. 2 PH 3.';i 

> 103 

゜ ゜0.03 140.6 

゜~ 10-3 0.04 11.7 

2211Ac~ /N Hc.2 ;釦夜と｛て Tablel. 
HCI ；書遺~より 9. AC. ` Ra. "dJ  I H·HO"l:HP ー＾ーンt•ン

1こ”す 3 分配比rt 1 オン交換樹脂ヵクムに
瘍入 l て a12Pb を分随す 3 と

"う方戎｀色月 11 だ。匹＆ l;t

親抜種乙勺＂四Tk t院 1) t

渇合｀それ自身の崩填 L ` 
匹Ra →匹Ac • 222几→四Ro. t:: 

よ｝麻長との関係によ，t

ヽ的30 日且に最グと ”3 か

、それ以悛ぱ耳びti加 1 J 

。そのため、ユ今Ra J.、人下l1) ｛良

紘桂が存在t九 99 耗＃在

29Ra ミ ll..千ンク．y -スt 19 

3 には 22gTんか畜積（存 II よ

0... 定量的に廣磯雄 1；；夕翫す 3

x ．．．宣量的 1：：：水拿g,こ，，，配す 3

Extraction: lM HDEHP-benzene 

org. I I I Aq. 
Th 

228 

pH Adjustment : to 4.o 
I 

Extraction : lM HDEIIP-benzene 
l 

Back extraction : pH 2. 2 solution 

Ra : pH 2.2 splution (milking source) 

クに、これt定期的 lこ隙広

l'fj Itれ I#.g s 在 1) 。又 .. 

紆科な »2Ac.で岸緯t z fつ

崩t急を追終 l t:..紀果、約 2

日伎 lこ,;r.,,Ae →四Th • 2,,,.R0, 

r --~ Extraction : lM IIDEHP-benzene •-­
:Aq. Org. 

し " 
228.,212 

I 
I 

I 
I Ac (Pb)  

Back extraction : lN !!Cl : 

の扁 1姜，こよ 3 292Pb ")’"i g 
成長が見 S れ 3 であ、全 r

放射能によ 3 匹ん卜しーグ

の追辞t 1了え 3 ")は、 四Ac.

算責度後約／•5 日以内に限ら

Aq ・トg..:.-------」
Dowex lx8 (100-200 mesh) C0olurnn • (212Pb) 

二fluent

fl Jと II ク阜ガ h ガった。 旦旦~ aUAc ~ t Iし乎ン，．，広

1.) T.Mitsugashira, H. Yamana and S.Suzuki 

Bll. Chem. Soc. Jpn. ; Vol.50-No.ll (1977), to be published 

2.) W.J.McDowell, P.T.Perdue and G.N.Case 

J. Inorg. !Juel. Chem. ;亙ら 2127-2129,(1976)
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2 801 痢葬斑弔滋節生セラウム，ヌJ-mテウ知今祈武

ほ茶句狂ンター） 0究守餞朽窃這麟似
木村寂正樋咲雄 宗疇‘

1. 勝万痕諏判中這助性スト D ンテウ A ，セシウムの定遵法の椋質荊発
直々灯い認し‘紅‘湧抜用いられて令今弁去ば、前討性幻日ンテウムの今前IJ
祖揺如らシュウ鰤としてアルカリ土堤元素を分舟峨発好’澱さ用いて冷／
Ca,と 5r，加を分遊し，ふさ 7 D LI 昆滋として取リ除い「淡S,-さ炭混蝠として今競す
紅弐また虹I甘セラ厄硫莉富＃麟！ガらグシ丑 I} ブデン酸了ジモニりL.\
（以下AMP) を用いてアルか）元素 さ岐m, B江ふ鵡げ攻蜘『カラ
ムい用いて k ，兄bさ除古綬なさ瓜認臼伶涵虚として及潰してい ~c
命｀々心，祝 1: 'E BTA廓和訊｀げ1用したイオ茂液印訪葦品吟／各の
知鉗),A J1｝ーガ｀ラス戯紘弗介1Jラムを叫 I:”訟以刃防含りを疏し発表してざ
た。今直れらの方痣を、i財沌ら叫談府ょグむウム／ヌ｝ D ンテウムの茄齢タ
令Ta酌諒村（煎含LJ I fl芽，魚，ェ京，薄水号））こ適用し r令

2, 1j;J馳

/)ヽ畔雌 7 ォール了ウト等l：出来し，通席’のモ＝タクングにおいて環戎貰判~
叫び砕JJ‘‘認められる、、いが‘板町輝神を対象とし，乞況，咳℃唸
， 7, 危，窃i);, /itleふ雌玲を 表ー／隙咲泳裁
叫て本今虐l、肉'J刃飽鵡 filntt1ネ坪 Sr-の 一 漱¢玲 1ヽ、数
救を、賢‘I、ク。スト D ンテクム）J T I以l > IO夕 とスが／03
1 オ茂麟馬幻~, tzシS-IC ぶ2/) $X/炉 い名が／0
ウムバ蛉JA 月J>ーガラス鵡｀誰心 ふふ6 / 2 x /(}え 仏が Il)3
癌令カラムにお丁る升珠斥坂た ”II J&/1, I >1()I/-
表ー／ I、｀示す。得られた屁泉l'J ~え之 ＞が
釦蒻釦疇汀質苅却が7cs 幻 >I()d 

して渇釦う瑾洟切f\~e 、玖』 露 ＞／が
/tJ｢｢ >II)5 
ノ332 >/~S 

lむ IIJ 3

2 /、 /X//)S
こ／、 .:)x/1)1,t,

J、む／I)ーよ

2). 食唸，危り漣紐の戌危訊米ド国ぃてん澤そ竹った。方落を）月一） Iご，
示す、2

3. 紡知繹緬約芥令苅活を邁飢得られ心魯岱直を表ー2
／：示すe 如，輝輝恥，常疇イオン交麟麒／——d 層られT：：：／複とJ< -
叙げ。｀洸釣謹麟島危険心砂忍宅り彰翫，，彫ォン幻籾碑
沼の今撃騎l淘して 1 /:)HPーガラス屈梼紐ら‘カラム寇/d,今蒐勘旬を 2~ ,l店短縮
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で‘ざる。

）司ー／．節毯試勅わ唸急，―-ウ・

-rla ,“ 直直m 麟 十享J::澄浚

呼＇（雌）
喝fJ『消II

麦え．J芯魯紡槃炉台紙）. 

贔 IJ?Cs pl)ふ

不寇必必滋本浅•発脳ぅ玄
お$ ... 

弔菜 5,2mo、ル 訟-rI 3.6:t.2f 
仏ク立、ダ ぇIPt Ill 

/1.,.4:.to,3 :ZC. rぇ -/./ t9./ 

愈、 I、 7ttえ
ネJJ,:t1り、 I “"±tJ“ 、§ナ 3

I・°:t.I.O 

比 l オ0.3 M ill,~ -0.6 士 l.3

這
Iれ00 :t2li

／加oI90
¢3t:tえb -2 土午9

III)0 エス0 綬t久c)
四c 士虹） -46±.幻

文絨

，）．わ釦蒻淘j凶布詭釘馴冷悪店桑暉I0月
分．ナ／Ll的釦存l 、•お Il 切月妓え素扁分登表な毎

糾［邸初怠与ぼ

2%EBTA ・2N4
H~O 
えHH“

懇[)3

Cll3 （餞）
3汲卓

・放堡

一虚

笠
H 

彗平魯）

干立旦旦J
3）．得中他． Rad1·o 比t0バs. 2.S(lo) 砂つ (I”‘)
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2802 りぅウソエーテル玄用いる中乳中 8'I S卜)'IOs卜の放射化学令村
（日本令杓セ） 0 木村叙正・ （公衆衛生院）岩怠漬．

（江敬大屎碩）厄巌亜二患F ・ （遅屈）ミ兵田章二

1.序論 環撲討料中(f)訥印＂ 5団”汁杞去にっいて固禿煙屈酸法凡び1 ォ
ソ交棟樹熊法笥がこれまで‘に発表されて l) 百。溌者らは、りラウソエー T)し立胴＼＼

る浪ー液抽出法によリ、ク,曼(j)加しジウムイオッ'i..宍存 3 る少浸のストロソ令りム
1 オソを令籍3 る方法を古で 1こ発表したし）ミの方法は、両者叩オン半径の差から
生し、ヽる、りうウソエーテ）以I'..合偽の守史度(J')差文朱M弔ぢ百t沫でぁる o ：：：こではヽ

: (f)介離法を、ミ lしり中())れふt. qi)ふ(i)分村迂に海用す a ::::.とを討砂満足杢結果

が得られたので報告すか

2. 実賦 L綿果 りラう‘.Jエー T)以してはその空孔直径．む容蝶へ(j)涛頃り餃乞

"、しz. Dwt心仙叫 l8-aぬJ"n -6
（以下 C-18 t.もE ぢ）も液ー液袖

迅 lミ用しヽる有栂速蝶必しては nnロ
ホルム立町＼た。

ヵりソ月ーイオソ'l l てt°りりソ

酪1 オン 2 用い、ストロン 4 ウム1
ォジが有梢相へ抽出される Bきの化洋

形屯モ 1し比法 1こよリ調べ｀た結果 Si-·

(t -18)(C6 比 N3On)2 'l捨淀された

゜
ストロンチウムイ大ツ 20trn.,'lカ

）しツウムイオy o.5~13 をを含む習

洩を討和t. L て、ミの液ー液抽迅法
に.f-'J令建 L た例 Iミつ＼＼て、 1弔＼＼t~

方法を図 11ミ.そ(J)綿果玄表 11:::. 示

す。ストロン令ウム!J)回収宰＼ま 0、8~

洩
口
輯
江

薄
ロ
ム
ー

ム
り
り
ム

ゥ

e
"

ノ
、
ワ

I
J

I
L

ト
ニ

ト

-
T
+

、
モ

t
—
醸
ソ

酸
エ
液
酢
了
相
ム

ソ
ン
遠
―
相
化
班
様
J
L
相

り
ウ
ム
相
酸
様
塩
溶
有
木
栂

り
？
ル
様
酢
有

|
|
1
口
有

麟
t
O
り
ホ
有
|
1
)
[
」

凡
—

|
-
3
O
)

訊
）
（
相
斗a

相
水
（

相
水
相

水
水

図 1. 潅ー液抽恥~,こよる Sr2ヤと＆？t (j_) 

令離法

表 1 ．液ー液抽出法による s...i-t Y..伍2") 介誼

皿溶液中(J) S卜1ヤ呵） 10. り 20. 6 2.1. 2 11 ．り 10. 0 

ば（を） o.& 1.1 .2.3 3.5 13.6 

水相（斗）中(J) S ざ（叩s,) 19.0 18.8 18.1 l'1.'1 16. s浸
Cざ(mを） 0,01 Q.03 0.06 0.1 0.03• 

S1-lt l酌収芋 o.93 o.q1 o.85 o.s-2. o.83 怜

“円料薄漁力‘3 有様相への抽出、酢酸ー帷酸tトリウム遼液 lミよる

有様相(J):先浄を、それぞ｀,It 2 回ずつ行った。
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0、 9 であリ、カルツウム 1 オソの混入量は最大 0．口戸｀あった。

訊ふ0)平洟期が約50日こ比較的短いため、樟燥発戻瞼直條等の厖合以外はその測

史1本困難で｀あり、従って、討料中(J)q°Sr の濃度から介加：：用 l澤討料の置む決める
滉合が加。現在、ミ）しり中の唸讀度 1ま o.8~ 9 pCi•i一＼て｀‘あリ、p繰計測時0)統計

誤差等を考虞 l て 1 回の介杓揖作1こ討粁 l 、 52 を即） 3x 、 その中に含まれ百力）Lシ

ゥ A 曼は約 l 、63-である。ミ叫誼(j)ヵルツウム量阻表 1 に m た結栗か 5‘ 泣

介杓法が逼廊で‘さ 3 簸囲であろ。さらに、仕の環焼剖料についても、討粕中の力）し

ジウム置 x 表1 の綿果力‘5 、t介蓮爬できると考え 5 れ 3 。

泣 5 の綿果 2 基 l：：、 ミ）しり中の放節I生ストロソ千ウムの介析法を作訥 L た。そ
の相晦を図 21ミネす。ミ0)方法によリ得られた令析糸宕果を、使束広く侑李われてし）
”俎碩酸法による結果と失に表 21ミ示す。~ 51ミ、一定曼Ci)訊SI-, q°S心ミルり

の町t討料 l：：添加した討閑につし）ての結果も併試する。作術した介析法(J)回収率は
乎約約 0.'1 5 であリ、計測値を栢正す 3 イt単収

申として 1本浪尺できる値で｀ある。
本介村法にお IT~ D. F.1直玄、セツウム，マ
ゲネツ内如力）し｀ンウ 4, I＼・リウ如ランダ

沈 IL テニ内ム）ヨり東 Iこついて舗べ‘t緒果
それらは全て 10.,. .J,'A .tであった。

討杓仄化怜(i)令析禄作に要す~ at間は、約
1.5B紐良であリ．促来竹なわれている発煙硝

蘇図イオン交族枯賭法にくらべ‘及以下であ

った。

：：：れらの耗果1：：よれは’\こ(I)ち法 lま、 ミJし

ワ中(J)}久射I卜tストロン今内 A (J)定登法~ L て

満足；べ‘さものであ 3 。

~ J L 'J虹叩0評珈紐
ヒ体 S卜2t l. 0叫

ジェう酸塩

，硯
Fe(OH)3 3忙夜

Sざ， Bよこf9芯
BCI.砂一寸
S1-C03 

回 2. ミJL り中(!) 11''1 Si-' qo S卜の

介杓法

表 2. ミJしワ沼糾中の8'I sぃq°5団の介析綿果

方決 回収申 加えた放紺描 分杓綿果
心（ Ci.) qo St(p(~)訊 St-((...)'105 1-(pCt'.)

本令杓法 o.'756 在し を l o. so:!:o.'12 1. mo.30 

o.'138 なし な l o. 2牡 o. '1~ 2. 15:!.0.31 

発涅碕酸法 0. '1 15 なし な l O.Si!O.IJ'l 2.06!0.3.2 

本介杓浅 o. 訊＋ l'l.%tl5 l-Olさ 6 ll'1I !33 203切

0.'lbt ll'¥6115 102!6 12.66!33 l'tllli' 

o. 'l訊 ll 祁！25 20226 1 3 13t3't l q'l謡

即I'..¥6.rcx,0-3 <切更化討粘 IOtをそれぞ*<l)令和：：用いた。

1) T.KIMURA, K.IWASHIMA, T.ISHIMORI, and H.HAMA~UCHI, Chem. Lett., 563 (1977). 
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2803 項境試糾中の”互 9夕 Nb の分離定量玖

（動痣•東海） 0尺加受司，名冴且人，平い B5主

1.1ぶじめ 1 ： 表戌放身1月もの測定 l;i抜突男 lこよるフオールアウトの追ぷぷぁゥぃ l;J及3カ

抱設周旦のt;;::.タJンク" rよどの目的で行われて 1 ヽら IA', ゃの対象ヒなる抜措Iぷ¢択
紅i這も瑾分製収年か•高＜長む紐のものが主である。このような救漣として
99S卜，ノ37り”‘肱，’呼＆ rょ b" が1, ＜珂究 3 汎てさたが，厄，約v'b Iこついて IJ比戟りり

少 rふい。和顧 65.58 の丘 I3杜が主｝によゥ叫の分裂で•6.2 j.の収年で主灰し
疇 I3 fのが設燐で和政期3夕a r· みる．灼考の項吃が和奇硬漑(JBJJらかでない。
’ば（戸m呟(J.396, 9.3、{))と？切＇(p,.“0.160) /J戸魏ェキ lレヤ‘- 9l• 91 rJリ費ウのて＂比和
和月 rい内者を）司時 lこ伶渕炎 L てt正坑 1-=- 俎々のi“.)t，·ぁシシとは力とよ）採取 9＼ら

言言：：；□°i器 mg
冒：；閃よ;;r::on
cool 

f~lt er -- 0.45 戸
I 
ppt ----filtrate(l) I :gr.:言r washing 
fpter --3 pm 
I 
filtrate----ppt 

**1 闊03 bo i l·~~ concentrate 

extraction --TBP-xylene 
I 
back-extraction --ln HCl 

I 四OH
c4;?ntrifugation 
I 
ppt ----supernatant 

淫岐 1 での派衰沸正も土 l ＜ク戸、ない．従来
の分祈法で 1釘両塔t合競 L rよい 3 >刹走す
るこヒそ，訊料憂をt分力く用いら孔rJしI::_

t, rJどによ），現受の項吃レヘ‘IV り迄伐 I逸
用でさす’〉従＞て函箔のジ笈吃ゎふ勃い知う
こt 4恥しかった。屹：で·こ小らの点を玖喜
し戻冷の殺虎レベルの咆r,9rNしも個別 lづ皮量
可ら方法t柁訂しノ ンの方法により海＊，海
彦物 rよ 'C に含 3 八うこ八らのオク謹t痢交した。

土立羞分析知概酪這 11＝ず、す。本却

特徴11 海兎勃等t＝クが倉‘弓瓜シ）ン祓滋の朕

玄にあぅ． 1 た対象しした試料な，大骨灼埋
の困難：ぐ代の視由で邸i)検出昂 rJ t”によら

『か°ぅ{ IコメI-＇）ーを速）月しにく，、池屯涵

危わを主ヒし，現在の戎吃 V べ IV(/1“ 代，の方玖
じより測良可算も「ょ表.t-,海底.r.. TJどば対象ヒ I 9n HCl + O.Oln HF 
しft /j\ ,T-: ・丸海水 ri L• II あらかじめ Lロ

戻況捕集し／ぅバル杓（; :SiがC で斥Jb したの 5 ：二：XChange 悶：：~l + O.ln HF 
臼 l:::,也 l利した。）ti 1 1-:. J',ｷ "て． lr, Nb<? 各 I N財OH ~lua t e 

祖併 I:.RI t入人°イクした喝，f4.f.trate(1) p「tHCl | NH4OH 
t l て中原失すシ 9ヶふ lす 8.5 % I 蛉 rす 2.2 %(• zf―：：盟芸芸eacid ]シ。4
ふ 3 1I＼＂，海差粉及 20令ド祖浮J R1 をス／1° イク Zr，o、2 tannic acid 

し知我した渇令（1-,斥今｀淳懐 I: より揚矢争 Ij ‘｀ヽ、 平b-tannate

累？。除鰭r屯のみ汀入（海阜類）で• Iすi)か ＼、ヽ、， 9，西2゜5
counting and weigh 

益 Nb 疇失すシ喝令が認 A らむ｝ヵ＼＇，阜も国
Fig.l Procedure for Zr/Nb -95 

｀r生の及（魚庖籍） で 11 丞 3 -v 8 1/., Nb 2-v/01, - determination. 
0)オ厚史で•あった• ::.の力逹lJ\ ;;和函·までバ受 **Starts here for seawater. 
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作で 1す）み， Nb を矛浅・r生直詞ヒ l ~況毅中に残し妨含イオン）特にりン薮堪も吋，
くこヒが月g,じ•あうの?•·I :tJ屁疇§加t分杖釦人夕ぶぅ悟危した．麻~ soj,す水

釦セさ砂，又 SO3* iす C^.s03 シ疋級這広のために用いた。 歿イオンを知 1,::

ょぅ亙 Nb の分肖見を HCL -HF ゑ，犀09, ;f.,出霊麟§ r栓討した．用いた荏菰
rt f>ow叙 1 X 2 て・・カラムの寸呟 li / cl>t｢ x 7 伝，浅且は約／ ”1／令· て・みら。 疼含“

線の仰l t涸 21＝巳r. 孔 棧軸（な 3 ラムぶリューム (C.k)拳肛 r：て軸Jjス／‘゜イク骨 lこタオむ
虹年で•ろさ． こむら心翠1/ 定lj GeCL.1) 検公谷ーク990 cJ...浚危分祈咎で行，た． 2r，砂
遠鱈釦 9N HCL羨 r· 哀ガ5 でみ，） 9りは-t.o/NHF から 2r 91ャ，J.. 1NHa-0.I“HF で
NI,が’')§這離すさ．げ釦籾 l3 万令件を扉（いか A オンを投今嶽かぷフ
ラクション 1i. 2r .1 9N HCl 。1. A 
9ざマンデII/叩 60. 曲: 60 店
'((tノ又厨 0.01 N よ丑~N i i 

タしンて五竺ヒ 40 Zr 7 A 40 i¥Nb 
のち，fれぞれ /¥Nb . I i ¥ 
9(lがC で炊そ， 2ot/ ¥ I \、 20 ! i 

ヽ． I

砂） N似豆 : 入
瞼Jt加しで心 : 、~.. If. n. i 
炉I心叙し，円 oー 5 10 15 

1.25NH2S04 
+ 

1°I。 H202

板炉 r』うよう c.v. c.v. 
幻I 和過し） 乾 Fig.2 Separation oェz.r ana ND DY du .1. 911 こ^...“°“':Jーしツ上いいUょ．

釦紐骨，放知応紋い和た。 2 ががスフDー計数某を吊・、た鳩令，＂［そ7)手ダな
02 (20叫）で 29 尻， 9知0s (/0 吋） r•• I3.”｛であ＞た。

3度痢倒 本法によりぅ累凌材料t刹定した務晃の／j列（表 1 （こ手． L た． シ小らがf令

晟 Iすいわれt言和料採取 89っ遡っ（印 L てみさ．鯰，疇け 1 分な晒韓過後(-.: 1;J 
Nb/2r ^ 比 l3 2.15 i＝迩っ●●くので、 表 1 ")釦f'c.イ令せてぎ察 1 シヒ．分知） A｀少な
ぃ，，｀定的tー 11 rJし 9 が．如c牛を li泊釦{~ >ヽ乎令/:.近い億 E S すよ 3 をぷ今．
又，海屈抄でヰ． Nb/2r 氏↓すか rJ')小さく，豆命 Iこぱ・こt四と寮 2 人さ。 2 討｀科

t•あ｝パ護．ゥ五 Nb ぱ．佑位）怜心によってt芳使これ．，々の打,:李和紆
昂I:.位・'-秋t·子．した。
Table 1, Zirconium-95 and Niobium-95 in environmental samples. 

sample (No.of analyzed) collected Zr~95 (pCi/kg) Nb-95 (pCi/kg) ratio Nb/Zr 
Hirame (4) '76. 7. 0-15 (av. 5.8) 0-3 (av. 0.95) 0,16 

Karei (5) '76.10.-'77. 1. 1-16 ( 7. 8) 0-8 ( 3.4) 0.44 

Hijiki (5) '76.11.-'77. 3. 2-23 ( 12) 0-10( 5.2) 0.43 

Hirakai (7) '76.10.-'77. 1. 2-11 ( 8.1) 0-9 ( 2.8) 0.35 

seawater (8) '76.10.-'77. 6. 0. 07-0.16 (0. 11) 0-0.53(0.23) 2.06 

pine needle (2) '77. 2. 959 I 712 1600, 1200 1.68 
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2804 火炉舟？｀件中うかぺ疇M直り見応．

灯立 IZ l 碕 ゜鈴木『全司。肱 lコな裕

目的。

麟かもゆ＼料中へが、／マ将汎紐、オ団q ；判足」i主\:. l て爵処；［ tけ ri, tべの 5 、
｀舟試袢ヒし 1 籾し＼ ｀走舟する力｝入 4 、̀` tら A し 1 ぃろ＂ ヒ＜叶紐熊t阪杓りと｀｀
してつい7. 11 和訪ん、う処閲覧，疱＇）足食応枯針ぶ出、立れ 19 （る c
（か l. Ji九和い慮碍•も 1 ぎ 2‘. i乃翌入ん：輝とれるJ: 1 1~, なっし 3 叫

(l 、 トー Iし？ 1 7万松出忌も｝； ］＜みら 4＼みtり l: ri --, v` 。こへよう勺翌式灌泣、
羞い紐＼ \ V: 喝／ぶ狐 1 狡繹叫 rJわれたマ ‘I ?r l̀ t.し'-カーぅぶう T灌渇譴
t i史l利t t削足H\.(T亀｀｀松出郊年，｝ ＾、 Tふ 'I 伺上するし於とら小る＂ことに粒半戒訊
枝社ゃが戸応Iべ，ズう｀1- 応処建スぅッジつよう rs 1ば処；い·困維t5 試料戸，＇
7_ 1t扇I Ti条件て＂直梓剛足ぶ可紅汗1 姥（ばれる、

応這試料中＾オ支え免ぅ足舟を行 rs う仄あ I-: ri、ぷ屹ぺ疇疇i守っ差に｝らか
ンマ、1菜エネ Iしギー効率っ度化を明確にホ’ぁ 1 お 4、な l t |¥ l が｀ Tiらな l I " 
吃こて本史蛉1.‘{3 、i-t ！砂6 年，エネ（しキ'-疇りぷっ祀瓜．試料ぶ叱に｝＇）い

ん、に度（しする令、；す、、あろtヒもに 実胄試料ヒ (1 約屁汲鯰び［スう、．，ジ這＼
丸 l 1, }息 '1 いい紅't'tゃスう、7 ジ守へかンマ綿、祁出枝祖厄在叱に'''1.栓対
t行 TJ....,t:.'

方？広＂
粒正 l疇tホ｀あるt・、必璃i~料'z:. l て rl よ o t I逗麟、1 お｝訊唸能ぶー定q

Ac っふ知t女げfむ利 \V、 9 こ"I Ac—碕洛度 I t T正平t }叱 1: ／紅、肱船む骰如
吐 l ;譴~ l t＾こもへta ぷる U

こ 4\ ら翠‘衣をt必尋底t`°') 1 ン 7 t-t iひ‘ヤ、 I 11'¥ 1: 忘すよう勺マ 'I ネ＇）ダ 1 7’‘ i 
3.t£彗 I: 0｢~  3 ［へh ，i瑶q忠世哀
化に伴ぢぅ忍が｀ンマ`f象ヒ゜ークの口心兎fし
にかぁうとヒも（：エ 1r ，しギー郊卑由絡 F i、巧
t＾ヽ，ぎt^、'文f!弩＿の試科叱填社這舟すみ［河
ヘ計！這辛 I t I<.-t/. 0 "'I[令tr.先ぶtた名I] q Kば
心いいtいいl試料峰叩贔尋t
如見しtて ^5 t l" t•-7訂じ弓況；オ糸和 L ，奴星
心釦及に上澄ぷ夜t府{.'A.ラ() --Ar、、"I 3 j_ 

武料をマ＇）え＇） ?'i 7侭羞に入4＼スペ 7 I-Iコ
メ 1、 1 ーも行 Tj → F、“

緒朱。
※ ala l: ciーす『うに、本朔l足奇、にお、，tも

3 及祗料偽／ふ，マ＇）う「') 7 1 7羞器ふL凩
ず|\. [；．承底ギ '1 ダ｀／ 7 麟q約／．ぐ倍i訊q

しやへりメ本

り

こ
i
団
贔

浅 1 図．殉l 定／楓蛉 l旦，
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叫這t得るこし1!)、ヽ'(..いさ訳 v
この結果ん、ら、今使トー、し？ ｛戸皐い闊し象器げ井戸£砕／ふ； t'）埓、く

tげ、Ii)、 r.-') へ計t叫q伺J:_,0:·ti-＼伶立」凶レ令恥． ~3 日っこいとく 0、 (/.I If 
峨料て｀ Ir 自巳叶ふ収 r＿ょ社什髯吋紐ら lK r5 ぃふ｀ょ£, 3 メヒク譴ん、｝加o する I^
従，て栢己叫2 "I骨｝紺ぶあらわ 4\.. 、i込1.. ?iｷ IL ギー紗l lj遺恙t｀ぷろ v こっ恥あ．t\
忍屹試科の；息’I応予1．（て,1:、あらふじめ訳料危舟汀ヽ l` r．効奔由、綿，象 E す、あろ％兎な
ある a

戻昨＇＼武科としてが合応い 7、うッジ• F 割足し疇朱．没t./. li¥ "'スペ 7 ~ I\....I: みら
れる｝｀うに，叶五＾才亥｀l 硲丹渭i召彫主江」ヽみ柱（ふ鶯t汲灼や丘急 l叫材屯と見われ
み I ー［ 3 I, 心f -7f TJ乞｀叶•松出i爪，兄 A\ 元]ぃ札礼：つ 1, 1 1遅他t i、｀あるこ
しぶ 1いきt、‘‘
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2805 環痩中に存在す 3放身拉競亥種の定量（ 5) 松穏中っ放射性核種濃
度の時1記変動

（名大理） 古ヴ葬呪

1. r原子力平和刹犀の進展乙どまに環境中に存在す瓦奴釦牲核種に由す 3]叫題

の重要性は土すます噌大 L て L) 3 よう 1：：：｝甕われ 3 。当坑究室にありてしよパ'73 年以

衷種々の環境試糾中の放射＇l生核種の走遵に従事i I'唄奴包桂果の一萄3 しま学会に忍）て

発表 l てり 3 か＇；今J可は主と L てノダクヽ年／ク万が使に採取 L プ：：松葉拭糾の中に含

まれてり 3 7線放射体について報告す 3 。松葉中の放身す性核種につりては昨年の放

身打ヒ学討論ゑ江あ・りて報告 L たガ；名の後中1司によるかなリ大紋！模な大築汲り内核突

蘊があ：：なわ＊，そ中によ 3降下物オ液手力知吃号力＇ら放出すか 3 放印性核種叫愈

出左さらに 1荊均にす 3 士・そ中 4咳五た。 L 力立福島原手力癸夢衿イ寸近て・綜耳ズ士れた

拭料力‘らば以苅ぷ l辱紅コバルト必炉捻出されノ化切兌1域‘て砕られた拭料に対す

”'>芭イ直と比ねす 3 J:!:,,発零冴付近がラ染は咽ら力‘なようにみネJ.

2. 浅雌直糾は福島原手力癸電所付近および＂名古屋大学t羞内において昨年末力‘ら令

年の初めヽ：：カ‘（ナて採症 L た。ゎーグカ＇ら／ kグの試｀糾·乏娯高 4厄゜て灰ィI:.. t,ホ°

リエチレン忍い項菱ヽニつめて測定舷斜公 L た。 7浮スヘ゜ 71ーロメトリーは堀湯製作所

裂の知乙り半埓知紐器 (Gu-C ぷ2, .s-o c...n.3招挙）と比立梨作舟裂の知砂

チャンネル波念介杉器をJf-l，）てお二／よった。洵定系全体と(..てゎ分餅怠り錢氾『

直I：：オキとて久．ヽ ke.y -e，'あ'),ヒ゜ーク樟出幼年は 0,37必て9•あった。

責の松者危』え糾につ¢)ては土叙大学原手力．砺究所の T虹 GrA MA 尺 k 亙型ノロ
炒乏凩 I) て放身材と今杉乏あ二なった。 Mn, .1凸， K ヽ＝つりてはよ分9釘控射した拭

糾力‘ら．）逆遵 LI 応ノ乙 0ノ z,._, Se., B,.,.., S'ムにつりては／夕呵I釘想釦 L た試糾力｀ら
定量 L た。

3. 棟出定量て・きた核種は TaLie. 1．に矛、とた近リである。 灼＜，も’e 以外ヽむノ、エ

放射，1生核種てあリ，その大苛分は大氣国内核実，続によって生成 L たをのてあ a. L 

力‘L 伶今ヽこつりてはほぷ．ム．ヱど全·て力‘..BWR Table 1. Measured nuclides, half lives, 

型原子力発乖所力‘ら放出ざ也た分の乙秀クー
Y rays counted and y ray abundances 

ら＊J O Nuclide Halflife Ey {keV') •Abundance 

現在ま-i'に将らわた系告渠の中力｀ら福島 Ce-144 284 d 133.4 0.11 
Ce-141 32.5 d 145.4 0.48 

冴子力疾喧所付近ゼ採坂 L た松葉に対す;;I Sb-125 2.71 y 427.7 0.31 

滉り定値を冗必ム1- 2. f二示 L た。 これらの本名 Be-7 53.6 d 477. 6 0.10 3 

果去その、イ也かかぎ偽と比戟して特られた結 Ru-103 39.8 d 497.0 0.89 
Cs-137 30.0 y 661. 6 0.86 

論を以下 lこ示す。 Zr-95 63.3 d 724. 0 0.45 

1) 以前の渓わぎ結果乙比紅 L て短寿命の核 Nb-95 35.0 d 765.8 1.00 

分裂生成物の項度はいち L" 3 L く哨加 L --C Co-58 71. 3 d 810.6 1.00 

り 3 。 これは朋ら力IL2 ／グク£年秋の中国 1 ：：
Mn-54 312 d 834.8 1.00 
Co-60 5.26 y 1173.1 1.00 

よ 3 核突臨に由来 L てレ） 3. 1332.4 1.00 

2) オ亥分裂生ぷ砺以外の核反ぶ、生ぷ姉につ
K-40 1. 26xlO , 'y 1460. 7 0.11。
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し）てぱ砕らが桧出されてし）ることが興昧；［．一方て｀しま‘°今の濃度が＇そ水（よ乙＂噌加

L た鈴がみられず＇，原み力癸屯所からの放出の検知遠未逸リ可能なよ? Lこ，＇思わ土

3 。必加（む這よ，）を高濃度乙なリ， この咳種によ 5•発屯房力＇らの放.:l','7)横知ばし

ばらくの）釘不可銑むぜ、キれる。

3) 呉研滋ぎぜ綽綬中の大彙丘放射性核種かか窪果によJ ~, 19 ク／年中に麿

下 L t:.放射性物領ばI，叩年 9 ）：1ユヽz.1 追実．箪：：よる表のが大命分亡あるが，ノ9 グ7
年に入って力‘らの降下物にしむI 片I7 l..=T o;,核実酸によ 3 己のが多く，特に娯近ヽむそ
嘆I句舟 9 古 L" Z しし）。 L ガも長奇令核種については力＇なリ念し）：裳度を赤 l て、， 3

o L たが＇って令筏i松者中の放射性杉綬が望度は嘉り在のメ考えらオつか＇ン扶介瑳

生成物以外の放紺性核種はそ中（えど多くな， 9 -i.｀あヲう。

4) 名古屋大学燐1勺ゼ採取 L たネ1考の放紺イと今朽の終忍こついて叫te 3. 、::示 L

た。このナゼ特手に注百すべきなっぱマンガンの念量が非帝I二宴1L ） ：：ぷてはあ.,.て,

松fぇ畔羞の中力｀吐蜆出されやすりの生そのたがあヨう。他の元素につヽ 9 てはそ

炉立＂毀治な傾向↓よみらわなりが．重金底ガ＇＇遵線されやすりのは一船的な峙微--i:•あ

3 と券えられる。

Table 2. • Concentrations of various radionuclides -in pine leaves (pCi/kg) 

Sample 3 5 8 , 10 13 15 

54 Mn 19.4(2.4) 17.4(1.5) 8.1(1.6) 19.1(1.6) 15.6(1.8) 16.3(1.9) 10.1(2.4) 

60 Co 10.5(2.2) 9.5 (1.4) 1.4 (1.4) 2.0(1.2) 7.2 (1. 7) 0.6 (1.7) 2.1 (2.1) 

58 Co 42 (6) 54 (4) 24 (3) 90 (5) 54 (6) 74 (6) 54 (5) 

7 Be 2275 (115) 2205 (70) 1060(70) 1665 (ll5) 2750 (70) 2270 (105) 3060 (105) 

144 Ce 525(11) 629 (10) 298(10) 1050 (10) 648 (10) 836(10) 678(15) 

141 Ce 1030(10) 1440(10) 680(10) 2045 (15) 1225(15) 1985 (30) 1845(15) 

137 CS 58 (3) 246 (3) 85(3) 31 (3) 602 (4) 43 (3) 42 (3) 

95 Zr 1530 (30) 1710(20) 795(20) 3905 (35) 2230(30) 2610 (30) 1815(35) 

103 Ru 236 (23) 302(10) 158(6) 274(14) 245(26) 372 (22) 384 (15) 

40 K 2590(55) 2205(30) 1770 (35) 2400(35) 1885(35) 2240 (40) 2645(50) 

* The samples were collected near Fukushima Atomic Power Station. Errors due 

to counting statistics are shown in the parentheses. 

Table 3. concentrations of various elements in pine leaves (ppm) 

Sample 1 2 3 4 5 6 7 8 
, 10 11 

Na 8.8 7. 2, 9.6 27.9 13. 8 16.6 20.8 11.6 13.6 7.9 10.9 

K 3340 2180 

Rb 4.6 4.4 3. 5 3.4 4.4 4.4 4.2 

Br 0.33 0.42 0.40 1.23 0.53 0.45 0,36 0.32 0.92 0.76 0.92 

Mn 94 140 116 180 221 349 68 68 113 45 151 

Fe 16 19 22 58 13 47 25 14 

Co 0.37 0.34 0.34 0.43 0.30 0.45 0.28 0,31 

Zn 11 12 12 19 11 16 12 14 18 34 31 

Se 0.36 0.32 0.31 0.35 0.34 0,18 0.46 0.51 

` Sb 0,10 0.05 0.09 0.05 0.07 0.14 0.10 0.14 0.19 0.07 
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2806 伊豆大島が鎚および＇土壌朽＇3rrcs

（青ム冴茂大理工・明治大工・東大地度研） 0 木村幹・佐藤純・
ィた版釉即·乎尾哀光・佐羽内具利う・斎籐硲う

卑
Mei er ら（1) ，さ、本秤の火山弟を含も、世界各茂l1)火ム喰広吻 I合含まれる 239 pいもア

lレフ？線スヽ°クトロメトリー'"ぶ＇）走量し、 IOー14 3/gォーダ‘—の 1』 2 秘吾 L 、さら
にこの2.39 厄ぶ放射庄降下物起源て••な、、二とい推諭して、ヽる。 .::.れに対し、J左農ら

（ユ），i李秤の第 4 紀の火ム喰出物約6o徳 IC つ＼ 1 て＇宍s ")含量さ平｀め、：：：れ 1：：衛物
中の2.:1'1pu/137cs 1:1::. (三宅ら (3)) を適用すると Me i er らの 239 pI.A. 0) i直と同様；のオー

ダーになることと報告 L た。今国 11 、地：吹 E伊豆大烏に限走し、湛麦火ム及四

心壌の試料 I• つ n て非破壌がンマ線スヘ°クトロメ,.り一によりその中 1:含まれ
て 1ヽJ 13り〇ゥ定曇こ行い，特 Iこゼの分年の収｀沈 2 明らが、こする。

皇
試料Iむ紐f1)"および内炉｀新·舒なり郵分，火A灰唯桟層中の表澤層年
137Cs 0>分和 2 睛らか 1 こ 1 3 ことがて‘｀子 3 よう,~足択 l て株和、した。洛殆,~あらく

だ 11::. L 、 火ム灰曇ェ嗽，1 風乾；して；屁入してい 3 植物こ除去し、 その 100~5003 と
ア？り 1レあ 3 、｀は不O') ニチレ＞遠品（第 1 図） I"- 入れて放射能測走,~ ~した。

渕走忌凡責 Ge（い）や導倅検丸知用ヽ、たカヽ這が試料 I：っりて、3 Naエ
(Tl) ・シンチレーション検洪晨こ用 Iヽて力‘｀ンマ線ス 1’ ？卜 1レ Z 穂測した。

麟
得られたがンマ線スや？卜）レ0)ー (5’l E 第ぇ図 1：：示す。
血ェ（T.Q.）検洪届逗用いる玲は、 I況s の 662 keV 
のがンマ練ヒ゜ークに対して、 2. 1 't Bらからの 6o ~ keV 

のがンマ線（這 3 かぶりに注方、しなけれ 1な＾ならない。
このためj::. Iな、 I 76 牛 keV 1:::. 呑たす~ 2.1 斗 B-lの力‘｀ンマ

稗 \::.o_? 1 用,,て柑正屯行）二と 1：：した。実際に 1よ、

第乙図t::.示すよう 1勺浦正 11まとんと喝要しなヽ1 試料が多

かった。

ヵ‘‘ンマ紳．スヤクト IV の舒祈結果 o 一向3 江第 1 表、吋示

r。安永津弗 (I'7'1 8) の表層-i'11. I 、 OX IO ー 13“13 J,X 
.l:..0) 13'7 Cs が認められ、 3 らた外桂，上は取庶ヽこ固経し

て 1ヽる潜浩内坪 1::. も、 表歴17) /0~20 尻に祖当す 3 世の

戌s が｀屈在する.::とぶ明らかと；；；フた。 一方｀火山

及・エ壌試炉｀は． そ0)多くにフ n てゑ層 Iこお I) \渫

弗の約 /0 倍程度0) 1直が得られた。同一年 1心の噴出物て•9

も盛出していな、ヽ堺屑r -e·,;以紐限界以下の 1直とな 5 。

3 むらかん・さとうし'‘りん・さとうかず｀お、ひらお

4`L 社フ・さばな、、まりこ•さいとうゆうニ
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簑 2 図 伊豆大島火ム灰唯積層
辰層土表のガ｀ンマ線スf？卜 1レ
（一卸）

第 l 表 伊豆ス島火ム喰出物試料中"J l37Cs 

第 3 図
伊豆大島火い喰叩物匂財がり）
（一告F)

試 料 13梵s (X 10ー13~ /S) 

{ 表層師分 0~5c汎 2,8 土 0,3

守永浩弗 内部 5 C.m 咲内 O,L/-3.:t.o. 0 8 

I'17 8 表層塊 0. 6 't土 o. 0 7 

（文枷‘(:z)中0)ィ直） o.32. ｱ. o.o !i" 

楽岩危最.J::.層 3、 7 土 0，Z. 1

土壌
I 
守永湛弟さ覆った土壌 53 土 0、 93

火ム灰堆積層辰層ェ唆 9、牛土 0,24

堆磯層 露出しt:. N+ 層 800:t. 70 

、 史全直土史の N 出生 < o.05 

(I) H. Meiet' et al., R叫‘oc.J.,ini./tc.ta ，召、 110 (t'i71f). 

(2) J. Sc:t.to, /(. S.吐o, N. Sait o , ~ochem, ]., J!.., lf9 (I ~'T'T)、

(.3) y. H iya./-e, Y. Suが m し r4 ，ヰEA·班,q如， 91 (,q'76). 

（り） N. lsshiki, 0-SHIMA VOLCA tl O, 釦ClI, S14rVey J'i'叫，fJ· 6 、
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2807 各種濁菟中のず線放出核種叩頃交
（九大理•愛媛犬エ＊・九電統研＊＊） 0 高島良正・百島貝’1率
堤日8ニ・中山柘軸｀＊•山下博‘**•中島弘え＊＊

環境放射能問題において随：年大型原令ガ椛設が海難に設置されるようにな，た
現幻‘うみて、海1k..や 3毎崖生物が重要な環境試料となっている。 とくにわ力渾て‘`
は海藁を紗食する[ I) うこと、また海夏這、のように秘動性ぶないということで、
重要かっ府効な環境試料となる。 jた核積の水中濃度ガ＼ぎ，わめて小さく分粕｀ l困難
は場合でも、海莱力＼、ある椎の放射l生核権を：農縮する性横を利用し、海藁の分析から
水の放射性核種のしベル推定も可能である。
そこで｀本研況堂で l] 、同一楊所に生育する力権殿の海茶を採取し｀それぞれの海菜
にフ I ールアウト核種ヵ＼‘と泣ヽ程度存在するか言爾べ、放射性汚染の指示物質としてt‘`
の海漿が適するが見出すことを目的にし、浬l史の溶励なか線放出核稽か削＼定を行な
った 。

［史験］ 試料は＇76 年 6 月 2 q日に予偏的謡査のため株取し， 177 年も 6 月 29

に 1床取を行「J｀フた。 採取場所は福岡市郊外の忠哨島国民休暇印お位の店場で行な

1.ヽ孫取した試料IJ.貝殻，、小,b'砂峙を取＇）除さ、あげ釘隻水切＇）をしたの 5 會董
を湧'li包した。 採取量は去年の予傭的錮査によ＇）、『線測足のときt分なl及力＼得ら
れるような量とした。 だいたい生重量で 5培～ ／ 0 伶楼度である力ゞ、ミ）レにつし）
てばt分店量色採取することはでぎfふかった。 試料/Jその後水、直水で十分如杞ヽ

E 行「ふい．塩分およびまた‘‘4耀して＼ 9 る砂、且殻等を取り隙ぎ、イオン交換水で2
度洗フたの 5 I I O °C で乾燥ざ亡た。 欣化 IJ囃気炉を使用し、除々に温度色上 1ず
なが．う最沿温度 460°C で｀J ~~24 時間灰化を行なよ。 なお灰化炉ft分rふ
評分 IJもう一度灰化 E行なった。
採取した湖策山76 年はア T アオサ、 3 し毛？皆 7 種類であリ、 1グ 7 年 l J IO 椎饒

であった，

『緑スペクト）レ測定は P ．匂丁．社製伽(Li)手喜体検阻器 (R G- -11 型， I o 5 C'Yl¥3 
｢ ~2 伽m. X 46 、岳八”^'6OCo の I 、 33 Me. Vに対して F W HM 2、 I ke.-V)'t. Tro..c.oY 

NoYthern 社の TN -11 ・ミニコン付 4o q 6 千ャンネル、浪飴分枡器~／および‘

0屯．c...社製年(Li)手急仙検出器()f ool -l!J2l W型， ~0 C企， 60Co の l 、 33
M戸丁に対して F W H M 2̀ i kev) と N叫ar - Data 社の ND 240 O ノ Io 24 

千ャンネ lレ淡沿分枡器を用いて行なった。 通幣の測定は 20 0 ,rnJ__タッ l ゞー 1：：灰
似式料を入れ 60.0 00 紡行「ふフた。
［結果と角憬］ 予偽的梱査ヒして、 I g'7 b年 6 月に採取した試料につさ渓’I 史した
蝕泉、含肴放射ヽ｝生核種が海藁の種難によフて弟しく異なること力＼す）力‘った。 天然

放射性杖種であるやk, 226似ばすべ｀ての種魏に校出立汎る硝名の：農度は海藁叫種

頚によ，て異なる。 フオー）レアウト核種11 イシゲ中に最も約量にしかも勿種穏含

iれ、イれにつ l) で｀ヨし毛 7) マグサなじの含府量が高く、ア T アオサ，ミル等で‘
は放射性核種の含盾覧が最も他＼）ここがわかった。 しかしこの時の測定 11-、言見糾
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の量がまち 1 らであったことや試料採取ヵ‘う測定までの時間が長すぎた (6 ヶ月）
ここなどのたぬ測淀腺差が‘尺ぎく大4本媛向を示したにすぎ‘なり。

そこで 1 qヮワ年 6 月採取した試料につざ改ぬてか線スペクト）し解枡を行 rJ，た。
今国の測定は言式料の狛処理 E 早くし、かっ試料の量もt分とって行は，たので一鮫
に前回の試料よりもヵ種類の 7;t -）しアウトが‘検凪定曼ざ訊に。 たた‘：毎康試料l J
循年度のものと同一のもの色枡導又するこに瓜でき rd万‘ったので、ー評直った種類の
ものにつり 1分枡した。 ） 9 切年の試料の種類）採取生墾量／穀煉皇量，灰化手
，検戯定量された核種允を下表に柔す。
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2808 海中牛にあげ 3‘° C。っ化序筏

液匡研那町涛互討 0浮罰匂訂小濯？卓

締言 泣I（に放炉生コパ 1し卜が祐出ざ山花第令ナ付品ヽ＼肝 l問尤経過すわけ‘壬虻
つつ代 1 し. \-'t年値ぅになう 1｀王うっ奇は齋易 1豆穂條さ中｝が放出直俊ぅ姪晒l蘭では
疇‘今｛ ｝し（りかな＇）屡ぅ肴肋石t 3 t舟ぇ 9 れる。 こう泊忠直後ぅ放街f生つ／ゞ lレ
トが℃ぅ 1角な瓜国祠戸 3 であjっろ｀ t了這 12.っ，、直訂すぅ手麟加蔑
液 1'1_令わJフ lV （しい海＇）（サ（1 おけふ分仔希豹で知 3 上で重号であぅ。こう）謹←
紅石刃 1-Z辺）心｛・万ン強四= ()、 (,7 ぅ棺々ぅ l"危ぅi’翠戸麟況ぇりぅ中
戸fぐ（し /-1 オンが鱈 I研で 1 オン怠／芦元倍吋［隠 I2 あうもっt l てi象荏し？，1 う

積，1 T ンt遠合印釘 17.つ‘｀でオ釘□ 加え瓦初出直俊") 1 オこ会令辛衛 E追菜す
3 年 I?. 宅点tあき卒稲では迄l呵ゥ篠丘曇ぅ丈き，ヽ殖イオン々ぅ念令平術、すいわ
5 cど 4 オ v x,Scf-も、よび釘イオシ l2') 1、マ念令史帝℃承＇の応

乳危危／合定数ぅ現1定f？けイオン交延
バッケ法苓 l~ いて 4 T ン弦度ひ¢炉譲覧

し花瘤恣江d t 19°c て怠直し F租庫
（恥．．叫4 俎炉{-迂，幻IOO I如·ん、

幼翌）／ 9 ぞ 2 時 1叩孤ヽうして席法 le
｝＇）分骸1系勅 kd む矛＇の花。 こ:.. i直。
五町溶泌ぅ，S犀ぁ｝ぴば―ィォンう
環食1c- 1f'./表は示す C -;:_中らo;i I堵泊曰羞
届肴、応I-りウムキ加え 1 ォ邊、底 a¢7
に謡惹し瑾．夕ヘ／3)<loー?M/.f，てな

3 ［今 m Co>tを加え ‘O(}。ちf令加し可紐麟てし瓦祓産印鱈鱈ナトりウ A

這きすI\｀て抒絲らそ屹ぅ 1 オ仮 ltlし石、過福責滋ァト l) ウ A は一終 1らも2- I麟緒
晶 l て l0 ぃ,=;.. pH 調整. i-i.は過慮食詔ぁ、さひ塊恥プトリウムi窓液で 1月＂で行-,1i.。
紅毘t寿房‘｀イオン会令年衛

定希幻3？を平‘りぅ裔口店 4 オン カ 2 悲 C.e2+ 、gc；一qイォ達令平紡史的
ぅぅ呑醤万 l月し、 3 Aいきでふiが、

こ中う") 4 オレ、3 樟々ぅ濯哀お
J 1)ｷ" pl-1 \-zお、，て兎骨仕委匹証

りす手は手字上 1利社であ 3 うで
4 オン弦腐一定ぅ下マこう危々つ

咆食t l刊、て計算t行っ E c 

Cぎ 1 オ・ン 1so孟ーイオンっ

余令並術っ戌令に切i荻‘1 } 4 

プン稔け吃面が 0 1 E り屡てあ
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場合→ふに伝tの解祈法℃与つま］利 1孔し恥オ 2 毛 1改pH にあげ 3 令／B 定
数 An も示し E 。 1 臼ふい 1嘉分溝穴が齊~化し R戌令辻1J 141 する万の反 4 オンう鑓
り 1-z否ヴる/l..,, "値｛卑語で来｀の冗‘t'H ~唐ィに 1-Zざイ5 ／会令党粒今奢如すほとし
℃見ぅれな元下が，イオン舜席っ複’収」っ刃 l c t'J 9恥 lてげI ぅ値ぅ差要が認の 5
出見

ぼャ イすレて改ーイオ＞ ℃っ会令年衡ぅ渇令 17. 1-:J:正っ咽祈f月っ積が二っ食哀'

すう在の I1 和冦痴紐A ~方法 1-z. J'り僻祈苓オテ ,1 胃 l讀にふ如ん戸ナつ方沫i」.., 1 

絹疇昂℃疇をし印沖這に二っつ汀噂ぅれ~ Jm ぅ 1直ち示す c 尼叫切う
解祈~ 1'1~宕泌内に正電斎F 有丁 3 イオシ積が
二っ以碍石す 3 戎令 I？特i？呑効な方法であ 切這 Cぎては―つイオシ令紅衛＇史初

3 が7f 3 希\,.旦 5 れi桔 1-z (3ぅ値が Il、さ，1 ~＿ご＿区如狂奴怨 7`z
4 T ン麟違祈す汀毅 1豆直位ナイオンう
濡應役い対す臼汲條数っ度ィ叶令か）、 T q 
豆字瞼誰差かゾ鯰ぅ計算 lz 大きく彬臀す 3
。ふ上妙叶つ方法t cgナー改一余令葬衛ぅ
伯祈這、、も速令 h り加脱に 03 急すうイオン
積f1- C宮 1 T 心這合で CeCl均昭兎け無
i見できる℃依曳しマ言す箪すさつマあづか‘・カ
ぅ命＼逍 5 中 3 孫 11.伶ぅ値けうな I) 負. "、一致
たず~し-z.,か 4足って会令年衡定房□ 1卜さ＼1

鳩釦け 5ふ恥ナぅ近似釦和去い9,, 3 オ
がJ `)負し1 文芸えう(.-t 3 0 

以上っ茸駿，'2 J'')得ぅ中在平衝之敷名月 11 ？ゑ溜液（であ＇ワうコ／＼い（し/-"化 Iや挽ぅ
割令て計箪レわすなわ.,. 1 オン弦窟 o、 67 ")碕齢イす口落液にあ，い？．ぷo;:―
イオ｀✓ っ龍府で(J`Dl ~ (1す（デ剛（r-t "'l急厄）とし石tい合 も:;z_t r7忍， CcSO｢, 22゜¢
C。(SO¢) ：←―, f Z 与（で Ce(5 し94)}午―, /¢メとケリ、ジ盆麦 1 オン瀦該 n 巧．，て⑦ダ―

イオンぅ濡角t oぷ“―/ tす：て C戸、な笈，＆釘｀が，｝ぐ災tなっ＇瓦
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2 809 考水中にお＼ナる放訂I生核饉tぅ容存石礫物噴との祖互作用。

コ 1ゞ）し卜とグリ己ンとの相亙作笛のろ紘篭気う永動法による研·克

（近畿大・哩エ） 。本田嘉秀・木村雄一評

渇言J省太中にお＼ヤろ放紅I生核種の化灼形と々の存在状態'E B日らかにすること

ば、海洋環境中にお Itる放身が生核種の分石と生狗壊為にと，ても基本的に重要なこ

とであう。放射性コ lゞ｝し卜 1古軌ヵ、炉命却 71く中に存在する主要な中，荘子誘導放射蛭萩

佳で•あ 1) 、さたぅ毎角生莉）による環縮係数力＼｀｀比較的嵩ぃ：：とから注目これていろ，今

卸水中の放紅1生コ l ゞ 1 し1-- l'l", 主と L てイオン彩で放出され、女水中で比懃的短叶 a

の間i古，なお単ーな力十オンとして存荘すること力I" 知 3 れているか．．、一方港存肴磯

鞠噴および＇ n及羞牲粒子などの豊罵な河口や冷樺水中では、非イオン形の各穏iの錯体

として存在し易ぃこと苅報告されている。今回滓者 5 l ;J:'、 コ l ゞ Iv 卜と冷岸海水中 1 こ

迪酎石荘し、かっ存在量の比較的夕タ 19 了ミ）酸 <!)1 つであるク＇’'）シンとの相互作用

t高電圧ろ緑電気亦動法によって検討した。

〔哭醸J 海水（す Lyl'na.n.、 Fie叫嗜の人工海水て，pH を 8./ Iこし、使用前 1こミリ木＇ァ

フィ 1しクー HA でろ過した。ろ絵篭気求動装置 1な 3 翌涅屯使用し、；勺のぅ永會力条件で 3

個の試料屯同特に泳動した。：永動条件：ろ総~ It魚洋ろ糸に Mo.5l 、えX 4Dcm.で、中央 1こ

試迂約 10がIを添加した。電解質寒夜は 0、 IN Naaoバ‘, pH6,3 士 0、J。泳節砲圧 1古／J.oo

ア、兎圧勾詑 It 40 o/c,m.、電窄 1 ま I5~2/ 厄 A で、；永昏1J特間 1まえ0 分とした。永動槽には四

塩化炭素屯満たし、それ（：：余却帯を過して堪霞た /0 士ズ C とした。放射牲コ（ゞ I I., 1-ｭ
のスポットはオートう己・オク＇・ラムにより魂認し、またその部分の放射銀もオーいウ

ェ）しがンマ練滉」鹿器で危量した。安吏コバルトのスポットは 5 ％盆化ナト＇）ウムぅ溶

液を噌霧して碑言屈した。スホ°ットの見かけの電気紅這 Iま匁式によ＇）求めた。
瓜＝彗(1!1. n. V ー 1. ~ー'· c.m.)。 ここで、 I,(:見かけの電気泳重1J衷， s :スポッ1-- (/)泳
勅距筵（凡叫， b :,篭極間距難（と）， t :祠事］時間（t.r)、 H :永動罷圧 (V).

〔結果〕 人工ぅ毎水中に究。（化均形 CoUぇ，約珈000 cp吟包）とグリシン ({5X
lo-a M) を加え、 15 土え℃で連続遠気（柔量率約／00 以／心）し、経特的に吃o の電気

紅碍動を調べた C Fig. 1) 。 100 「 _ er-0 C-1 (l.l'. =4.n 't o庶）
これによろと、初め B月 5 かに鳴イオン

(C-1 , 仄＝ 482 1 0、 ?5) を示した町。

lt時間ととも 1：：戚少し、中牲悔が増加

j!O 

ゞ： 60

した。また 3 目目以後に 1が含イオン疸 & 
(A-1, U=/.13 士 0.01) が出戎 L, 蒔閉 40 

•• N （正 0 :t0) 

X•"'X A-1 （ば＝/.'73 土 0,01)

とともに噌加する頌向が認められた。

そこで｀，この根な固厨永動奔動の変化

に対鯰して、コ Iて）し卜の化蔚形を検討

するため、安定ュ I\‘)し卜 (Co Ci.,_)とク｀｀

リシンの云／し比! 7 : 700 t.し、クo .c

で｀ l ~ 3 時間撹拌加温し、さ 5 Iこ室温

2Dr r-,x•9 
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でぇ蒔間護守 L て、ク｀‘1) ジナトユ lゞJし卜儲体の生成屯検討した (F；戸）。

F1,各．えの濃厚スホ°ット智分（ ~:_o年匹） に行t)le Mob,\;が1f1.瓜•Vず•cvn.)t痘水で紅し戟固の後、岩塩棺式によ 1) |砧 70゜C 8
]
-

。

示ダトスペクト 1し分析乙行ない、ク｀｀ 1) こナト

ユ Iゞ／し卜鋸和本の生放互魂誤するとともに 10

Cー 3 蒔闇、さらに室退え時闇でほぼ‘史量的

（：：錯体が生成ェ小ることが‘/iJった。

浚 1：：：この様なグ＇ 1) シナトユバルト錯·体の

生紋に及ぽ‘すグリシン還良の影響も疾討す
るため，安楚コバルト還度は一鹿（タm.M)

とし、 グリシンぅ農度をそれぞれ夕7), /00, 

S-oo m. M ヒ L て、 70 ℃ぇ蒔間、 さらに堅温

ぇ蒔朋の反応で、 グ｀リシン壊度の塔加l:::.と

もにグ｀りシナトコバルト倭界本の住供量も増

加するこヒカ＼‘`示工れた。さ 5 にイI::'..沿形の磯

●
＿
ー
＿2
-
3

。

Tris9lye滋西）~6ba\t(lll.) coi,,.plex 
ほyn廿esi芦｀

巧．2. Pa.r叶 elec.tropho函ic 色ttern of 
Co ba¥t in. se込 water medi Ul'Y¥. 

w,th 的cil"e

(_Sm.M of coba.¥t a.nd S-oom.M 
ofがye,il'le)

力 1 なグ｀りジナトコ lゞ 1し卜錯体として合救し

E 卜 l) スグリシナトコ l\•`)し卜（皿）錯体について、海水中での要史l生苫調べ• T::. 。そ
れによると、 トリスグりシナトコ lゞ Iレト(1l[)錯体ば単純な海水中で（な、極めて妾

兒であリ、約4-o 日厖］の A炉唸期間中、その永勧スホ°ット 1切原，せ、に残篭し、代 1：：コ
I\‘‘)レトのスポットしま談め 5 れなかった。しかし、え枚貝（ムうサキインコ貝、平均

体長 3 c,,,,_）の飼育水梧中においてば、条勺 30 8 贔月の飼育期間中、 トリスク＇’\）シナトユ
バルト餐体の約10 ~?0 ％力＼升註、に残留した DI’｀、それそれ泳衝汀夏の異なる 2 ~ 3 の腸
イオジ種おぶび＇曖イオン桂が少曇 (~{I%) 認められた。::.のことは、 卜りスが）

シtトコバ／し卜(Ill..)鐙体力1＇‘考定生物の代翫過程 1こともな｀て変化することを示唆
l l.いるものと恩、われる。

また一方、グリシンの存在しない海水中 (15 エス°¢、連続通使）において 1ま、コ

バルトイオンの永動スポット（f/..'＝夕14-:t o,I2) は、 ai ei呼·とともに拡散し、/!;日

目以後に（古、泳廊茂のより）9、さい：農辰なスポットか瓜戎した。 コ lゞ 1レトの泳咆カスポ

ットの拡散（すコ lゞ 1レトイオンの加水分解によるものヒ思われろ力＼’‘、出視した濃庖又

択、y卜舒分は、落出後の赤タトスペクト／し分析力I') 森酸コバルトであることか沼位祓さ
れた．

［むすび‘J 考水中におけるコ Iゞ／しトイオン 1まク｀＇ I) うンが呑在すろ場合、ゲりシ•

十トコバルト錯体ガ＼＇住扱コれることを示ダトスペクト）し分村によって喘認し、去 F ゲ

りジン遭度の増加（つよってその生成董も増加した。一方グリシンの存在しない場合
には｀合間とともにコ lヽ・ルトイオン（古加水分解される力＼．、また虚酸ュ lゞ）し卜の生成

されることが確誤され T:::. 。
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2 B 10 花翁祖 I~化土希におけるウラン粂利我漣ち＇ぶ1,\’'アクテニウム桑列
該珪の放術能非序衛 1シ7 いて

天汲滴江枚射秘中央府党所

患和手
I I なじ｀わ 1-Z 自ば叫れを 1紅複の土屯 lく片 l1 る令屠咀およい｀店圧＃f態．と祀磋す
ること lざ／虹｀｛ヒ岨的 l乞 手た／放射能式定t後戎 1 3):._ に危蕗后事函て‘‘ある。

糸芯屎慇生年‘採私ユいた花試宕凩代ェ凄:t //)へ 20, 20 ～兌夕ヘioI‘0 這，
loo^l晃 l炉～珈メッン 21乞 200 メッシ炉'/...J:...I)組が 1) 』と立らに？4^笙幻^ r! 夕～ / I I ミクワン）又千叶 /0恥払匁範釦汀し／二れぅバ式科f-:....,l)
-z. r釦 A• ? Î 1レ乙創免し1.. 23tu1 970叫ク位岬b n 令麻暑こ盗麦し／ 2？屯嗚

呵の琢LJに対 1 3 放射能比 1-Jいず｀れの粒危範国 1-::: お I) I..も I Y!. ~ --t‘'あ 3 ごと 1 特
,~ 230訊／窄LJ (/J淡釘佃比 l "J. 3~ r の高い征戸、 1 ：：：見 ろヽよが｀ノ 0,9”"'I 以下パ位

径杞国かね屯4 該毬の濃度 I d- l) "f‘‘れも令埠 1知力‘勺I1 之＼） 11 ど｀尼 I っことと沢~ 1""1-すt`iて
殺告した,,(J. tj-, R.) 

今 I~ I広，雄尺乾囲別拭井についてイにざ今雑屯イ埓用す 3 ：：とによって 2叫」 1 931，喝孔

/l)足骨t行，， K. 吃してふ饉た従 lfil別 I""- i>Jうン1-利坑厖も1 よい‘・ア 7 f二うム全別哀

叩い鬼<... -7 I ヽて稗告"f ~. 

JI 測釦亥 令私度範 ®.9りエ z溶 3 ｝を半',t:..木名該1,, it-It磁駿で‘今陪し T::; f丸板

J....ら n 酢験エテ Iレ捗~ 1i'よい｀険ィオン染稜今雑 l之より九(a ィt.)にし T-:: が＇っ 1 り 1 ン

と今鰍レ 1 平秘雙 Ge(Lc) 検欠様（ l伍叶X r,1311111)11)を用＼ l て T 稔 7、ぺ 7 I-Iしと和たしノ

呵IJ I手は社穣I) 2牙該 の 63,3keV，沼·LJ I 名 sJ, I kev;呵 IJ /fぷ7kev の r採の丸尾ビー
7 ヤ＇ラ測生した。（白f-l.. I1l0 ヶ月f又 2呪1 ~奴卯平衡に免 1 3。)芍」 1濯荏祥17/ 23~ 

の叩 keV ll 克tピークがうもギめた。 221T.f.. Iが7 ヲン 2 陵イオンな求分難 1 3 松に

今収されすトリウム公今 ~r因I\° ?,.. Iv か 7 夕o,o keV の杞危ピ- 7 を用い乙史登

測乞劇肛心J:..さ七 3 r乙あに攻去令r !:.力ド｀ミウム 2洲閻／泣綸 I 氾／紬 r 聞て＇’した．
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しゃf\いしノバッ 7 • 7`’ ぅウンド＇言t軟年と
低栄し T乞足をに撚し乙 l1 NBL(3-B)/ 

JA認1-U3,1 淫末斌｀叫t. lflぃ r-t.. . 20 
H 

皿柿屎 今雄工れ r-::. 7 うン＂了燦：
1-- /\'7!--lした珂•I 1-a / r-)うt-、 A' かのは

r 線スヘ° 7 1-- l(.,, E F牙・;z,. I ：： S, す。如径範〗 10
同判祓料の奴紅能比例を,} I t_［＜喝叶＇る。 U

‘ :z34LJ fl巧9U l二打 1 3 放射能比が 1))J...l:..乙｀｀四

あるI) ll' .t.屯のウランのう 9 カ｀在り,1) _g 
u 

危lj~が”b 厖されたウランt｀｀み 3 ためヒ光
乙りれる。追酪によるう危生便瞭t`‘土允中

＂ウランれるサo¼ ザ？麦仁之れた事果と一
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粒佐範 I国 ユ34孤’u2咄¾iu 2~屯呵汰」万糾孔つ右」巧払う鯰竺'IJ叫．“tT& 巧,Tク唸
似”L)

え(}~ば0 l 、 6 2、g /.6 2,/ o、 70 l,6 o.r7 ／．ヽ 0,0只？ 028 ()•()2f 
90 t～芹 1、3 十．4 2,1 2、3 0, r4 :zt(J O,f6 2會゜ (),O 'I-ヽ 0,27 (),()2/ 

20 ~ > l、3 千、8 3,7 2.0 〇,3千 Z,/ Ì 96 /,7 o,0ro {).22 0.0/9 
•-• --•ー·- -·ー，ー→ →一“- - - ---•- - --

、
オ

ー衷 扱射能に

致し 1 ぃ 3 と装乙ウれる． 1-30訊／叫µの放卯惟比 11 社径廿｀｀ヽ,, ~ < ~ 3 にしたがって

大きく右 3 碩向t手し-z. 11 1. 二れは卜）ウムカ灼む穀し島＜粒径ヵ叫I, .:J. < r-,. a-にし
r亡が｀-, 1.唆着囮珠ザたまく栢るにめと菟兄 9 れる。辺＆／か玖 lil- I ））人下であり粒径

ヵ‘\\,之く和 3 にしtが｀って↓J3 < r4 る傾f，と示し 1 11 a . これ n 立‘訟が弗出し品く

粒径が、l'ユい用と｀翁；去面殺が尺 1 、、ためと疼乏シれみ．呵’b は上沢私唸 1-::. tt.ヘ｀て平

？約靭か｀‘たいい必厄'c. ll 1" 衛にあ 3 と秀 2 ラれ'3-.

叫もん叩ザ I、s- ~2 ，，，危こ可、すの Iづ 23lp久わむ殷し易ぃことにふ 3 と紗乙 7 ,I'\~.

叫:f... t1 平栽態ヵ澤＜吃の応叩c tfl平洪‘杭も江0 年で｀｀あ 3 たぁ四＃ 1123/Pa ヒ 1手 1手＇う又
和手術にあ 3 てあぅ 3. ;,JIPal1 230礼追直度の半衣朗で｀み~.そ::. t｀叫幻／呵」I::

巧幻がu ““＂つと秒径のた立＼ヽ妍分t'11 彼 k⑮ E 了、して 19 な．之？ね n 含府骨
I”" た拉知打臼£示1 Tチつ‘ーた二戸9‘ ち刀lpaIで土北兎雨，召喰鬼 1 がてい Tt l1 と
淮旅さか3-. 町」 a 泣U t→1 す 9 ん在にはほぼ様裟貶 I丑 Tェいて｀｀沢松うぅ二と一致し
に。
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2811 :ziopb 径による堆莉正度の測足

文阪府立汲射線中央研＇免所

克和｝

I はじ‘め I'!. 水庖堆穀狗の＂舒 I2 l-J什？埠刃広度のラ尺免/e!.は K叫叩叩埓

ら 1-z..ょ..,1. I" された吋も戎が長庄ぷく用 1 ）りれてし）る．z.1opb ,i合肴告 Iも 一船 1-::.

｢ mm且力＇ぅふ｀めら小るが／ N i 11 河羮しのよう I"",.,;,Pb f)年は 177 T 秘ヵ，；み‘
めた．和杖淵1''ぶい｀＇大？這7.,ヽ｀牧取されたi狂｀拭叶と 1 ~ 2`t□ l瑾に杉切yとして

芹松老 Ge(L；；）詮女添こ用いて r紐スヘ0 ?トル乏剰生し ZIOPh 4 含有ををかぁ't1.. 1 因

埓衣初 n 比息面桟屯危加1 位/&/ k A な府条も利iぽしれ。そ，，辞昆2-10粉の

含屠登 lm径利物の比急面栽 l：：：召匁之れること1J''｀わ力‘り／湘荘物 A 枕忍面嘘ヵ" f、さく

差iとす 3 4令に 11 邑礼 2IOrb ラf、い盛用1., 1.侮莉追

度とず：わ苔こヒ 13 " 2‘• あJ f可 5 P‘ の柿＇正が1/J j3.0 
卑尤＇み 3 と落えられ叫

JI 項1 差茨 2IOFb のな竹号：杭吐唇を/8'~ ~ 

の推頑物 E 3．知叶 X /.4応の 7° ラステッ 7 名垢i 1.0 

゜に柊ゎqe(LC)禾紐峯（ I伝が松勾2 111\1!11)を用 I) ては

吋ぶI\° 7 I-ル乙痢免し戸゜rb の和6.S keV dl た危悶

ヒ° - 7 P̀ s 令消そこおめた． 団
比急面莉：枝凍哩登 2 へ¢名の武料についI'. tt．ぢ

忍げ、＂”差拭毘1:..用いて測定し孔。 < 
ぢ

死い喉丸が'r : K。以e らdi Ji -U. 1-r.. L たが...,-z,祁 ゜． 26

俎祀-t'/il)試｀秤た免ず｀， 400°C で＂／吟 l直プ
臼丸亭化 9吐巌七五蒻硝殿過出 9鼠t用、 1

て今紹し／企 Fe）凡／屯伍 K ,?J~.}-1>/J.充

か祈t f5 った。 Ca ハ今祈に酪レ'- /:1-寺島・'t, 5.0 

の汰衣 I""- したが｀って千考稔切r戎め5r t加えた。＾

皿 辞是 阿• I iす堆荘物の釆度に対す§
3 可b ll 合盾をの菱ィヒt示し"2.. II a. f且し は
呵b の令屠骨ヵ\ lj咬A の各与t工し多 1 ll g 
たf直であ?,.珂． I CA) ガ",'f,'1jとあ＇J蜘松瑚合

べ1. 0

lこかいて可Ofl, d/合有登ff 20四以労、の Mz" ぢ

あさらかに肴加してし 1 る． 一汰， Fザ・ /CB) む
の久阪逢についてほ:z.Jo Pb ,n合府登ほ表度と .g 

ともに表‘ナし堆祓豆度は ().4f血／胆処ヒ店め 乱
ば
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がみ 5 れる． ー;:., 大扱麦の追丸物の比各；il

頑 Iこついて l1 芥支r-.茉イt.が分うれなし 1,

珂•3 11-堆和物〇采度に対する位和よI.A``M什

の含屑曼の危化と了、し-z.t l ~。諒枯埠 l之お 11 : 30 
詞位の参府を 1すぅ該,q 1}!11 i｀＇加たを了、 L I tt.ベE

名向我1f1茉尻浚ィヒ 1：：：対し匝(/\傾伺妍ゎぅかる。一
の

厄ta□ I2 直．ぃ町t帯四豊郷文れ-Z. 1 l 6 tう ~ 20 

t`'あり＼豆い還ぇ喋t`/1 須｀ケし1. I 1 3 と苑王包
| 0-0--0-っク 90.`-0- ------O-—0---- -0

うれる。 2D "'1\以采 1亀｀再い‘’枷のぃ慮癖があさ ~ 10 
ぅ-p‘l乙泡あられる。一~ I 大t虚 lこ→ ＼）て”(J)

知1 沼・,{I(.-p＂ケ T-1 < I /1れば吸度の消加／C →れ

て派力して＼ I i.

l37Cs の令肩舟につ I 1 -Z. IJノ諏注瑚 l乙 hl いて

戎良 P‘・噸加してもあそう1J` r..洪｀ケ I，，辺められ
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斤かっ，，~呪一汰，大法秀 Iこおl いて／夕洲及ラ策'l,"知校「I 希ナが＇認あられ，呪5 月坊，骨女

にも比届面哀I)没イにか'fぽし1.. ti'Sと名 2 られ在．

以上の締長がぅ可b ml3'1Cs ;z_ I<:. よって推複速度を測至 1 3 隊 lミ埠積釦氏

ゑ面莉 n 差イにつ1大き＼＼弁今 l'J:禍‘正と位可すこヒガ｀あさらかと T-i:ったヒ乃えうれる．

祈脅 E 迎め？f了 <..):..I可和指埠，＂いもf ;2' 11 手した令ぅ尺沢孝の？K..):... とイ急克主にそ

して扱料口径イ［してでさ＼）未 l- たえ" r、考の宅,11/ 克己支祖およい‘'るも厄 T、翌の西打

罫昼を知：：厄＜人‘衛牧しネす。

-145 -



2 B 12 

び
S

ム
た
な
に
森
洋

2

、
こ
屯
。

K

い
没
研
；
：

：
行
）
て
手

2
4
;

；
ム
t

o
宦

9

t
r
"
ふ

二
、
；
ダ
ぷ
太
ー
：

L
そ

⇒
；
（
み
ウ
・
レ
足

7

子
fo
い

A

生
卜
ま
ま
パ
じ
／
永
i
不
’
ム
ー
ー
蘇
の
一
t
a
c
;
;
:V 

g
 

。

紅
子
”
[
い
”
i
:
面
t
y
か
い
ウ
七
啜

3
7ム
比
げ
び

に
名
表
但
ぁ
説
咬
＿
ー
ン
＂
て
●
ゥ
～
ウ

3
7
照
：
t
ル
午
研
存
い
ず
、

b
涵
ト
ア
上
ム
ン

C
s
3
-
7
2
0
0

ィ
澤

G

宏
下
(
“
た
千
依
様
が
、
坪
ル
誠
卯
ウ
セ
5
-
\
七
曲
n
t

ム
金

M

に
芹

7
1
7
.
L

太
の
河
と
東

7
9
ン
れ
、
ン
た
／
洋
ゲ
t
e

ゥ

4
O
O
A
-

こ

3

北
佗
と
こ
芹
．
ヂ
ぞ
セ
i
和

r

ム
如

O
n

G

7

 

釦
厨
；
：
l
i
t
担
．

C
咋
＂
ド
｀
し
．

7
れ
，
．
〗
｀
／
屯
一

E
C

.
t
丁
的
大
―
ー
ゥ
ー

3
グ

P

人
；
ン
及
リ
そ
法

K

が
イ
ト
，
3

ム
ー
，
に
ト
ー
ァ
甜
た
量
々
の
少
ィ
抹
毛
り
折
回

5
,
5

。
]

ゥ
村
に
失
]
t
：
ゎ
令
―
x
l
O
3
7

に
の
を
ン
ょ
＾
p
l
こ
。
7
c

炉
喝
哄
て
と
フ
／
ム
に
ム
玖
J
ギ
ギ
リ
に
品
ナ
年

5
"て
ノ
一

[
2

ッ
暴
ま
種

3
)

。
ウ
年
ウ
ム
半

1
6
海
．
は
i
t
波
’
t
物
立
中
·
g

フ
止
核
け
か
た
ー
一
冗
―
―
む
、
ワ
申

l
r
o
o
7沈
．
る
下
～
＊
・

1

の
記
之
斧
性
：
・
し
卜
月
卜
：
：
長”
:
;
;
9

万
[

―
ー
一
岐
射
じ
2

f
:
、
ク
ル
：
ク

9
炉
，
：
ム
ば
，
社
『
て

'
o

。

『
＇
邸
m
三

h
]い
。
｀
r
t
J

5
？
げ
パ
、
パ
｛
麟
”
-
[
/

舒
幻
い
ぺ
麦
言
い
叩
[
迂
い
｛
北

5
ゲ
セ
り□

い
ぷ
引
叩
n
t
t
。

ロ
書
言
言
言
己
＂

L
v
\
D
4立
よ
ー
ロ

ィ
芯
[
]
三
[
]
[
]
]
』

[
[
9

q
+

E60ー 80" 

Fig. 1. Pu-239+240 content in the Pacific.I 
in Indian Ocean. 

-146 -



-147 --



2 B 13 倦ぶッ 7 ワ｀、ラウンド材羞シン今レーションガウンダーによる

ラド｀ンの創定玖

（礼欠理） 高島技正、 0 ら烏則幸，栢定裕雅

［目的］ ラドンはある複の角機宛媒に非常によく洛雉巧る性噴をか］用して、夜條

シン今レーションガウンダー (L .S C) による積分計数玖で定量されてい~.

この喝合、祖機名媒としてトルエンが利用さいているが、奇<‘れたシンケレーター

洛媒である P- キシレンについては報告がないぷうである。 そこでまづ初め 1-:.P- キシ

レンにぷ b ラドン定量の司能性とその応礎的争項について検討し（ら

まに知本中のラドン定量のf口り直接氣砕を卜）レエン，pーキシレンに 1ミデルさもる

知広についても検討した。

［実験— l 〕 硬同しf::.低l ミッワワ‘｀ラ勺ンド‘液條シンケレーシっンカウン 7 -l哀、

Aloka L S C. -L B 1 である。 ラドンの稽繹試科が入手できなかったのでうぅニ

う人卜を処理しf乙ウラン苑うもとラド‘ン喬乙して未l r,flしf乙．

やヤシレンにぷるラドン定量の尾礎．的争康の検討の博に lま｀そ礼ぞい一定量のうラ

ン忍彼L. pーキシレン屯分液ロートでヤ分1辰とう俊が‘ラス1<‘ イアルに初仇¢取')ppo,

PO po P no 元一 0免放置俊禎分急や叙玖で葱I 祀しf-::.。 Pーキシレンは蒋紐訊棄及びイー
ストマンつずヽソ 7 社の LS C 用やキシレンを、又ー ト）レエンしま同仁棄化労の LS C 

用卜）L-エンを用いた。

検討し（乙息礎的争偽、しま li)加えるpp 0 量を麦え（乙乙きのラドン釘悲斧の愛似

(ji)梱虫奇るウうン念液量℃ラドン訂敬斧の関ィ床。 Uii)硬虜Ga述を唆にさせ（0 とさ

の碩分町漿ーの様合。 (i V) クエンチャーを加えに喝合の釘敬斧の愛化。
（結果 -1] f' PO 量と訂敬条の関休を図 1 （乙示巧。 この喝合p O p O f量は

祈べて 250 碍／乙としに。 徊広に用いf乙うラン洛液受と言や款率の関称は国 21こ牙、

祈． G血を浚化さ也f-::,喝合、おぷなグエン今マーを加えf口喝合 lぷ習 3 、図 41こ斤、

している。 7 エン今マーとしてはメタ］ールを 1吏困し、グエン今ャー（メタ）一

)レ）を 1 砥加えた試料の G応を愛化させてこ℃きの複分曲線を図 51こ示巧。

/.--.¥.I 

図 1.

2 4-6 8 函8/J1.

ppo 董と言t改率の関係

:x:；：［こ

XI 

c□三イ糸
国 2.

吋
“
邸
ば
一

<d" 

ー

ー

9 9 9 

I 3 S"叫
固 4、 クエンキャー董と言t殺幸の関條

たかしまよしま：： •ももしまのリゆを•あリとf::.｀｀ひうまさ

図 3.
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［茨駿ー 2] 礼天の節底礼産氾熱啜練

闇従絲就町の成気井戸ぷ＇）キ扇焦し化知本
t卜）レエン，p-キシレンに）くフ‘‘)しさ也ラ

ドンの祀量を試叩乞 ／シ‘つ｀‘'）ンゲ振置

の概略を図 b 1-::. 示名。

仏ならラドン嘱後の低條が影立枠檬お｀

つ、 1 綬目 2 投目のトラッフ゜に入＇）洛

媒℃乎衝 1乙査した悛似ていくと巧れば、

仇紺の気I漆分）←つ‘‘ルしf乙ヒき l~ l 段目

、幻綬目の考媒中のラドン濃度じr, 1 1 

C丁， 2 t。<J)関体は次の様になる。

伝， 1 ::: KCo { I ー（麟）1l} ·····① 

CT、 2 = KO t心品）n（碧評吟｝ ｀遠···®

x104 

5, ^‘ 
釦n. LO 

X 0.6 

.、

5 •ふ'') X IO• 

?I.:J千ャーを含む積分計駁曲線

3

1

 

u
d
u
 

図 5.

因し

カヽス

メー9-

' トうッ7° 砕／7°

碑8 空

．ハ‘`T') ング｀装置

K は分甑條数 VIふ 1吏悧し r豆洛謀の体燻（叫）で， l 綬日， 2 役目とわ同1本積乙窃

る。 なお、 l 綬目， 2段目のトラッフ0j:卸の空間ょ考怠していない。

［純果一 2] )げ｀＇）ン 7‘‘ の条埓あ‘よび＼積分訂愁戎、で得られf:::.4直を①，②式にi心

入して菜If)f:::.ラド‘ン痕．浚を表 l し：：行、巧。 ラドンの放射甑 lな採取した唸間に補i.if..し

f乙わのであな 紐の砕種l本各々 100叫である。

表＼． lぐ、ブ‘')ング切条件ヒ 1尋られたラドン業度—•

洛· 速某
吸収董！氣定 採取 2 日俊 lこ捌走 採取 8 日 li変 l-::..我I 淀

e磁が如）〇吐） 1 綬目 IO-i0c汲 2 綬目 10-I蕊ん 1 綬目＼O-IO汲 2 峻目 10'紐

ioltAel'¥｣ 2qq6 :Z 30 383 :t o 、/!; 3. 1/.~:t o 、 /0 ふ 7L/, t o.17 ふ84 土 0、 17

丁olueV\.e. 50/0 229 1-8'f:,:!: 0 、 ot; I 、i I t o、 Ot° I、 81/-土 ().09 I、 80 士 ().oCf

p-Xyle.vi.e 3 o o I /'79 2 、 %6 t o、 08 2.83::t o、 09 2.68 士 0、 13 2、ク2 士 o、/Lf

［考齊、］ 図 l ~リ Pーキシレンによるラドン定量の陳のpp 0 量 1ま 4~6 紘が痺当

fづと恩わ礼、J-、人下索駿lcJ.布べて PPO 4匂／£で行なった。 又図 2 J:')明らかにラド‘

ン須浚t計取桑1比例しており、国 3 I 5 <f.リクエンチマーの麻低にがかわらず、

颯なった年戚れで戎l 定しても樟分曲牒 lcJ:.〇レベ‘)レでほぼ‘一忌に集まっている。 図
件ょリクエン今ャー量が変にしても一定の複分値．を与えることが‘わかる。 以ヒの

こ℃ぷリラドン虎量に閲して卜）レエン同様 Fーキシレンわ十分初用可能なことがも1Jゞ

7 fこ。 同----の診滋水に関して卜）レエン℃ Pーキシレンで拍おし象l定し r乙とこう同じ

頃を得f乙。 氣lvf中のラド‘ンをJミプリンゲさ也捕集し宋l定した喝合、表 2 よ') l 段
目，叫疫目しわ認差範困で（まほ｀同じ、 4位を示し、須l従日が累なっても採取時間に補正

しい直l'J. ----裂している。 しかし咄収量ジ喝らいt乙ラド‘ンぅ農浚 lょオーダ‘ーは同じ‘で

ぁぃ也直 l←裂していない• この廃国については現在検討中であか 以江は可

べて宜0吐 lミイマ）レを使悧しf乙が‘`\00 m&_べ A ア）レを使困レた喝J合の利点、と杓拉奸淡

恩についても穀告祈る予をであか
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2814 均沿：約能のすー？ウ lヽヽんア lレー液ィ本シ冴今レー和 3 ンカウンタ
ーによ和逍llた法．
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2 815 ラド＇ヽノ魚体シンチ退j定を舟1 用した叡26 0))しー今ン分析I\ <7)施目

（日本分析セ:::.,ター） 0 .t杉正樹伍競兼堂野口正仔

（目的） 飯砥追量まは勿牧報告さ 4ていが，1＇、イビ惇介離卑‘"穏雑て｀｀卦l定呑弱
｀向騒も戸汀）しー令ン分析に道l したオ法て＂はない。我々g 1しー令ン分析 I：：曲
した分析う点を検討し威果を得たのて＇報告する。

（詞・方法） 他—22b II)瑛1]生まは鯰い放射貪tを直諄剥定すうオ去と RI\-222 と禄1を古
幻圭とがある。前者は試知諏忍心分難疇襄孔斐術バ要古欠点がみり、f姜
者は化蓉操作が｀筒阜が豆＄の5昆入が少ない。本法は1?1{"222 を卜 1しエンと溶媒とした
魚体シン今しータに抽菰レ R,.:~221とそのク襄杓稚の放射能を利定し在（I~ ：：：の方法の特長
は沢の通りて、ある。計牧効率は約 ~OD 松（訟—2祐換算）、遠ぽ I, おける検武器内郭がぽ
は無い。また、力くの液体シン今しーション頃l1定装盪は自軌試料交椴装醤が付属し
ており昼夜麟紅ザ可能1＇‘)しー今ン分析菓務の条件によく曲合すう。対襄音約料は
ね式料双、土紐知した。化摩収来は担体として森加した I＼｀リウムの回収索ょリ
求め在。分析操作＆図ーIl：：：示す。

（結果・考宿） 水試斜ヵ‘らの泌の 5農縮迭は繰作ヵ‘'薗単な祇揺,~リウム共屯圭直
1/1た。土試料の分藤はフッ他水患酸とy lしカリ認解の方去を検討した。
0 7 ッ化水素酪分解去 HF-HNOぅで分解も 9叶吟向行なったク”'不落残査ガ’'残っ乍。
不溶残逢＆蛍光X 腺栽1定器I：：：より見八＇在持果バリウムが＇み量含ま小ていた。：：：のニ
どて‘9バリウムがカルシウム等と共にフッ化物ゃ土礎の砥酸イオンと締びついて不落
性塩い形戒し4位収率イも下の原因
となる二とが判っt=。

°アルカリ肱賊去 2穂賄の試料
に対し贔蜻l 0)種粒を変えて肱解を
行な..,た緒果＆患II：：示古。謡削
向 l＝差要は認めら小なヵ‘，仁ヵ‘‘``
疏酸塙の命加によリ恙しい回収幸
の偽下が｀みら\J,\. t=-。試料A と B の
ィぃ蛍収率の差 l3試料知硫醸成分
ヵ‘‘愚誓していると恩かボ切｀’'、つ
ッ酪分箪に比八｀影饗が＂少砂バ｀‘
枷0,.—枷(O3 綿絹去と用いうこ el二

L E 。

Water (5 J,) 

I HCl 50ml 
I I 
res soln 
(discard) 

Soil (5 g) 

cake 

2+ Ba~ｷ2oom1 
dry,heat(600ーC) 
fuse (Na o -Na co) 2 -2 -ｷ-ｷ2 --3 

2+ 
BaL,200mg I dil HCl 500ml 

sup 

箇-I
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I I 
solri res 

(discard) 

ppt 
I dry,weigh 

Pt dish 
strong H,Po. 10ml 

3 4 

heat 
cool 
H 0 
2 

glass bottle 
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表-I NllzD2 蹂籠：：：：おりる恥0牛の化蓉収率

Sample A （陸土）
B 

（海底土）

Decomposition Na 2 o -2 -NaOH Na 2 o 2 -Na 2 co 3 Na 2 o 2 -NaOH Na2 _o2 _-NaOH Na2 _O2 _-Na2 _CO 3 
-(NH4) '2S-O -4 

Yield (%) 98.8 98.8 11.3 71. 7 79.5 

誅紐0)力 1レシウムは化鶯収率に正の粽羨を与えつの？＂、その胞響を設l八＇うたの硯
酸 lヽ｀リウ 4 年這 l::.5昆入古う力 1しシウムを烏和＆光去によ l) 遠虎した。純果＆悲1I
l：：而古。

表— n 回収しf=: B心凶中の伍SD4 t:>i含有昔
added Ca2~ + (mg) 

゜
4 10 20 50 100 200 400 2000 

Yeild (%) 95 100 100 100 101 104 109 109 106 

Caso 4 (%) 

゜
0.9 1.6 1.9 3.0 5.3 8.1 8.7 7.2 

Baso 4 (%) 95 99 99 98 98 99 100 100 98 

（い） I Q心 I= Bざ 2oo~社がn
荒殷として得量さ小た Bo..S04 中I\t7) Co. s 04 t?)混人は防げない。しがし、正昧の以池
叶はほぼ \00°/。を訳い陀殿を尭弁する二とによ l) 収圭の正の親羨を 10 物内 l：：す 3.::
とが｀紐巣た。
恥い輝疇）ン醸を用砕。：：の方法によるとi直収幸 \O{)。I/)て｀函吋碕酪 1(
リウム忌約 10分て項這と布ることが'z" き T二 o
ラドン遠体シン今レータ/\~抽出は木相と有祗棺と振． 1);;昆せ＇ずに抽允奇うと抽盆
率叩oo／ば、振1)混邑＇ると 100°/。追盆率が得恥た。しガし、卜 lレエンシン今し一
舛遠留しているラ［＇ンは希ヵ’’スぜみるため舜散レ¥す＜ ／＼｀イ 71レヘ移窃 0蒻広
知臣け静ヵ‘にわ｀つ迅速に将さ扮ばなりな(/1 0 でこt'、ニ
の操作を筒単に a るため図直に示刃窓為と考案した。をレ
7.、気・水・有禄相向の平衡を一定と布うため村音殺品と
うを行なった。有薇相 A の袖甜圭 l380°/。t'あったが＂、こつ
方法＆用応此—応拍念率が得ら小危がレー今ン介析の
手虹し 2 活用ぇ＇さ 3 。
本まによさ検念限界ほ、 3d規定語酬00如‘` o必pLl, "t＇あリ
、 R式C-Rぶり和インシテ｀｀ンス判定幸邑用いlj-\ lJ° o 、07pa
紅＇下げら礼た。なお、化営今籠：：車した正昧の作笈時向
は 10拭粁あたリ未拭料t'叫順、土試料t`15関刷 z' iいた。

(I) 舒a. 隔旧．．陀用物埋 45, 453 (l9料）
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揺釘ンチモンの落存杖態とその反応（その S)
一塩殷芳茨中での落石酸素ぉよび尻殿添加の影薯

（静岡文理）神原富尚・長和国彦•吉）町痢江． 0田郎井庭

諷合：塩麒炭中の放紐アン＋モツ（屯6-12.4Sb,I話Sb) の原子鱈即、
ぺ6(111) 喘＊Sb(V) のように，（A）自已放射練(-~, r) と光による駿化反応と、
疇鯰液中のCl硲による還元反応屯が競合して v1 ることがわかっているど
釦鴫揺町ンチモン（咬b(lll))疇殿落液における吃定勁暉、国

信分析などfl)"かしーサー利用にとって重要である。前報西は、低塩蕨濃
度落液中の心56(l fl) の守定性について、 1MH C.l以下の塩駿濃度の影響，放射能愛
度の影習，光の影誓も検討した会合晃在報告したが、ここで｀ば、引き統き残された間
題につ v＼て検討した。すなわち、）知間應！を検討した。
\i)塩殷落液中が唸6(III) が茫定性に対する沼存酸素の影響
tii) HC. l-H2. S04 系での血Sb(UI)の守定牲について、ta)HCl と H心＆との混合糾犠
比を変化させた呼(J),影署．tb)貯蔵法（焦着色ぴ‘Iv ，禍包び‘ん）~の影響
を椎討し冠該、こハら溶凌中の無坦伴四sb(IIl) の守定4生につ v1 て有逸嘉な卸岳も
得たので紺佐する。

3802 
ヽ
溢

瓜〕賎駿：用 v＼↑己汽 b t堪化牧のHCl 吝液）は、processed unitのものである。その放
射稲濃炭の決定は， ae(Li)検出喘（升000必血虚RpHA に連結）を用いて日左ア
イソトープ繭会から求めたは5Sb 裸李拭羽いの比較計教によリ行った。ごの l写sb
原拭料を遷岨杞音茨中で煮沸遣元して 1唸 6(111)(HClsoln., HClt H.2S04soln.) を薗製
した、。これを適度に名釈し、偲着色または禍色のがんに貯ぇ、時閻の社逍と共に生
成してくるは5Sb(V)を求めた。なお、添加する堀綾は、予めチッ素ガス処殿にむ）
脱酸素したもの、酸素ガ又を通気したもの、未処理のものにつ viてそれぞれ充在酸
素量を定量した。者存酸素の定璽うに、 M忍旦挺退→ M忍 (oH)乳盗咄型島M思0（債
認硲sN砥2.Q_汁1知の反応で、未反応7汁如 C2公をl<M/Y\ 04 で藩促する定皇法
む恥た。なお、また、 l 'l SSb(III) ビ唸b(V) とを定曼的直離するために分輯と
して、 13PHA(CHC13 soln.) も用いる抽出方法によった。計教ば、井戸型山I(Tl) 
シンチレージョンカウンターによった。

圃柏果：う・1 ；塩酸落液中が唸b( iIl) の守宛仕に対する溶存稜素の県も饗
種々用なった蜀磯存酸素を含む15Sb(l11)の o. 5'NHC1, 1. 0NHC1 の行堀殿塔茨
につ viて、その放射飼農度を一定にし、思着色の執凌がん中しこ宅藩で貯ぇた。崎朋
立 e に生威してくる咤以V) を定曼し、残存唸 b( il l)白分幸の対豹t.放盟時蘭ヒ
贔係を訓べ＇た結果、いずれも直絨潤係を示し C I 次反応）、これ力‘ら溶店駿素量
直化速襄との関係を末‘めた。その結更囚、 Fi 9. iしこ示すとおt)でヽ、 0,5NHC葛痰
中におし＼ては、鰍棗璧が 26呵／い付近 3 で 1;1稜化速度ず‘捉慢しご峨えてゆき、それ以

ヵ‘んばらとみひさ・ 1コせか‘{)くにひこ・ょ―しお分かろえ•たべ‘V) けん
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上では急敷になることを示した。また、1.0NH C.l (xln-3 
落戎中においては、殷化麒叫璽二直練的に l (A)0.5NHClsoln. 
疇l して速くなることを示し乞 viる。 (B)l.ONHCl soln. 

芦； HC1-H2沿桑で (})I芯sb(Il1) 雌定釦検討サ
咤b(lIl) のt. ONHC1 壻液に 1.ONHふ伍を添加~ 31 (B) 

し、訂げぷ昆合体植比を種々麦化させ、放紺も＄
虹—定にした溶液這温追着色および褐色の星 1
拭萎びん和屯え、放置峙背lとともに庄威してく
る＇竺b(V) を定量し、残存四淑l11)醇率祠敦と U Amouits of ii ss:ねved 02 (mg/ml) 
放置時間いの）閉係を求めた。憾着色がんに貯えたば闊』唸髯悶謡唸晶 non­
場釦結昂を F i 3. 2 に元す。iた、この場合の戚
化速度と瘤酸砥峻滉合比との開低を求めた綽果ば、 Fi戸（C）に示すとお I) である。
Fi戸み(C)は、 LONHCl培液に1.0N H 2.SO牛を添加するに息 I\,25Sb(III)ハ駿』は以
がI紅とな I) 、守定性がよくなることを示して viる。これは、心sb(lI加）煎化に対し
、 Cl冒と光との相互作恥影響が丈ご＼あると考えられる。iた、 Fig．う（P）は、同様
直 びんに貯えた喝合の駿札速度と堀稜麻院滉合比との閉協氾禾す国で、滉合氏
も文にするに従い、應着色び＇んに貯えた喝合四逆に、 1四Sb(lll) の感化退月が増す
、すなわら、的児性が‘鹿くなることがわ力‘る，ごれは、光をしゃ新した喝合、 Cl碍
這元力が澱）、 125Sb(lll) 叫剃いn抑制作旧が減少して v\ くためと考えられる。

［謬語：痛殿諒中が唸bUII) が『走性に対する珀存餓系の影誓は、 0.5NHCl溶液
と I.ONHCl充液とで力‘なり履なって viる：：とがい‘った。 a た、 HCl-H2SOt系の
汽恥ll) の的定釦、釦麟加によリ、礁着色がんと謁色びんとむ反対の岨向を禾
すことがわかった。これらの事虎因、虚｀ b(111) I/),{〖醇的卜しーサー利用に対して、
有息義な元唆を与えて〇ると考える。
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Fig.2 Stabil ity of Sb(m) in l.ON(HCl+ [SO42-] (N) 

習趾吋討笥red innon-colored bottle, Fig.3 0xidation rate of 125sb(m) 
in ~. ON(HCl +H2so4)sol~. 
（［計］＝l.ON,[Cl-J~[S042-]•手． ON)

0.5 

(C)non-colored 
bottle 

ぽ考文献）
1)TぷAMBA R.<\,etQlj 

訊叫;oano.1．曲em.,
恥狩(I叩）
叫瞭ら；銹20回
放射化埓討誰会禍蜻
辱記尉1A2(/9'l6)
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3 803 クラウンエーテ Iレ溶吸中の RI の吸葛挙既

（放医扉） 0河村正一，持田軌克甕危克 C ，竹下洋

クラウンエーデル 1認びその類和本1よその特思的tょ化学的性惰二よって穂 Iマの分
野てど主目され，分析化学の分野かま争杓由出玄（：夜・孜抽出分離）に応用さ川て l'
る。；叡危らばこれらの化合物による回衣分碓の可能性と放術化学への応印虹蒻］
べるた四蔀l知の一連の 7 ラウンエーテ止さ使虞衝孜炉＇の 5qF色 6訟吃n烹e
咋s/ ?SSr, 4履＇33Ba fょ、どの Amberlite XAD-2 への囀浮秒を主と L て怜討 L た。そ
叫謬 7ラウンエーデルとくに Dicycfohext.Jf-t象cro U)n-bむ弓乳こ士せた XAD-2
に対し，必‘a.よ，）t issr がかなリ涅択的汲着さ川ることはど｀が｀合がった。
実験
クラウンエーテIレ： Dicyc/ohexり!-ti -crownも (CR-/ t:絡稲）， Di cycfoh奴り1-24
crown-~ (CR-2), Diben30-/8~ era山n-b (cR-3) / Diben30-21--crowri-S 
C CR-4), 18-Crown-6 (CR-5) ノ／5-Crown-sC CR-6) 。
吸着1本： 精嬰 L た XAD-2 どジオキサン中に 2 日厨急 LI国乾する。二のうもの
4生さと＇）， /.2 牙の 17 ラウンエーテ Iレをジオキサンに：容がしfこし象夜に加之て放覧
面乾 L て作っt: L のと主に（走った。
鐸暉， KeL の測彗： 主として 0./ 疇醜疇ナト1)ウム務衝知 l打 ll fこ
が｀／この篠臀茂こ RI て｀＇ラベ ILL た企属イオン）支びヒ01 リン畷ナトリウムを加えた
瘍孜20 贔に対し／吸約1本 200 YYl<Jをmぇー定毎向振1）ま己遠に分雌 L たのちノ
上澄み；夜 l0 mL の放射能を測定し盈席の方玄によって Kd を算出 L た。
結果
回相，液柏分離を行tょうたのに l九 7 ラウンエーテ lL ど；容骨戸｀ぎ吸善｛和、ある XAD-
2 に 7 ラウンエーテ Iレざ：展社こませるこどが‘ぜぎる高わ、囮浮げ‘ある。 XAD-21オ
和容寂中て使うのて", 7 ラウンエーデ（しき溶解する亭也ま未とよく湿じるiのがよ
いと恙ぇ／この茶件に邁する溶雌ざ搾 L f..:.。 1 ラウシエーデ Iしき容易に溶所する宕
雌ぱ少ば（／ギ酸況ば容易，こ；葛tるのガ 1孔）たヒころ／ ；象夜のpH が善 L く像下す
紅便があった。そこて‘97 ラウンエーテルのi容評l'旦よく／このような不便の「i l I 
汀キサンさ l和）た。実様に 1古緋酸絡衝液ざ用い，対イオンと l てヒ07,) ンぷわ
て XAD- 2. I こダまする Kd（宣ざバ‘ッチ玄i‘昂訃べf2 。

1. 溶汲こ 7ラウンエーテ I旦溶陪 L XAD-2 て｀喝倍させたと王。 最初，精嬰し
ただ｀ l+ の XAD-2 とそのまま加之て／糸衝孜中に CR-l1-2,-3,-4·I-5，ーもとそ眉ぞ＇
厄之pH4行秤,;::のだ I に打する分布（科教豆駅f之。その桔果咋e/6oc。I 6tn 
I (44c~ （まほど人ど吸葛 L tい分フたが｀／ CR-1 □2,-5に対し 13℃`s/ qsZr1まぢ干吸善
LI 85Sr は力寸い）吸着することが｀分がつに。
2 ．：容媒担祉い去による検討 溶由麟法による喫岐捧ぽま上記の (l) にセkべて
宦応＇ある。そこて‘‘/ i'替耕詞出i玄ぜ上記の 131Cs/ gsSrI 竺びにつ I) てI<心靡た
。すtiわち I C•R-1 1 -2, -5 を CHCf23 にi躊 L 乞爪ぞ｀爪の四 I の、履釦扉fこ
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。その粗里g5Sr に？すする Kd ｛亙］まー乳如こ大き (CR- iせ＇，す 6 S-, CR-2 て'1ま～ 0
J CR-5て＇ば 50, 131Cs に吋 L て 1 i CR-I て‘‘0.'7, CR-2 て’'0/1, CR-5 ざ＇
ぱ 2. 6 であった。すtょわち，応r にはする吸葛性が最t島 I の,t CR-jビ屈）
1 CR-5 がこ州に続（ことがらヵ‘フに。 XAD-2 を 1可いる 1歪］·免忍分薙召同じ倫伺
て、ある疇ぇ喫緩ざ進ダ） rz..
3. 7ラウンエーテ IL をシ―甕みこませた XAD-2 に吸届させたとさ
XAD-2 まあら力もの：｀＇オキサンに 2 日胴；言し，面乾 L tこ士の I~ に吋し 7ラウン
ェーテ ILが 0.3 牙にはるようなご＇オキサン：苓夜 rこシ忌 L て）司乾 L たものを用いて，

上記の霞い最も忍砥着1生を后した'iJ',Srにプ）て kdi直を如べた。ばし］九こ／オ辰
l) まぜ紆刷と Kd の 1初イ紅韻べfこところ， PI謁迫尼まがなJ)卓（ P反着乎衝に直する
にはあまリ暴訴裔｝ ／材辰，）ませる似産がないことが｀ながつf2,
表 1 I:::'.:.゜クリン酸凜度と以｛直 つぎ＇1.: ，対イオンのヒ°1 リン畷

ピ7 リン醜ナ1--リウ△濃度 (M) ナトリウムの骰直業度を訴lべた
雲こ IO-3 10-2 10ー（ 1 咽 。すtJわち／恥訪綱磯にピ゜
CR-1 2. 2.s 5か忍 I. g XIO2 7XIO 小）元痰ナトリウムを加えて
CR-5 o 1 o 1.qxro:1. I.b x: /oえげX/02 I 0円 10女, I 0ー，／i /へ3M に
緩術；夜 20咸． a./HS'r o. I mR.. 1ぅウ魯理XAD-2 :Zoo m'J- L t：：そ爪ぞ｀爪の遠譲 1こ 1 0./ M 
Sr.,_t o」戒さ加え sssrさトレーサーと L て加えて改善軒打こ達するまで楓）まピ｀ノ
紅 I'也さ菊出 L た。その結果を表 1 に示す。ヒ°クリン酸ナ l、リウムの業席が＇／びM
のヒぎ， Kd 信が景も高力‘った。そこて｀‘この割€ぜヒ勺（）こ臨ナト I) ウムをtJo之／
緩衝液のpH による kd （直の笈ィヒt訓べた。
その糸和思pH 2.S から5'.6 まて，',-j- I p l-Iを笈えてi kd f直はぽどんど、疫わらな

力｀つf2.。 Srに打する 1爆イ直 l土 XAD-2 1 ニ：：屡寄こます Sr 量が｀恣わるヒ窟ィヒ
す恥：予桓ざ爪る。 ＼）ま，話奈ィキど一定と L itじ‘のに 0./HSr o./mf.むtJO え
表 2 Sr督と Kd 値
Sr量（ XIO巧n. M) I 5' /0 30 !i"O 

Kd ぷt> X/03 5':bX/03 /,1X/03 6-5><!0 3.SX/0 

こ疇（釦がら 50 f老まぜの Sr暑t麟叫応する K譴の疫ィヒ疋誦べた。その飩楳
I .5倍がまばと人と’'疲わらず知れ以上 Sr屋さ浩司と Kd.直む知第に栽少すること
が冷かった。

衰 3 7 ，ウンエーテル量と Kd イ亙
XADt齊1J cF<c'l) 0.3 0. 6 0. Cf /.'if 
kd 5.6x （が 3． 8XIO3 gXIO2 3)((O2 

XAD-2 に改着させる 7 ラ
ゥンエー和し 1 1" /上記の喫
蛾tりま XAD-21国乾宦量 l

g,：かす l て CR-I が 0.3 牙 1 こtよるように加えたが'I CR-I の量疋瑾すとガえって
Kd｛亙，な減少 L fz 。

1) T.Kimura, K. Iwashima, T.Ishimori, H. Hamaguchi," Separation of strontium ion 
from a large_amount of calcium ion by the use of a macrocyclic ether", Chemistry 
Letters, 1977, No. 5, pp. 563-564. 
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3 B04 

且

巨大揺国翡比樹脂 o 叙射化学的手」目（穴 l1 脅反）
8-tド D や底／リンーゲスlレオツ酸等疇在下におする）しテニクムの着肋

け項研）吟叶積｝ いl 一夫 1籾沢正閃
（江大原玩）石森連二郎

これ1 で'1こ．巨大卿犬構迂(Ma,CJL o- R,巫凶ん尻 HR 直令す）；哨するイオ‘／度扱
樹脆あらいは合応麟樹脂；恥、て奴射性枝種0吸外拳動0)検討 E 進めてぎt：：：・
たととは’: 万(Jン了ン 1に二、•I T I レや II ン誠ガJVジウムのようfi金巖協も組叫鼻
這 l：：印戒さもた MR•型 1食イオン文将樹脂（枷ル恥以在 IRA-90 チtいと")ll 放射＇［生
麟違眉剤として効果があることを見出した。I)
i r乙．オ宍：：：／‘/やジチゾ｀／のよクな哨機詞柔さ共応ぜる、しとに寸り．放射輝
種以紐的に収炉麟吸着麟囀できることを報音した。 Z), -s)
麟佐じして目いたイオン丸恢相脂ゃ合戚吸外相即1可れもも濃叫椒い疇

訪-;(, 17)であり．両帝17)特長を生がして目 viらことにJ'].水靡康中の放射暉種
0)摩動をよ 'I 詳しく訃恥＇られらことになわので‘． これ 1 で•別バジ')ース’＇I'.- L て進
めてきた庚験t．今似り恥令せて行なうことにしたい。したがって禾報告 I i．：：
れ 1 で•”“t吐しめて火 11 孝反とすることにした。
さきに．オヤジ‘／知存千で＇）レテニウムが｀んい砕 XAD-2 l：：吠対される現象4)

左叫らがにしたが、手笈騎1:· l手さら vオ紅荘加えた。
ォ了ジンの誇導保ししてオ予ジンり特性t生が l T: 1 のが｀ v1 くつか知られて心．
紅貌叫疇炉•あ '1 欽，亜銘炉｀の分莉試紅して哨町i 8ーヒドロキン井（
'I ｀／ータース 1碍‘ノ函（以後 1 ゃジ｀／ータース IL かン諏とする。） t主として用 V‘ 、 帝種
印ぼ疇持砕へ0)吸外肴漸をしらべ＇らと共にこれり噌．機訊＇息 lレデニウムとの反応·
についてもしらべた。

烹駿-L_」彗
◎疇輝：前報と同様樹昨 0,2} とJO惚品臼含む試｀料恭ぅた炒”¢のハ‘’ツチ法で＇
行印った。

一例としてfH#,§l：：上叶~ I/)‘ 応 7 DP と 106 R,揺0ーニI- O 化令物の吸靡挙動を暗記

する。

i)両化学特ともオ芍シン昂加乙 4') 含戒 P影飢輝A分、心たXAP-2 ヘQ)吸秤
“大する。加曲したのち吸外笑記訴詞＇さらに記吸パ恥渭られら。印「こ
オペシ／‘加衛麟叉駿も行和) i1..の詩閑が長くなるにしたが｀凶吸履効果ii渭
天する。
一切、痛揆疇しして方や／ンーゲス 1レ応諏も町「清仇．臼訊員刀
哭ジンで＇打られたJう行吸州和暦火の効果 1;t認めりれ応I 。
i;)楊イ 1 ー／輝瓢ん加叫屁 XN too+W(M団）に対して 1 -:t. R,.,-7 o □, ~NO· 
ーニトロと尤 1 ：： 哨腐＇試恥哨弛，V-かかわらず＇• P及着和 11 -:;·Io ％で｀｀ 噌楳疇
の効果I:f認めり札仔い。
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iii) 桧イオソ支校樹肱Am釦駆a.. IRA-9吟 (ce形）に対 L て 1 i. R“-7Bu の場令．
ォ共ジアが存在してヵ吸外率 It清文（「むが． オヤゾ／ータース 1レオヽ｀／酸妨令加 l こよ
I/ 吸外率帽知遺向を示す。 RuNOーニトロの場合には有撚濯対象が作在しなくてか
IRA-904 に 11. I 手ゞ足是的に吸着するが＇・オ守シンが為在すると吸着年1お麻＇灼
雌伺tしめす。
®姿足）げニウ A E 恥てオや／｀／ータ→訓ふ｀／祓と(JI 反応·についてしい「：：。

l万二 7ムとしてほ品仏・｝ HzO 0 雇函席液及(f': Ma』［比No （郎）4OH]•2几0
Q水豪及を目いた。
一定魯の私（約 IOO^z仇{)/])鱈含む＆ 7D D, Rl/ NO—ニト D 0嘉没に過和1 ⑰]守

シッ·-.tーズ）レ本｀／祓摩夜も・ガ〇之．酢誠ほ疇t I-リウムで'7幻心とする。揺⑯叙.. 
没舟を／0~／戸必とし．加羞抜，足塔（註， o叫）にして吸収パ 7 トルも測定した。
品の Z 伶当母0 オ千ジンつ,._ーズJレホン諏な加之． 80 ℃で2 fl寺聞加虚した時0)吸収
ス ~7 トルも目にしめす。
私— 7DO 叩瘍令， 1 キン｀心ース／レ
本、／醜麟叫 H 正f;fvl /,({)0 

ザ lこ吸収極大が得けれ．比の
戸万ータース1レホン麟鍔件が生
成していわこと§しめして峠。

ーカ私NO- ニトロの鳩令に 1キ如0
呼のじ0- 7 I紐られず、＇叩 光゜＇，，
吟た 1位 l：：吸収極大屯もつゆる

や町iカープ｀が 1尋りれた。 な
ヌ． Ru-7 P. D /'.!:喜勺 20停渇骨の

オ X ゾ／ータース）レ応｀噴紅加え「：：：

鱈 2 疇疇温（80°C) 疇
ぽ｀一定の啜光炭を示す↓）に Iもた。
~,,ジ｀／ータース／レオぐ／誤と）レテニウム 0 疇•にフいて 乃麟．知r}イオンの

影欅知｀．について↓校言れた。
紅駿疇泉麻MR型樹昨頌）レ和ニウム幻麟麟i. 1t苓雅によ汀屡
なみことが吼りが 1碍かTこが．それ屹｀れ9 吸収スV 7 I-lレにも大きf且見1 <7)あるこ
とが＇しめされた。とくに，オや／ンす—ス）レ応ン誠符在下で，応u- 7 )J D と F叫0• ニ
トロについて伶れ屹＇れ特長的な吸収ス＼゜ 7~ ルが得られ I：：：こと Ir 1守朱ルテニツム
妃汀『化等的甘面で'1 和目で＇ぎゐと思われる。

1.0 
I 

I へ, 
吸し＼ \ 

---- Rw ークロロ

-■,- R叫~0-.::. 1--ロ

ー ーオで兌／ータース）ふ磁幼·

。

--
` 

400 択00 bOO 700 

須長（叩..,)
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3). ぅ紅J 行 : 化学と工業 迎．． ¢30 (/f7'l) 
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3805 腔氏衷災にわける拠付1生3直元素の桑存状態の研沢
(IX) /t，、うケi翠か｀ラス表面にお 1, る鋏の成着，脱普蒼釉
（原研） 0 低蒸お 印 lll 雷り欠

I.諾言
がラス表面 1こ対すら水溶炎がらの柊肘ぽ物慎の唆沿0)月紅よ欲曼初閃の

俗存択懇臼応るために広<. fi「J．のれて、、るーガ 放村11.物質のか‘ラス表面てり吸

既居．＂かからか＇ぅ入の哀釦灯もと推定すら拭力も行なわれて、、ゎ．散皇叶知‘紅斤
守 lて）＜イレックスがラ 7渇の係、仔各器や分杵器具 rJと•r皇伯 I：：阪く吸屠すクことが'

級臣さい：わリ｀笈音を防ぐための錯I,t,市l ，，，ィ史吊、成t7J少な‘ヽヽ材慎の選択 rJとり

廷只が’0 ,o・｛）妖て．、Q.松;z Jょ;f /8 塁ぽ玖討•i喜討論会 1ユお、、て 感．担舛叫さ且およ区

『 X I、CJ-1 MI/‘巧 b\"P廿領式：： h ヽヽてぅジオコ〇イドと形成亡ず．ヌ、条汲が如虹＇中

使の時．ホゥケ 4 酸がラ入表面i：：：拶い、唆惰之it\..ミの吸羞さいた銀lI 発｝翌屈崚・ク

n ^ 訊昆麦守 1ミよってもオ愈 I ミ IJ除六瓜束ば、、こと H紅 l T::.. I •ヽ4 レック入がう

入 1：：吸崩 l 「：：：叙艮の説着1Jゞ困難な：：：ヒjJ Hamtcr 埒 1-:: よ）ても祓告さ小て、ヽ~ p¥''' 

仮芍心妓イオ Vが‘パイレック人がヲ入マト ll ックス、ヤ，ミ拡紋するためヒ危えてい?,.

条板店て‘ばかウイ 1 翠か'7 入ビーズ表面i：：：吸着した＄知栂之の悉、丸心
ら脱屠を IO)\'\.AJ-をトレ＿ヤーとレて現足レノミの臭靡：：：述ヽヽり｀、ラス表面か少の設？

限眉努撰渭印応瓦
も浚衷

ず、ウグ 4 酸か｀う入製ビー叉‘．・パイレ，Jグ人がラ lヽ 粉禾でバ｀ーナー乎叶交
じ、［疇‘、 l：：奴翌＼戸ピーズを lふる、 1 わ Iプして／90~I之クメッシューに｀｛うたたもの a贔

入し、た。このビーズ｀とえ M 直醸で忽叶恥遺 l <かり．菱‘薗奴·(t炉履 L Tて、工

y -]-J‘シ中で I如＇ c 夕？埓 l罪麻 l てがらj)、下の叉誼 Iコi知~ l た．トレーすー： //0 創
A~ OJス k ヽ・！ ？塔夜 IJ計回し諷遣製 l た．帳の表災 1J I x.//)ーとであ..,た．

鈴§'11\1lt. XI｢ n れ中ポ ll :r.ケレッ樟収‘ビ VI：：：トレーす塙成、か{)r孔翌、知K
ゎ.J: i,;ｷ p/-I t疇するための始oH 又 l｀ょ鴫悉夜を加も全量e 5バ/-::ずる．鱈

恥ぅした叉粒／凍状態て‘` / i t7)かう 7、ビ‘—又‘. t加丸よく振とうしてからな:!: p,/℃ 

の延溢ホ穏に入り．砕吋届県、ボ l) エ・ナレレ枠成 C‘V中，，，羞凜幻令て、苔涸 Il（て‘

3 凪すず、·, <‘｀がら We19 史い／ケレーいツカり11/ターで衣ii貶這良し］h した双対

詞：：：文寸ずら割合 8 吸羞痒と］ら．成，魯卑□［更．した佼、棧くの呪沿叔mt c 戸l :r:
ケレ v砕恥‘'U に加し 1l、正呈樟中に保特レ一足時れ使い翼叩濯さ、恥
て、、ら杖月能t刹足 L T：：：．か‘うJ、ビーズ‘in様に残？て，、ぅ遠汲j 4 杖柑能叶げ

と差しi l ヽ、た後 b及鬼が放糾骰に対すら會り合tい叶訊 I, わ lプる説着年と刃ら—
史遭魯足□c u え I?\ 村口採代をくり立して股着豆農と東めた。

3. 桔屎
捏くの？廿の悉級fJ‘りか‘ぅ？、ビ｀· - 7、‘`J: Iミ吸惰 l た鍍？水 l：：：ふる朕着 IJ.汲

眉叶の PH i：：：汀ずし克ヽヽ慰界iまがあ） 恥史、アル刀 Il ｀）幻‘}吸菟した銭/J、収 Iミよ
）速やか 1：：杖．舟ミ小ク評か P＼方·｀ヽ刀＼｀乎が生逍迂nヽ｝成し豆知．文秤}j- 11 水 I：：：よって
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ば肌羞ミれ 1::. <、ヽ。紅疇からがう入表面に吸扇した蛾っ頃応よい見着 IJ 囁
酸覆更衣炉幻．｀ ｀直裏コぅ訊羞疇ーもど、琴諷叉-)|t／ぅ吋，訊惰豆夏ぽ
麦ぃ足＾．ミかよ＼）も羞足が‘下．r' うと m.、'欣羞土tJコ逸<、 T; ら．，；註又ミょ；；• i□ 王
表訊I＝こる杭〖が最直.,..ヵ＼‘,．仇忍迫応I` ・麦も立‘‘治、浅知晨皮．J馴往応ーみら．
”へ1 外、ヒの成仄 1硝成絞応見Iこよリかう入、表面i::.レ込着t「こも長，J.．非涼、三迅tっ‘'こ
仇扉？小 b 1l\`·¢打麹邸訊し8 研恥：よ》恥＇支：こすらと仇惰ミ人，ミヽくりj.天葬すら
訊酪農皮p\‘｀記 vヽほと見眉ミか、 9：：くヽヽ，又冗倍店酸裟ャ晨謹t忍庚戸Jぅ朕着ぐ
~7 た緩JJ弄衣'IO-2. M 国訊魯も夏］、と 1::.. J)欠秤か躾惰 1 かう．

見麟足J炉鱈揺数弐‘％ ：：：ベ¢叫豆必迂｀｀ ·心C ―/in tに従1J\~
う：：：とが｀‘板岩さ此‘、？ゎy、本戻，襄この朕忍述．度5 3 項封恥の話：教函数式 I" 徒．う . 

銀のか‘ラスに対すク吸厖の迂晨．力＼＼‘窟らし＜庄．く、又十，l知屈欧銀泰夜J:
..t澤脱羞が非 ~Iて達ヽことかり鍍 IJ)J‘‘う入表面／：： 4 オ V文扱反応 lユよ）永笏ミ小 b
と息ゎ小ク·

酸i, Jるコ n ーいパ史．りたがフス束面にい']い立訳的玖粒iミぶ）
シり刀りヽ）ヶ層が1,生成レ：：： 4 魯！d)I< t.来収．して奇ヽヽシ 1\ n 『 Iレヒtて存在するミし
/Jゞ秋危マ小て、、る。力‘ぅスと持傘芍這知沖知吋:::.')シリtゲ．レ層ば 1『うじ，ん
してわJ麟1ミ名王小墳け I し））Jシり力，f'Iレ·や凡砕ま汎素杖しぐ改忍ミ小ら．耽
着瑣ぶ恥的‘’あうと、：：：：のシ 1\ 7'f Iレ層 IJ収紐して肉呼 l＝存在するイオン 4 拡筍｛を
眉みしく近くすら．ミっ効果 IJ訊or.嗜ヽ＼ It:どドさく、又喚醜q林乃穀ヒ§f炉ftタ
恭応"h るしシ 1) 0 ゲlvA 肉評で知 I,ーの札 ri火J r.rn I オンi\’•生欠 L i'註叶訊
IJ -府立<. fI 少．ーカ 9日麟心IV p lし 1 1/ 1J't") i奇 IJ ► II 7 午" lレ舟 IJ:哨＜．戸えり｀羨

釦遺粧して、、クと息れ瓜、ミいが‘`JJ Iし1Jりf』|てq蘇ぅ吸屠，＼｀＼少な、急区ヒ息わり
戸M"' り C .,1 9 が｀うス e- 7¥, 1)̀ 5 q i久外遺賎鑽史佑□ I3 ，雌｀｀鉛し

困じでみクが果祖絆 Is[El,lの耽眉ぃ心と大、＼に夏圧） 19下1 --v /rn っ研歎 l：：：よ
り非蘭に連みやかに脱着される．

応 HCIlこ 5遭濯ぷ. 
ー゚

ぃ曲
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屏3 A 幽tI-IMo3 1:”“ 
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/0 盆9 如省胤f感ur£)

邸紐省爪『9b小ourん）

文献一

f.., 
牙'()

I 
"ｷ 

和心
l ;3 |... 
巫竹9 幼邸（い叩）

吋訊

f.K.West, P.W.We.~t; AM1.Ch.;乳. Acta ノ 37 J um) II,l.～ん／

T.$chOnふe/d ，ぶ， Ne (.l況i nj叫． CKeれ．）社，（／7は） ？）た”f

位承，た，扉 11\ 忠以；矛／ゲ月放が（夕厨舷m#、 ?(I？が） 161- viば

f. [chi ka.四；知： och i 77L. Ac tら 22、 -I C/ 9 りit)勺

『.B.A J a11.ゎ U1 trd,par:ty (ed. 11. z可，兄．ふpe iJh.tO P.31もf>ekl<..er),Ve w 怜 rk)C tJIJ<--)
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3 806 渚1生炭tもぢいるトレーサー量のネ 7゜ヅ Z• ウ A の

頂手価状態の検足
（東批犬・エ） 井と 桑・キか山 4号・ 0 篠廉伸夫

（緒芦） 水3溶戒中で‘の太ァッンウム0)化痒的拳蝕な研究す 3 際に Iii..、ゼ0)原手 1面
ォ父態の分布な初 3 ためパ迅速がっ姥籟のお·l1 パ栴彪広が．＂己｀冴る。常量の濃危ti)
率液、 I咋寸しては、分光光允法か＊この目的をかなえてくれ.Jが、 トレーサー濃複にあ、
n ては、乏相分飢シ去のよみな：水とば別の方シ去が‘必厚である。そこで、本研究 li、

瑚l生屎への吸着学御の差裏を利用して、 トレーサー量 0 Np (V) と N p (VI) を弁別す 3
ガシ去知石崖立す~ t~外に行った。 そ0)低巣、 1 l'1着 4灸の酸牲落菜；中で'、 Np(V) I:'.. Np(VI) 

屯怠嘉 1こ紆別しうるととが‘睛らかとなっt.
I) 

（実験） 叫わトレーサー l e!."、 S滋の方法 に従ってぷ3Am からミ Iレキンク＂によ＇）得

た。治，釦屎への吸羞率は、文のようなわ頑で求めた。すなわち．追濱な酸化還砕J
如加えて望も、原、子釦£態の 239Np瘤液も棚整し、ヽれに殿J ,,_,a緩衝敦ち加え、尼 lこ

、沈要に応心｀て北在塩篤ーの瘤液な加えた復、；習液の企星左 5 心とした。こ叩岩莱な
力’‘ラス管中で｀ 100 咽違悌足と＃触さ¢.20分吋辰とうの縦、遠ヽし、蹟難なして、J:::.
登液も 1 nJり、その Y租射能を須浪 L 、吸沿か挙液中の放射能濃度r:. ＾羞から
吸着穿乞算盟した。pH は、残，｝<11 J::.表敬セ用‘‘て捨伐した。

ぷ)^ (.;)1;t-1；ピ l:：し~ 100 

Nr(V) と N p lVI) の

祐，卜生足への吸着
宇t、pH 渭教と
して痢定した。

木 7• ツ,;:;..-.ウム 'a 、

塩化ヒドラジ｀二

ウム (2+) ま E IJ 

逍てンカ＂ン酸カ

リウム和共存さ

6
0
4
0
2
0
 

吸
着
玲
（
％

゜ ゜

゜

2
 

I: Np(V) 
(2x10·•日 N1H.Q)

2: Np(VI) 
(2>163M Kl1n04-) 

I: Np(V) 
（がlo"2M N曲む）

2: Np(VI) 
(4•1が11 kt1山~）

゜ 2 4 6 8 

pH 

第 1 図 pH ぃ威羞キく＾関係

10 12 ゜ I 2 3 4 5 

[ HN03) M 

蒻2 図躙龍危濃戒母着宰渭低
糸併；李暉 100 喝／恥＆

20分間振とう

せ 3 こと 1：：：より

“した.:2.)。蒋知叫、酢叢一酢酸アンやニウ~ (0.2 l'1)緩衡液t. tちしヽて誂望
レた。第 1@ に示 L たように、瘤液か｀‘pH 8 l9).)::. て’｀ば、 Np(V) 古1 よび'N p (Vf) Iむ共

疇性応遣量的に吸着すふ。シ麟液ヵ＼‘＇綾社にな 3 につれて向沿の脊帥 4 差 I .I"大さく
な')、 Nt (.V) の方が‘吸着しやす‘‘・

(2)研酸濃食し吸着牢c1)関伶、； さら 1こ酸住度屯狛くす 3 t、 Np<V) l'.. Np(YI) OI 吸着
斧の差がさらに大さくなることが愧惰され 3 a で、 0.1~4 M v\珀碓帝戒からの Nr(V}

Np(VI) <7l吸為吟動忘額l/\‘‘ た。その飩果i第 2 図 Iこ示す。 Np(_V) I ii、 o.S~1.5 M 0硝

織痛戒ょリ主量的に吸着 L 、..,.方、 N~(Vf) 1 ct、 o.;- MI>)..J::. Ul 硝鵡：シ差液で｀全く吸着し

床件；::ir 'I生袋fOO 呵／,o ,..Q
ぢ分間振砂 5時放置

な"‘
゜
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0) 瑚1｀均護およが振tぅ時間と疫着手埼薗係 ；衰液を約 1 M店醗洩滅として，
紅足董」知ぅ府間を度えて吸着芽也輯した。ミ叶誌凶 1 表 1こ町。名性
”乙派とう時間，伽 Iこt ~'NpCV) を定暑約に呟着さと 3 ミとが‘て•さ 3 。一方、
Np (VI) は、袴討し1::.条件にお"‘で 9巧令ん U‘¢着し加。以下 a 史、院では、義‘料蒋来
5 心に対して渚I固足量左 loo 哨．援戸豚闘を 20ぶに設良して行っt。

(4)酸遣萄心這饗；氏む＂影誓につ 91 てを、危遥果這 2表に示す。
怠娩莉ドよ 3 差鼠 IJ大さくなく、"‘豆バ誼液中でt Nrcv) と Nf (Vl) 17J分号＼ IJ
行能l:'..考えられ 3 が、碓酸が最紅塵L -z心ミとが｀わ力‘3 。

(5)故硲藍り剤遺町吸［か閉係；床広パ有効性を硝かめ 3 た占／こ、いくつ
分‘の代表的な靡紅ga如存在下で、キ 7・ッシウム e1I 原子畔態を知心。こ a 條
果を第 2哀 lこ示す。逍該塙りが｀捨~ぃ喝店＼訴よび｀頌』しヒドラジ::=--ウム (2十） jt l紅澁化

箸 1 表 迄滋恩童、キ辰とう門間 L 叫着か OO i系

吸贔率(.o/o)
振l:'..う Np(V) NI'(_VI) 

析間（分） 治｀位悠量 (m3) 

砂‘0 キ ;.Iレアン

乏二りムの荏社下

では、明らかに木

アッニりムが 5面

｛こなって\I\ 3 ~と

がわかる。一元、

種々の緻i屯 a t

50 100 150 200 50 LOO 150 2.00 

5 64 羽 86 哨 3 2 4 

10 83 98 q1 q8 

゜
6 3 

20 qo l00 4 4 

30 q1 咽 2 6 

とでのネ 7゜＇yニウ
ムば、殆人と＂滅羞
仕 T`‘ 、 6 妬 9こなっ

てい 3 ととがわり‘

3 。

Np(V): N池必 (4)(lo―2.M) 、 Np (_Vl) ; KMn 伍 (4X10―.2 M)

魚件； HN03CI "1) 

（如氣）

第 2 哀 酸ゑ C‘蔽必還尻渚炉l種麹 1こよふ粘増
吸恙滓 (o/o)

酸化還元剤 1M HN03 1M Hao4 1M 出sa+

hone. qq 洲 qo 
N曲佑 (4XIO-2日） qq q3 q l 
NH鵡•1-!CQ(' ) q7 88 枡

比 0,. (.  ) 5 25 25 

k凡 04 (り ) 3, 2. 2 

klCr,O'l(,, ) 4 

゜kgo3 (“ ) 10 12.. 4 

閲GOュ（々 ) 10 16 2 

晒涵0,-(.  
付NO3 ) 4 6 3 

条件；峯1生J/:1:_ (00 喝／五mQ I 2.0分蘭振とう

1) c.w.s湿， A~. 山.’旦 (6) 802. (1966) 

2) y．恥ぼ叫 0．厄屯戸WI~ I J. IゆV3·N"&. 凶., i... p心
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3807 アメリシウムの化学 (9) 1 、バヒ掬溶液にお 1□ Am(V) およ
び細（VI）が安定筏
（東此 K金甜） 0原光埠・鈴禾進

アナリシウムは通瀦の貧疇応ヤぐ 3 ほ， 5偽ある vI I1 這遺比涙態で｀枠丘
するが， このうち A枇(]11.)1:l.忠足であるのに対して，伍（V）あ＇J.仄伍（冗）は不守定で‘

肴線約ぐ嘉紅麟入切 I:. j‘っく逢恥ハ易 vヽ。ア｝リシウムが‘ミクロ量の夕易合，：
礼ら遠比‘J反態の石望認、(1) 1-:.めに，ブ、ッ化印ぁわい 1;): リ 4履と用ヽ‘b 哭沈ぅ去が這 I乳

さ孔み。こ礼らの知謬 l"l, A叫切わ’よひ'• A汎m）と訂認限り坦足 l::.1系っため，低
溢（ 0 ~ 5 °C) で＇＇笈紀、べいるが， 3°C 以 L の［届度で'11 両危のを走性 II 低下｛勺こと

1/、名應さ汎々．昂虔，リン釦疇；夜にお 11 ;;,心 (V) あ＇よび＇如（17I) の安，走性 11, 訊

”史涅度，温度ぁ b v ヽ l~ リン炉笈堪認度に 4衣行することと従釆の研究で＇利環した。本
研虎で 11 月 1 続き 1 、フ lt郷訊K お,,);)知（Ti)あ＇よひ'•A訊（17l-）の定足注と主として 7 、ソ

化トリウムと用＼＼ b 知謬 I~ よってが企討した。

戻紋
(I) アメリシウムの 1吝夜：必IA,,,_ (1JI)の O、 IM 研棗｀忘夜と言阻製し， こ孔に /0 以3/,.£

のビスて知秀fトリウムの紛今床と加も）尉羞で、 I 印随坪した． 0°C Iこ浚却枝，ガ‘‘

ヲス絨維沖鍬と用いてぅね逸し， A叫Tf!.)が宕液し得 r~.-- 方) HPEH? £吸着ざせたも

ライト坪5 と令も‘打ラム 1 こ A叫m）のf塔液ど椅、表し， 0、 /M 甜綬で‘f忘離して A匹（マ）の
i訊と得た．

（み）茨浣チスト：アメリシウムわ｀よび‘トリウ IA (あら vヽ 11 ラ｀／ダ｀／）と含む落夜
に 1 バしfン之シゥ這液t如九て／足匂譴；オ争レた。這疇疇這叩夜り

必IA- di't益町麟兎lj足して／這累り恥烹荒率と算出した。芸沌年バ対すら爽

遼条件，すなゎ這iい釦這，トリ'r7 IA (あ勺 v＼，なラン、7‘/) 和位，撹袢飼
ぁ b v¥ 11 滞i夜の混今Ill雙などq景り屠·と語べた．

(3) Aが（かわ‘よび'Aw..（マ1) r)字足Y生： （／）のが広て＇符 r~ 1-}') シウムの深夜 l ：逼、
省なf苓；夜とう桑加し（河史叩認鉛戒の A.:..... （マ）あ`よ'1Aベ A叫下）［苓夜区訴製レた． る砂
と一応訊這、っておき，過省な呼糾経遷使 I:`4 の一さp t今取して、一、史条伺. c1)宍
況チスト這した。ぅ芦液遣悉埓応そ疇と¢) f皐と，溌応霞は度、 1 、フ原 1
六｀バ哀床，み/;, v1 I這復を介竜々｀度も勺夜討した．
姥沃および・考緊
(/) フッにラ→／f`／あ勺い 1'1 1 、y)'しトリウムと用、＼る知虚 I1 ，従釆，邊詮扇羞

と砂？ ｝リシウムのi恥夜に灼して過吊ざ几fこ．が行尻で'11 t;;＇・1...てス殺fトリウ人
“笈化肴＇」としてほ用したため、函茨沈令、にお lT b ア｝リシウムの笑沈斎勤と玖めて
佼討した。怜 l ，ヽ、珍累の一仔’jと系すpヽ｀＇，芸疇骰ぅ広ぶ臭なら'C. I フ、J it.ラン 1‘/

ぁ々 v\ 11 7 、7 l,t.トリウム 1: f寸す b ? iリこ／ウムの笑沈桑敦 11 かなり菓なクが＇J 1,且

I1,0 泣就戟埓立①ヽ＼ b 舜濠 l< l1 ，に（がおよが'A以 l切）のf1苓衣に,-;J:邊争＇1 の祗皮化肴1 こ

ろの履＄紅坂巧（誂綬ゆ） P‘’ 名行す~ I ｮ \;;‘・スてス蒻fトリウ以t l刊 91 勺場令に 11"

ばらみつお・すずきすすむ
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ぷ帝ぅ夜f 1項知剃 1'1令ま礼て v' ないが‘, A叫⑦：）のi塔液．に 11 8i(J[[.)が多少笑将する，

しいう爽和初噸の立いが原困と角尤ウ汎る。
（み） A.,,,__ （マ）および Aw-.（名）の肉滞·夜に対して一定条件の笑沌チストと花し／得ウ礼

疇畔 L高躙駅門譴麟t n 叫、直討して，液のかいい菜と得た。
釘認函製祖：穴‘/’’`/t詞で虹 Aw..（マ）あ’；ひ＂心（＃）のう名i夜にあ＇いてiよ，フ
ッ素ィ月｀／の呵娑によゥず茨浣辛 11°史化しない。すなわち， オ‘)'・｀／と令t‘7 ッ化幻
麟において 11 A.,,.. (--v)あ‘よい‘・知（匹） 1-;t宅足てある。 こ(7l 9仄況 Iま［奈夜O'\森笈r這9 °‘.. o,02 
~ 0、 5M / i喜度が IO/30°c n 範国で•印枯である。
◎ガ‘/" -/ t含まな v、 Aw-(-u)および'A=l加）の硝毅摩たで 11 l f芸i夜藷浪猜しの呼噴l//、経

逗す),i I凜って知諄 I~ .r.爵する炉‘, Fん3'2 1：柔すようにフッ原イオンと哭杵させ

：：：i：口：、う，；；し：； i 1^:。]/ -Am(III) 
ば醜直り、;f,'ょ這 g 
衣に 1伎く 4紅手すう。茨i~ 且
知沢班 110 1 b こt. ~ 40 
は／ 茨うかわ］ ~v、 Aへ（証） g 
心屯中に＇主戒してく; j 20 

t 
：：じ，すなわ?, A瓜（'<:/) 巳

々 Aぷ立）が稼々に A4.1[)

1 で遼元さいることと邊：｀
昧す'a.従って， 1 ッ系

イオ｀／ nゞ笑后するt A- — 

（マ）あ),; Vヽ l1Aぷ四）の逗

元及応 nゞ見掛 lr r.抑核’l ざ

れな。 これ 11 A w..(v）ある

い I'! AIM(_m) がフ、｀／烹雑砕

紅吹する：：： t.，ミ起因す

うためと考えウ孔'a.

同一紐牧‘の Aへ(V) およ

が‘Aぷ豆）ぅ恥支と同一条件
て．、戎討した蒋屎 1:. ついて

しl, 7 、y l・ロ翻恥文にあ'11

~ A.,,,.. （マ）およv,." Aぷ江）の

"h襄元 K応這11 りね
見豆キ b たrYJ I 屯危篇的

に科炸し，秀寮す~.

゜
-------------------杷i2註＿＿

0.1 0.2 0.5 ー
2
 

5
 Th, mg/ml 

Fig. l. The dependency of the coprecipitation of Am on the 

amounts of thorium in the ThF4 system 

一 NaBio3 system ----- (NH4) 2s2o4 system 

訊

~ 60 
て1
(l) 

><> 40 
月
し

g゚ 20 
ヤ

ぢ

t 
L 

゜

)~(VI) 

} Am(V) 

30 60 90 120 

Time of standing, min 

Fig. 2. The result of the coprecipitation test with ThF 
4 

for the solution of Am(V) and Arn(VI) kept at 20ー c 

[HN03]=0.05M, [NH4FJ=O(O), 0.05 (•), and 0.5M((])) 

-167 -



3808 溶媒袖出法による Crn (II I) の加水分解に関する研究

（要北大・金研） 0深沢哲生・川筋伊佐務・鈴木進

1 ．緒芦

アクチ）イド｀元巣のうち U, Np, Pu, Atn.,および｀ Cm など｀の元素 1玄比較的
容易に入手て｀｀き，それらのシ容液内に応tる挙勧もかなりよく知られてきている。し
かしながらJ上記元素中ざ On以外の元素 1ょ数種類の価数と持寺っているため落液イし
等の研究の対象として輿昧深く，比較的約幼く研究されているが， Cm の場合 3
価 (Cm3十）が準安定な電子配置 5 戸芝とリ．きわめて安定て‘あるためそ水1まと‘`

盛ん l.::1 よ研究されていない。今回 1な水溶液として過塩素酸溶液互用い）主 lこ低酸性
度溶液lこあける Cm 0)]J□水分酋戸遠媒抽恥和：：よリ研究すること芝試みた。
2. 実験
トしーサ量の Cm1ぶT.M.T.R．て｀｀ 241Am を熟中性子照射して生成した2.42, 2.43, 

砕4Cm きイオ‘ノ交換法て｀‘Am, Pいなどのアク今）イト了素，布よび‘核分裂生成
物から単超精製した 1) ものも用いた。
溶媒抽出系 1な有機相として HDEHP の卜 l しエ‘ノまた 1玄＾キサ‘ノ溶液， 9K相とし
乙過t尉栗酸溶液却用いた。 HDEHP1次錮I盈を経由する方法 2) によって精製し 1 中
和漁定と重量測定から 1ま 1£純粋 z`、あることき確かめた。

実験lままず加7K分解の起こらない恙酸性庖領域にあいて Cm と HDEHP がどの
ような抽出反応を行うかを見て，次 l：：低酸性度領域に応tるCm の加水分解挙勧老
調I\｀た。抽ば謀謹細，水相と屯 10 成す｀｀っ 50 叫町分液ロートに取リジェー
カー、て｀‘平衛 l こなるま Z`‘f辰とうした後，両相から 2 rniずつ試験管に分取し， No.. l

シンナレージョ｀ノカウンダ 1 ：：よって 243 Crn (J)『線計数測定芝行い，分配氏屯決定

した。この 1追から Cm の加水分解挙勧を検討した。

3. 結果

麟祖度令瓢I.::. ぶける溶涅袖允実験，すなわち Cm の分酌；tの中辰とう B寺間依荏性，
ト）しエ巧鱈中のHDEHPシ農度依存叫古よび‘p日依存性を調べ｀た結果， Cm1 ま
振とう B寺間約 10 分て‘‘袖出平衡1 こ到達し，分配氏 1 ぷ予憶と｀｀うリ HDEHPシ農度およ

び‘p日の 3 乗 l ：：比例していることが判，た。日 DE 日 Pl填椴溶煤中て‘‘一般に2量

体の形て＇存在するのて‘‘）これよリ袖出平衡の式 lな次のよう l ：：書くことが‘て‘きる。

cm.3+(a) + 3(HA)ュ (Ol= Cm 団A、 (O) + 3H+ (a) 

日DEHP1：：よる Cm のう容媒袖出機構這誤したの之｀｀，次に加水殖年の起こリ信
る条件下てつ抽出実験芝行った。 卜）しエン；容液中の HDEHP濃度を s x Io-3M 

と一定 I::. してあき，水相(J\p H を 3 から 4 まて｀‘変代でせて介酉も氏の変代を謙べ｀たヒ

ころ）この曲線（必嗜 D vs. p H) (J)傾きは約 2.4 の直線となり） また放射骰

収支が合わなくなるという現象がみられた。すなわち水相のp H が怠くなる 1 こつれ

ふかさわてつあ・かわすじ｀いさむ・すずきすすむ
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て溶液中の全枚的餞量が減少してきた。この現象はCm.の生成錯·イ本0)うち成着｝生の

ものが｀ざき，それが容器壁に成着していることに起因するものと考える~ t..がざき
る。この成着種の挙勧と検討した結果以下のことが判B月した。酸性度が低く(p

日が高く）なるほど‘Cm の成着量 I謡増加する。成着の起こっている際、の分酉も.t;\:,DIま
最初恨とう B寺間ヒ共に増加するが頬幻直に達した後 1材知 l：：減少する。放的餞測定
町ポリエ今レン製試験管 I こも 0屈着し）この場合料瞑＇は低酸性蔑（高p H) 側 1ま

ど｀ D屈羞しやすくなる。以

上の結果，牛寺1:: p日が混

くなる l a;ビ‘ □)1着量が増加

することから，こ叩凡羞
種はCmm 加7K分陪生成

糧 Cl'l'l.. (O 日）：ご I こ
他ならないと老えられる。
このような条件下で‘1古

加水分解定数苫求めるこ

と 1なできないの Z｀＼睛着

老極力抑えるような条件 〇

をみつけることを試みた。

種R検討した結果］一旦
Cm芝正袖出した有栂相
老用いて予備乎衡~I柔ビ‘

こした）K溶液 z‘‘逍抽出屯

行うと叫着が‘かなり抑た

られ放肘談収支屯約8

0％以内て｀‘一致すること

が判った。この条件で分

配氏D°'P 日依存性紅調
へ｀‘た結果が図 1 ざある。

図ょリ曲線lま傾斜が）た第
に小さくなってゆく no水

分解の傾向が現われてい

ることが判る。この曲線

ぶ）加水分解定数と求め

た。また他の方法との比

較検討も行った。

3
 
2
 
u
 

゜

c 
~ -1 

-2 

-3 

-4 

6 t 

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 pH 

Fig.l Variation of log D forCrn(III) as a function 

of pH 

Aqueous phase : HC104 + Li Cl04, ド＝ 0.01

-4 
Organic phase : 2 x 10-'M HDEHP in hexane 

文献
1) 鈴木，＂！筋，ぅ深シ尺，第 20 回 放射代蓉訊雄公， 1All(l976)

2) D.F.Peppard, J.R.Ferraro, G.W.Mason, J.Inorg.Nucl.Chem., I, 231(1958) 
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3809 逆抽出ぅ去によるトレーサーぅ農度のビスマズの寿存状態の研究

（静岡大理） 0波多ぅェー八郎・池上 尚・菅沼英夫

〔緒 言〕 これまでにポロニウムの溶存オ灼態について 1 主と L て過堪素駿落液系
ならび｀に硝酪落·茨系につヽ 1 マ研究してきたが｀，前回に報告したようにジチゾン llll 虚

化庚素溶痰と用し1 瓦逹抽出法によってかなリ再現性の衷ぃ今配平衡の結果が得ら也
もれによリ木゜ロニウムの溶存杖態についての知見が得られた。 埠鼓塔茨系におす

謬存状態ばかな噂雑なものでおることが予懇されるので＇）これにさきに‘｀ぢ天然：
汝射性核種として栄口＝ウムと宏苺な印連ともっビヌマズについて同様の宇競さ詰
み， トレーサー濃度の.2.IOBl 1 用いて過塩者駿翠液奈いお lナる遠有点態についでも木°

ロ＝ウムとほぼ同様の鋒果ヵ汀阜られたので報告する。

〔実験J 一定董が"Bl. (3N H t-J O這来）と一定濃度0)ジナゾン四塩化鬼含落茨（ゆz
-CCl4) で抽出し 1 ビズマズの宿様標痒溶来之言周製した。 その 1 叫．之種々のpH釦
もつ 10 叫、の過癌者睦知k溶来と令束ロート中で一定時南ふリ湛セ'‘た。 最初ょ‘ょ

び‘今訳平衡成立筏の有機祖から Sooパ・玄含取してその放射能を測定し，分屁比 (D)

を求めた。 水オ且のイオン 3邑度は鴬に一定となるよう［こ謡周製し）今配平街紺立 4わ
水祖についてpH t測定した。 なお窟荘に用いた水・試萎・器具羊ばすべ‘マ極ね
沌物を令まないよう組5 叩注意を払って導渭iした。 またビスマズの比放射腔t吏
化させてその効果についても言周へ｀た。

（緒果と考察〕・ ビヌマズの加水今緋手術 B戸互m. H~。s==- B't (OH応几十仇が
ぁ‘よびジナゾンとの錯形成及応， 8 i. (OH立況十九R玉⇒ Bi. R,,, 十 ??'!,OH- (Rh：ジ千ゾン残甚）

れ

からy抽出分醗平術の汀砥（D) Iな D=K 辿単a （ここて•Kx=C邸Rれら (H十立:)
となリ／両辺の対数をとっマ ex(H亡 〔Bi(OH立］g〔HR]。れ浮
Q。戸＝与比＋叫(HR]。ri + (,n..—叫p H 之渇る。 ここて｀｀pH "E一定にい囀の
濃庁を要化させれは‘ヽ！与[HR]。＇',l::. 汀すうム｝D のフ°ロットから 1恥き礼が求めら祝柚
出疇種 Bi R.,_ の、紐武が‘わから， j. t::.試｀濃庁屯一定に1呆和国のpH 這 4b ざtt

れば｀，疇しこしてpH と年P どの OO 係から（九—仮）が求められビスマズの恭存疇種
BHOH立仇 の彩力砂央められる。
得られた主な結果 1よ以下のとぢリである。 TABLE 1 

THE 0EPENDENCE 09 THE 0ISTRIBUTION 似TIO

(1) 今貌乎術成立に要する振とゥ舛向一ー＊相の固姜性が‘ ONTHECoHCEN99AT90909BIS四H ゆ,;;·:;
"{E 0RCAN9C PHASE 

強い場合 (1MHCL公）には 5令以内て＇｀平術lこ且：すらが｀／弱酷性 如OUNTOFCAR99ER
(1 K(H位）Cし 0凸pH=3.80)” .2.0餌度と毎すう。 以下す IN CC;;lSoL町 90H

looO 

べての宇話の振とう珪向を 25'.紅した。 伍99E9FREE i：塁

(2) ビ‘ズマス遭茂の令配比に対すシ告渭ー一ビズマヌ・キ
(<! x 10—’l i：悶

ャリアーの粛いいて令院比を測定しに終泉！ほぼもの彰 ゜92XIO' i[ 
卑 1ま見られなかった。 これは少くとも宇詫をお＇こなった漁

0,92,10-' 

叩
2
2
3
1
2
2

L
L
L
L
 

はた之 いつ 1まちろう・し I 1r がみひさし．すが｀ぬまひて｀、あ＇
Aqueou9 9hose : 1H HC1 04 

(H202J,,’’: 4.95 x 90•9,{ 
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如麟ずがまビ‘スマズイすンの官合竿が葬ど‘見られないことと示すものと考之ら

れう。 (TABLE 1 券舷）
(3) ジ｀チゾンぅ農度の分玩比に対

す狂渭一 FICT.1 ょ‘よ-U:'2 l~ 

見られるよう（ら水祖ヵi'恥蒻庄

(1 H H CL 伍）ぉ‘ょv:.騎醇世 (1H (H,Na) 

CLO4) pH=3.80)の場令のら(HR〕吋
の伍 Dに対すら 7゜ロット 1ま｛可れも
傾ぎ 3 の直線関係にあることがわ
四。 このことから抽出化学桂

は何いの場合t \::."ズマス和とジ‘

ナゾン残‘基とが 1 :3 の、祉裁比さも
つものて‘｀房らことセ示しでいる。

(4) 水告ィオン濃度の分記比に対すら彩堵―-Fl 合． 3

這R のpH 位をも-, 1 M CH,Na)ClO讀痰で一定痕度のビス
マス・ジ午ゾン溶痕いついて迩柚出tおこなった渇令の低P
の生化と界した。 縦軸に~D-ら(HR〕ら）さとフにのはノ
すべてのpH にあげる分配比を 1 桂のジ＇今ゾン濃度だ｀ l戸＇刹

定すらの I木不可能なためである。 図力＼ら見られうようt:1 p H< 2.の穀性匂紅l頌

幻這き 5 の 7•ロッしであらことから 1 ビ＇ヌマズが 3 イ西の？易ィナン Bぎ~ L て落
存しているこl:'..がわから． 一方pH> 3. s の中性にいた紅釦哀て｀ Iょ傾きが｀〇とな')

已‘ヌマス（ま主に中世の化労積 (BL(OH)3) BLO(OH) など）と L て存在し）こ丸ら 4 中内

令釦戎て｀‘/;):主とし了 11面の？易イオン 13LO+'C 

なっでいらことがわかった。 2 イ西の？易ィ

ナンの存在 k ついて 1古，今回の宇詫の徒果

カ＼らば判定でいきないが，イ可れにしてい極め

てその存在範囲｛ませ告いt(J)と思われ今．
(~) 過塩景穀イオン濃度の令翫比に対す

バ渭――f其俗炉多少、あ 3 ヵヽ＂，紅穀て9 ヽ

な考に一定濃府にお‘いてお‘こな？たのて考

慮 L なくてtよいと考えう。

ゞじ上の、桂果からン炭のようぶ拍出概稽さ角

之た。

速凶骰在鈴滋か太

B汗＋JH1. Dz ;=-13L(l-lDz)3 + 3 H+ 

'̀ｷ 
9
1
 

-り-J
Loc[H,Dzし吋

THE DE99N09NC9 09 9H9 DlS999au990N 臥990
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FIG-. 2 

弱競回紐＇て‘‘1 ま

Bぶ＋汎Dz.~印 (HDz).I +H1- + H,.O 
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